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春

学

期

�月�日 (金)��：��～ 成績証明書発行開始
�日 (月)��：��～��：�� 情報処理教育室設置講座ガイダンス (���番教室)

��：��～��：�� 慶應義塾大学在外研修プログラムガイダンス (���番教室)
�日 (火)��：��～��：�� 教育実習事前指導Ⅰ (今年度実習予定者) (��	番教室)
	日 (木) 
：��～ 大学院入学式 �西校舎ホール�

��：��～��：�� 履修案内等資料配布 (���番教室)
��：��～ 社会学研究科全体ガイダンス (��	番教室)

全体ガイダンス終了後,
専攻別ガイダンス

社会学専攻 (���番教室)
心理学専攻 (���番教室)
教育学専攻 (���番教室)

��：��～��：�� 教職課程ガイダンス (大学院生対象) (��	番教室)
��：��～�
：�� 教職課程ガイダンス (来年度実習予定者対象) (���番教室)

�日 (金) 春学期授業開始
��日 (木)��：��～��日 (土) ��：��まで ��
による履修申告期間
��日 (金) �：��～��：��まで 用紙による履修申告日
��日 (金)～��：��まで ��
による履修申告科目一覧提出締切日 (学事センター)
��日 (土) 開校記念日【休校】
��日 (木) 
：��～ 学事 ��
システム履修科目確認画面稼動開始
��日 (木) 在学料等納入期限 (全納または春学期分納)

�月上旬 (掲示を出します) 履修申告科目確認表送付 (本人宛)
上・中旬 健康診断

�日 (金) 以降 修士課程�年生修了見込証明書発行開始
博士課程�年生単位取得退学見込証明書発行開始

�日 (金)～��日 (火)�予定� 履修エラー修正期間 (期間は履修申告科目確認表に記載)
下旬 早慶野球戦

	月��日 (月)・��日 (金) 春学期補講日
��日 (土) 春学期授業終了
�
日 (火)～�	日 (水) 春学期末試験 (この期間の授業はありません)
��日 (木)～
月��日 (水) 夏季休業 (�月
日(火)～��日(月) 三田キャンパス一斉休業)

秋

学

期


月��日 (木)～��日 (土) 秋学期ガイダンス※社会学研究科のガイダンスはありません
��日 (月) 秋学期授業開始
�
日 (木) 
月学位授与式

��月��日 (月) 在学料等納入期限 (秋学期分納)
下旬 早慶野球戦

��月	日 (月)～��日 (月) 小泉信三記念大学院特別奨学金出願期間
��月��日 (金) �・�時限 秋学期補講日①
��月��日 (金) �時限～��日 (木) 三田祭 (準備, 本祭, 後片付けを含む)【休講】

��日 (金)～��月�日 (木) 修士学位請求論文題目届提出
博士学位請求論文研究計画書提出

��日 (水) 休学願提出期限
��月��日 (金)～�月�日 (木) 冬季休業 (��月��日(水)～�月�日(木) 三田キャンパス一斉休業)
�月�日 (金) 秋学期授業開始

��日 (火) 福澤先生誕生記念日【休校】
��日 (水) 秋学期月曜代替講義日
��日 (金) 秋学期補講日②
��日 (土) 秋学期授業終了
��日 (月)～�月�日 (土) 秋学期末試験 (この期間の授業はありません)
��日 (水)～��日 (火) 博士課程在学期間延長願・単位取得退学届提出
��日 (火)��：��～��：��,��：��～��：�� 修士学位論文提出

�月�日 (金) 福澤先生命日
上旬～�月下旬 春季休業
��日 (月) 修士論文面接

�月��日 (金) 修士課程修了者発表
中旬 学業成績表送付 (本人宛)
�
日 (火) �月学位授与式

注意事項
・土曜・日曜・祝日・義塾が定めた休日および大学事務の休業期間については, 学事センター窓口業務を執り行いません｡ 証明書
発行等も行わないので注意してください｡なお期日については,決定次第掲示によってお知らせしますので,掲示板をご覧ください｡
・諸般の事情により, 日程・教室等の変更が発生することがあります｡ 変更があった場合は, 学内掲示板にてお知らせします｡ 掲
示に注意しなかったために, 自身が不利益をこうむることがありますので, 必ず注意してください｡
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� � � � � �

Ⅰ 学 生 証 (身分証明書)

�. 学生証は, 諸君が慶應義塾大学大学院生であることを証明する身分証明書です｡ 同時に慶應義塾大

学学生健康保険互助組合員証, および本塾図書館入館票を兼ねています｡

�. 学生証は次のような場合に必要となるので登校の際常に携帯しなければなりません｡

� 本塾教職員の請求があった場合

� 各種証明書および学割証の交付を受ける場合

� 各種試験を受験する場合

� 通学定期券または学生割引乗車券を購入の際, およびそれを利用して乗車船し係員の請求があっ

た場合

�. 再交付手続

学生証を紛失したり, 汚損した場合は, 写真 (縦���, 横���カラー光沢仕上げ) �枚を添えて

学事センターで再交付を受けてください｡ 新しい学生証は原則, 当日発行いたします｡ ただし, 機械

のメンテナンス, 故障等により当日発行できないこともありますのでご了承ください｡

学生証の紛失, 裏面シールの紛失については, 手数料として�����円が必要です｡

�. 返 却

再交付を受けた後, 前の学生証が見つかった場合, 退学・修了などで離籍した場合はただちに学事

センターへ返却しなければなりません｡

Ⅱ 掲 示 板

�. 学生諸君への通達事項は, すべて大学院校舎�階の掲示板に掲示されます｡ 毎日機会あるごとに,

掲示板に注意してください｡ 掲示に注意しなかったために, 諸君自身が非常な不利益を被ることもあ

ります｡

なお, 他研究科・学部設置科目を履修した場合は, その科目を設置している研究科・学部の掲示板

に注意してください｡ 諸研究所, 各センター設置科目･講座等については, 共通掲示板に注意してく

ださい｡

�. 主な掲示事項

授業の休講・補講, 時間割の変更, 教室の変更等毎日の授業に直接関係ある緊急通達, 各試験の実

施要領, 学事日程, 呼出し等です｡ 休講・補講, 呼出しについては, インターネットに繋がるパソコ

ンまたは携帯電話 (	
���
のみ) により学事 �
�システム (������������	��������
	��������) に

おいても確認できます｡ また, 試験の実施要領, 各種発表・通達の一部については塾生ページ

(����������������	��
	��������) において確認できます｡

―�―
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Ⅲ 試験・レポート・成績

�. 試 験

随時授業時間内に行われます｡ 別途指示がある場合には掲示されることがありますので, 掲示板に

も留意してください｡

�. レポート

レポート提出は, 教室および研究室で直接教員に提出する場合と, 学事センターに提出する場合が

あります｡ 学事センター窓口への提出を指示された場合は, 学事センター指定のレポート提出用紙

(�枚複写) に必要事項を記入し, 添付してください (�枚とも)｡ レポート提出用紙は学事センター

窓口および西校舎�階学部掲示板前に備えてあります｡

�. 学位請求論文 (修士論文・博士論文)

各研究科により手続等が異なりますので, 履修要項を参照してください｡

�. 成績通知

修士課程・博士課程とも学業成績表は�月中旬に本人宛に発送します｡ (ただし, 成績証明書は次

年度より発行します｡)

Ⅳ 諸 届

下記事項はすべて学事センターで取り扱います｡

�. 休学願・退学届・就学届

本年度休学する場合は, ��月末日までに指導教授の許可を得たうえで休学願を学事センターに提出

してください｡ 病気を理由に休学する場合は, 医師の診断書を添付してください｡ 休学期間は当該年

度末 (�月��日) までとします｡ 休学が次の年度に及ぶ時は, 改めて許可を得なければなりません｡

休学および留学の期間が終了した場合は, 速やかに就学届を提出しなければなりません｡

なお, 病気を理由に休学をしていた場合には併せて医師の診断書を提出してください｡

退学予定者は, 退学届に学生証を添えて学事センター窓口に提出しなければなりません｡

�. 留 学

｢研究科委員会が教育上有益と認めたときは, 休学することなく外国の大学の大学院に留学するこ

とを許可することがある｡｣ (学則第���条)

詳しくは学事センター社会学研究科係に問い合せてください｡

�. 住所変更届 (本人・保証人), 保証人変更届, 改姓 (名) 届

各届とも学事センター所定の用紙に記入のうえ速やかに学事センターへ届け出てください｡ 学生証

の記載事項変更も同時に行ってください｡ 郵送および電話による届け出は受け付けません｡

必要書類

・住所変更届：在学カード

・保証人変更届：変更届, 在学カード, 誓約書 (本人・保証人押印), 保証人住民票

・改姓(名)届：改姓(名)届, 在学カード, 誓約書 (本人・保証人押印), 戸籍抄本, 学生証再交付願

また, 学生総合センター学生生活支援窓口に提出する ｢学生カード｣ に新住所等を記入しても,

正式な届とは見なされません｡ 必ず学事センターに所定の届を提出してください｡

―�―
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なお, 履修上の連絡, あるいはその他の重要な事柄の処理に際し, これらの変更届が出されない

場合は, 極めて重要な支障をきたすことがありますので, 十分に注意してください｡

Ⅴ 各種証明書

証明書の発行, 申し込み, 受け取りいずれの場合でも学生証が必要です｡

在学料等が未納の場合, すべての証明書が発行できません｡

�. 証明書自動発行機で即時発行する証明書 (和文)

� 稼動時間

学事センター事務室内発行機：学事センター事務取扱い時間内

南 校 舎 �階 設 置 発 行 機：�時～��時 [授業期間外の土曜日および休日・大学休業日は除く]

メンテナンス, 故障等により, 証明書発行機を停止することがあります｡ 使用する時期や枚数

に注意し, あらかじめ早めに準備してください｡

� 学割証は�人�年間��枚まで発行｡ 有効期限は発行日から�か月以内 (有効期間内でも学籍を

失った場合は無効)｡ 各種学生団体の課外活動に必要な学割証は学事センター窓口に申し出てく

ださい｡ なお, 定期健康診断を未受診の場合には, 学割証 (学校学生生徒旅客運賃割引証) の発

行はできません｡

� 各種証明書等で厳封を必要とする場合には, 学事センター窓口に申し出てください｡ (自動発

行機で発行した証明書は厳封できません｡)

� 健康診断証明書は�月以降, 定期診断受診者を対象に発行されます｡ なお, 奨学金申請等で�

月中旬以前に発行が必要な者は保健管理センター三田分室受付で相談してください｡

�. 学事センター窓口で即時発行する証明書 (英文)

―�―

証 明 書 発 行 開 始 日 金 額

� � � � � �月�日 ��時��分～

�通���円
� � � � � �月�日 ��時��分～

� 	 
 � � � � �月�日～

� � 
 � � � � �月�日～

�	
��������� �月�日～ �通���円

� � ���� � � � � � �月�日 ��時��分～ 無 料

� � � � � � � �月中旬～年度内 �通���円

����� !"#$%&'()*+

� � � 発 行 開 始 日 金 額

, - � � � � � �月�日 ��時��分～

�通���円, - � � � � � �月�日 ��時��分～

, - � 	 
 � � � � �月�日～

����� !"#$%&'()*+
�����.�/0123�4����56789:78:;)*+<2=2�>?@AB�CDEF(GH:278%I(
)*+JKLM����.�/01MGH:NO,-���2PQRS�TUV"WM<2XYZ[���56789:2
78&\]?I()*+
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�. 学事センター窓口で日数を要して発行する証明書

前記以外の証明書・文書等 (例：司法試験用単位取得証明書, 公認会計士用証明書, 英文履修科目

証明書, 他大学院受験等のための形式指定の調査書等) の発行に関しては, 余裕をもって学事センター

窓口で相談のうえ申請してください｡

なお交付には和文書類は申請後標準�日, 英文書類は申請後標準�週間日数を要します｡

Ⅵ 学事センターの窓口

�. 学事センター事務取り扱い時間

� 授業期間中は次のとおり取り扱います｡

月～金曜日……�時��分～��時��分

�
�
�

なお, 各学部・研究科に関する相談・問い合わせは, 次の時間帯でお願いします｡ �
�
��時��分～��時��分

� 休業期間中は次のとおり取り扱います｡

月～金曜日……�時��分～��時��分, ��時��分～��時��分

※土曜, 日曜, 祝日, 義塾が定めた休日および大学事務の休業期間は閉室となります｡

※事務取り扱い時間を変更する場合, および事務室の閉室については, 掲示等でお知らせします｡

�. 学事センター窓口業務

� 学籍・成績・履修に関すること

� 授業・試験・レポート等に関すること

	 時間割に関すること


 休講・補講に関すること

� 追加試験の申し込み (学部設置の科目)

� 休学願・国外留学申請・退学届・住所変更届・保証人変更届・改姓 (名) 届等


 学生証の発行

� 成績証明書・在学証明書等各種証明書の発行 (和文はおもに証明書自動発行機)

� 教室に関すること

� 通学証明書の発行

落し物は学生総合センター学生生活支援窓口が取り扱います｡

修了後および単位取得退学後の成績証明書等の申込・発行は, 塾員センター (北館�階) で行い

ます｡

Ⅶ 教員を訪ねる場合

授業のある日に研究室または教員室を訪ねてください｡

○専門科目担当 (三田) 専任教員 (教授・助教授・専任講師・助手) ……研究室 (三田新研究室棟)

○他地区専任教員および塾外からの出講者 (講師) ……教員室 (南校舎�階)

―�―
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Ⅷ 学生総合センター窓口

学生総合センターには, 主に課外活動・課外教養・奨学金および学生健康保険互助組合を担当する学

生生活支援窓口, 就職進路を行う就職・進路支援窓口があります｡ ここでは, 学生生活を送るうえで何

かと関係深い学生総合センターについて, 窓口業務を中心に紹介します｡

学生生活支援

○学生談話室�・�の使用申し込み受付

授業・ゼミ以外の会合のために学生談話室�・�を使用したい時は, 使用希望日の�日前まで

に申し込んでください｡ 休日の使用はできません｡

○山食・西校舎学生食堂ホール・北館学生食堂の使用申し込み受付

公認学生団体・教職員・��・研究会等が, 山食・西校舎学生食堂ホール・北館学生食堂をパー

ティー等で利用したい場合は, 学生生活支援窓口に使用申し込みをし, 予約してください｡ さらに,

予約後�週間以内に学内集会届を提出し, 許可を得る必要があります｡ 学内集会届の提出を怠った

場合, 予約は取り消されますので注意してください｡ なお, 日曜日・祝日は利用できません｡

○学外行事届の受付

公認学生団体や研究会で, 合宿, コンサート, パーティーなどの学外行事を行う場合には, その

�日前までに届け出てください (学生教育研究災害傷害保険の項参照)｡ なお, 団体割引, 減税証

明書等の必要があれば申し出てください｡ 合宿等で団体割引が必要な場合についても学生生活支援

窓口で受け付けています｡

○学内における掲示・配布

ポスターやチラシ・パンフレット等を学内で掲示・配布する場合は, 学生生活支援窓口に届け出

て, 場所等の指示を受けることが必要です｡

○備品使用申請の受付

公認学生団体で, ステッカー, ワイヤレスマイク, 塾旗, 水差, 椅子, 机等を借用したい場合は,

使用希望日の�日前までに申請してください｡

○車両入構申請の受付

塾生の車両入構は認められていませんが, やむを得ず車両入構の必要がある場合は, 入構希望日

の�日前までに申請してください｡

○学生ラウンジの使用

南校舎�階の学生ラウンジは, 個人での利用ができます｡ 開室時間は�：��～��：		です｡ 室

内での飲食はできません｡

○伝言板および ｢
��
��｣ の利用

学生ラウンジ横の黒板および, 第一校舎南西角の伝言板 ｢
��
��｣ は, 塾生間の連絡用とし

て自由に利用してください｡ ��用紙�枚のみ掲示可能ですが, 必ず伝言者の研究科・学年・氏名・

連絡先を明記してください｡

○そ の 他

学生総合センター ｢大学生活懇談会｣ では見学会, 講演会, 討論会, 映画会等の催物を随時行っ

ていますので, 積極的に参加してください｡ また, 学生生活支援窓口には, 財団法人大学セミナー

―�―
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ハウス, 展覧会の招待券・割引券等も置いてあります｡

遺失物は学生生活支援窓口で取り扱っています｡

〇奨学金

学生生活支援窓口において, 概ね�月初旬から奨学金案内を配布し, 出願受付を行います｡

●慶應義塾大学奨学金 [給費]

�月下旬に出願受付を行います｡ 募集日程は西校舎ロビー学生総合センター掲示板に掲示しま

す｡

●慶應義塾大学特別奨学金 [給費]

家計支持者の死亡・失職等により家計状況が急変し, 経済的に学業の継続が困難になった者を

援助することを目的とします｡ 募集日程は西校舎�階中央ホール学生総合センター掲示板に掲示

します｡

●日本学生支援機構奨学金 [貸費]

�月中旬に出願受付を行います｡ 第一種 (無利子) と����年度から設置された, 第二種 (きぼ

う��プラン) (有利子) があります｡ その他に家計急変者を対象とした緊急採用 (第一種)・応急

採用 (第二種) があります｡

●地方公共団体, 社・財団法人等の各種奨学金

募集は主に�・�月に行います｡ 募集日程はその都度, 西校舎�階中央ホール学生総合センター

掲示板に掲示します｡

●指定寄附奨学金 [給費]

募集は主に�月に行います｡ 募集日程はその都度, 西校舎�階中央ホール学生総合センター掲

示板に掲示します｡

〇奨学融資制度 (奨学金付き学費ローン)

学生諸君の学費の調達の手助けになるよう配慮した制度で, 学生本人に金融機関が低金利で学費

を直接貸し出しする方式です｡ 在学生であれば, 誰でも応募することが可能です｡ 在学中の借り入

れに伴う利子は, 規程に従い, 慶應義塾が奨学金として給付します｡

入学年度等により, 適用制度が異なりますので, 詳細は学生生活支援窓口までお問い合わせくだ

さい｡

〇学生健康保険互助組合

保険証を提示し, 病院や診療所で受診した場合, 健康保険が適用された自己負担分について, 学

生健保から医療費給付が受けられます｡ 給付を受けるための手続きは, 医療機関によって異なりま

すので, 以下に従って手続きしてください｡ なお, 給付方法は銀行振込となりますので, 口座登録

が必要です｡

� 慶應病院で受診した場合

病院で診察を受ける際, 保険証と学生証を提示してください｡ また ｢医療給付金振込口座届｣

を学生生活支援窓口へ提出し, 振込口座を登録してください｡ 通院は受診月の翌月��日に, 入院

は翌々月��日に, 給付金が振り込まれます｡

� 一般病院で受診した場合

学生生活支援窓口に置いてある ｢医療費領収証明書｣ に, 病院で�か月ごとの診療内容を記入

―�―
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してもらい, 塾生記入欄を各自記入して, 学生生活支援窓口へ提出してください｡ ただし, ｢学

生氏名｣ ｢保険点数または保険適用金額｣ ｢負担割合｣ の�点が明示された領収証が発行されてい

る場合は領収証の添付でかまいませんが, 必ず ｢医療費領収証明書｣ に保険者番号, 傷病名等を

記入して提出してください｡ 受診月を含め, �か月以内に提出されない場合は無効となります｡

振込日は証明書を提出した月の翌月��日です｡

組合ではこのほか, 契約旅館に対する宿泊費補助や, 海の家, スキーハウスの開設などを行って

います｡ さらに, 日吉塾生会館内にトレーニングルームも設置しています｡ 詳しくは, 入学時に配

付した ｢健保の手引き｣ (学生総合センターにも置いてあります) をご参照ください｡

就職・進路支援

就職担当は, 就職活動に関するさまざまな情報を収集して提供しています｡ 企業からの求人票・説

明会案内をはじめ, 会社案内, ��・��情報などを, 南校舎地下�階の就職担当事務室, �階の就

職資料室にて, 自由な利用に供しています｡ 就職担当のホームページには求人企業一覧やさまざまな

説明会案内などを掲載しています｡

また就職活動支援の一環として, ��月から�月にかけて多様な専門家等による講演会, 就職ガイダ

ンス, 公務員志望者のための説明会, ��・��や内定者によるディスカッションなどを開催してい

ます｡ こうした催しはビデオテープに収録し, 後日貸し出しも行っています｡

就職担当は就職活動の進め方を解説した 『就職ガイドブック』 を作成し, �年生全員に配布してい

ます｡ また皆さんが就職活動をするなかでわからないこと, 困ったことがあった場合など, いつでも

個別相談に応じています｡

就職担当を, 皆さんの進路決定や就職活動におおいに利用してください｡

学生相談室 (西校舎地下�階)

学生相談室は, 学生生活の中で当面するさまざまな問題や悩みについての個別の相談に応じていま

す｡ それと共に, 小集団の中で自己をみることで自己成長を促す ｢サイコドラマ｣ や ｢エンカウンター・

グループ｣ の行事も行っています (このスケジュールは相談室に問い合わせてください｡)

相談内容に関しては, それがいかなる種類のものであっても, 個人の秘密を厳守しますし, すべて

は来談者とカウンセラーの間のこととして扱われますので, 気軽に相談に来てください｡

学生総合センター窓口取扱時間

―学生生活支援, 就職・進路支援―

月～金曜日……	時��分～�
時 ※都合により閉室することがあります｡

土曜日…………閉室

―学生相談室―

月～金曜日……�時��分～��時��分

土 曜…………閉室

昼休み…………��時��分～��時��分

学生教育研究災害傷害保険について

皆さんの教育研究活動中の不慮の災害事故補償のために, 大学で保険料の全額を負担し, 日本国際

教育支援協会の ｢学生教育研究災害傷害保険｣ に加入しています｡ この保険の適用を受ける ｢教育研

究活動中｣ とは次の場合をいいます｡

―	―
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① 正課を受けている間

講義, 実験・実習, 演習または実技による授業 (総称して以下 ｢授業｣ といいます) を受けてい

る間をいい, 次に掲げる間を含みます｡

イ. 指導教員の指示に基づき, 卒業論文研究または学位論文研究に従事している間｡

ただし, もっぱら被保険者の私的生活にかかわる場所において, これらに従事している間を除

きます｡

ロ. 指導教員の指示に基づき, 授業の準備もしくは後片付けを行っている間, または授業を行う場

所, 大学の図書館・資料室もしくは語学学習施設において研究活動を行っている間｡

② 学校行事に参加している間

大学の主催する入学式, オリエンテーション, 卒業式などの教育活動の一環としての各種学校行

事に参加している間｡

③ ①②以外で学校施設内にいる間

大学が教育活動のために所有, 使用または管理している施設内にいる間｡ ただし, 寄宿舎にいる

間, 大学が禁じた時間もしくは場所にいる間, 大学が禁じた行為を行っている間を除きます｡

④ 学校施設外で大学に届け出た課外活動を行っている間

大学の規則に則った所定の手続きにより, 大学の認めた学内学生団体の管理下で行う文化活動ま

たは体育活動を行っている間｡ ただし山岳登はんやハングライダーなどの危険なスポーツを行って

いる間を除きます｡

保険金は本人 (被保険者) の申請に基づき支払われますので, 上記活動中に万一事故にあった場

合は, 学生生活支援窓口で相談のうえ, 所定の手続きを行ってください｡ また, 本保険の適用が円

滑に行われるため, ゼミ合宿を学外で行う場合, および学内学生団体が学外で活動する場合は, そ

の都度 ｢学外行事届｣ を提出してください｡

その他この保険に関する詳細については, 直接学生生活支援窓口で尋ねてください｡

任意加入の補償制度について

任意加入の補償制度としては, 保険と共済の�つがあり, 加入希望の場合は直接それぞれに申し込

むかたちになっています｡

｢学生総合補償｣ 保険は, ㈱慶應学術事業会 (慶應義塾関連会社) に, ｢学生総合共済｣ 保険は慶

應生活協同組合に, 資料請求してください｡

連絡先 ㈱慶應学術事業会 ����������	��
���

慶應生活協同組合 �������	�	
������

学生カード・大学に対する要望カードの提出について (学生カードの提出によって住所変更の届けとす

ることはできません｡)

次に従って提出してください｡


. 提出学年

全学年

�. 提出方法

提出日：�月末日まで

提出先：学生総合センター学生生活支援窓口

―�―
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�. 記入上の注意

学生カードは諸君の在学中に活用する資料ですので必ず提出してください (やむをえず提出日に

提出できなかった場合でも, 後日必ず学生生活支援窓口に提出してください｡)

Ⅸ 定期健康診断について

定期健康診断は, 学校保健法に基づいて全学年を対象に年�回実施しています｡

慶應義塾大学学則第���条にも ｢学生は毎年健康診断を受けなければならない｣ と定められています

ので, 必ず受診してください｡

未受診の場合には, ｢体育実技｣ の履修および健康診断証明書・学割証 (学校学生生徒旅客運賃割引

証) の発行はできません｡

Ⅹ 緊急時における授業の取り扱いについて

交通機関ストライキ, 台風・大雨・大雪・地震などの各種自然災害により鉄道等交通機関の運行が停

止した場合や, 政府や気象庁から ｢東海地震注意情報｣ が発せられた場合などの授業の取り扱いは次の

とおりとします｡

�. 鉄道等交通機関運行停止時の授業の取り扱い

�対象事由�

�. 交通機関のストライキ

�. 台風・大雨・大雪・地震などの各種自然災害によるもの

�対象路線�

・山手線 ・中央線 (東京―高尾間) ・京浜東北線 (大宮―大船間) ・東急 (電車に限る)

のいずれか�路線の全区間または一部区間において運行停止となった場合は下記の通りとします｡

�時間・対応策�

�. 午前�時��分までに運行を再開した場合は, 平常どおり授業を行います｡

�. 午前�時までに運行を再開した場合は, 第�時限から授業を行います｡

�. 午前��時��分までに運行を再開した場合は, 第�時限から授業を行います｡

	. 正午までに運行を再開した場合は, 第	時限から授業を行います｡


. 正午を過ぎても運行が再開されない場合は, 当日の授業を休講とします｡

�その他�

授業開始後に運行停止となるような場合は, 状況により授業の短縮や早退など別途措置を講じま

す｡ 掲示や構内放送, 下記のホームページによる大学からの指示に従ってください｡

���
�����������������������
�����������

※交通機関の運行状況に係わらず, 大規模な災害や事故等が発生した場合の授業の取り扱いについ

ては, 状況によりその都度指示することとします｡

―��―
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�. 政府や気象庁から ｢東海地震注意情報｣ が発せられた場合の授業の取り扱い

首都圏・東海地方を中心とする大規模な地震発生が予想され, 政府や気象庁から ｢東海地震注意情

報｣ が発せられた場合の授業の取り扱いは下記のとおりとします｡

[�] ｢東海地震注意情報｣ が発せられた場合, ただちに全学休校とします｡

[�] 地震が発生することなく ｢東海地震注意情報｣ が解除されたときの対応は, 交通機関運行停止

時の場合に準じます｡

� 早慶野球戦が行われる場合の授業について

授業は�時限のみとし, �時限以降は応援のため休講とします｡

(�回戦以降もこれに準じます)｡

雨天等により試合が中止になる時は, 神宮球場の判断によります｡

神宮テレフォンサービス ��� ����������

―��―
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� � � � � �

Ⅰ 学 則

社会学研究科は, 平成��年度 (����年度) より 課程修了にいたるまでの要件, 科目名の一部 (教育

学専攻) 変更に伴う学則改正を行いました｡

この新学則 (『��学則』) は, 修士・博士課程ともに平成��年度 (����年度) �月入学者より適用にな

りますので, それ以前の学生については, 従来の学則 (『��学則』) が適用となります｡

修士課程については平成��年度 (����年度), 博士課程については平成��年度 (����年度) をもって

旧学則を停止し, 新学則 (『��学則』) へ移行する予定です｡

履修申告の際は, 本書を熟読し, 各自指導教授と相談の上で承認印を受け, 履修申告を行ってくだ

さい｡

Ⅱ 履修方法

修士課程, 博士課程共に初年度において課程修了に必要な単位を取得済みであっても, 最低�科目は

申告の上, 指導教授印を受けてください｡

なお, 指導教授は入試時の希望をもとに研究科委員会で決定します｡ また博士課程では, これとあわ

せて副指導教授を決定します｡ 修士課程でも指導教授が必要と認めた場合には, 研究科委員会の承認の

うえで副指導教授をおくことができます｡ なお, 指導教授は本研究科委員, 副指導教授は原則として本

研究科の授業を担当する本塾専任教員があたります｡

本研究科の学習指導は, 社会学専攻：藤田弘夫, 心理学専攻：増田直衛, 教育学専攻：大村彰道の各

委員です｡

履修の方法について不明な点がある場合には, 指導教授, 学習指導担当教員または学事センター社会

学研究科係に問い合わせてください｡

特に修士課程 (前期博士課程) 修了後, 後期博士課程に進学する場合は, 専攻に必要な授業科目を履

修していることが受験の条件になりますから注意してください｡

Ⅲ 履修申告方法について

�. 履修申告は 	
�もしくは履修申告用紙 (マークシート用紙)を用い, 申告日時を厳守してください｡

	
�：�月��日 (木) ��時 ～ ��日 (土) ��時 (
��������������������
���������)

用紙：�月��日 (金) �時��分～��時��分 (修・博同日, 提出場所：学事センター)

�. 諸般の事情により, 日程・教室等の変更が発生することがあります｡ 提出日直前に掲示を確認して

から記入してください｡

―��―
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�. 履修申告用紙の提出後に申告内容の変更は認めませんので, 記入漏れや記入間違いなどがないよう

に十分注意してください｡

�. 履修申告をしていない科目を受講もしくは受験をしても単位や成績は取得できません｡

�. 提出にあたっては指導教授の承認印が必要です｡

�. 提出後学事センターから履修申告科目確認表を送付します｡ 必ず申告内容を確認してください｡ こ

の確認のため, ���履修申告システムによる登録後, 登録科目一覧画面を印刷, あるいは履修申告

用紙をコピーし控えとして保管してください｡

�. 確認期間は送付後約	週間です｡ この期間経過後は, 確認を終了したものと見做します｡

Ⅳ 履修申告にあたっての注意事項

�. 学事 ���システムによる方法

詳細は ｢学事 ���システムの利用方法｣ を参照してください｡

�. 履修申告用紙による方法

� この用紙は絶対に折り曲げないでください｡

� マークは黒鉛筆を使用してください｡

� マークの訂正および変更等は, 無効マークを使用して無効にした上で別の欄に正しい科目を記入

してください｡ ボールペン, サインペン, 万年筆は絶対に使用しないでください｡

� 研究科名, 専攻, 学年, 氏名, 学籍番号ならびに提出日を記入してください｡

� 修士・博士課程の別を丸で囲んでください｡

� 学科・クラス欄は記入する必要はありません｡

� 学籍番号は誤りのないよう
桁すべて記入し, 該当する数字をマークしてください｡ 間違えて記

入すると履修申告すべてが無効となります｡

� 教育学専攻の学生は, 適用学則に十分注意して履修申告を行ってください｡ (適用学則によって

登録番号が異なります)

�. �欄・�欄について

履修申告欄は��欄によって構成されています｡ どちらの欄に記入するかは下記のとおりです｡

【�欄】

社会学研究科の時間割に記載されている科目を履修する場合はこの欄に記入してください｡ 科目名,

担当者名および登録番号を記入し, マークしてください (同一科目の重複履修可)｡

修士課程在籍者は, 博士課程設置の科目を申告することはできません｡

【�欄】

他研究科・学部・研究所の科目を履修する場合はこの欄に記入してください｡ 科目名, 担当者名,

登録番号および�欄分野番号を記入し, マークしてください｡

なお, 博士課程在籍者が修士課程設置の科目を履修する場合は, 認定科目として指導教授の承認が

必要になります｡

―	�―
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【��学則】

【��学則】

認定科目

他研究科の設置科目を課程修了に必要な単位とする場合は, 上記�欄分野表の�欄分野番号を記

入してください｡ その場合, 認定科目種類を間違えないよう十分注意してください｡

なお, その科目に対する指導教授の承認印が必要です｡ 承認印は申告の科目名欄に押してもらって

ください｡ 用紙による申告の場合, マーク欄に承認印がかからないように注意してください｡ マーク

欄にかかるとその申告は読み取りが不可能となります｡

他大学交流科目

早稲田大学大学院文学研究科・早稲田大学大学院教育研究科の設置科目を履修する場合は (修士課

程のみ), 他大学大学院設置科目履修申告用紙に記入してください｡

許可された科目の履修申告は不要です｡

自由科目

上記以外の科目 (学部・研究所等) は自由科目となります｡ (�欄分野番号��)

�. 指導教授の承認印について

履修申告用紙の指導教授印欄に指導教授の承認印が必要です｡ ���による履修申告をした場合,

画面を印刷し, その用紙の所定欄に承認印を受けたものを期日までに提出してください｡ 承認印のな

いものは受けつけません｡

―��―

修 士 課 程 博 士 課 程

種 類 分野番号 �欄分野番号 種 類 分野番号 �欄分野番号

認定科目 ������ �� 認定科目 ������ ��

認定科目 (演習)※ �����	 �	 認定科目 (演習)※ �����	 �	

他大学交流科目 ���
＊ ―

自 由 科 目 ������ �� 自 由 科 目 ������ ��

��������	
��
��������

修 士 課 程 博 士 課 程

種 類 分野番号 �欄分野番号 種 類 分野番号 �欄分野番号

認定科目 (講義) ������ �� 認定科目 (講義) ������ ��

認定科目 (実習) �����
 �	 認定科目 (実習) �����
 �	

認定科目 (演習) ������ �� 認定科目 (演習) ������ ��

認定科目 (実験) ������ �� 認定科目 (実験) ������ ��

他大学交流科目 ���
＊ ―

自 由 科 目 ������ �� 自 由 科 目 ������ ��

�������������	
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Ⅴ 学事 ���システムマニュアル

学内のパソコンからは無論のこと, 自宅や海外からでもインターネットに繋がるパソコンがあれば,

学事 ���システム (以下 ���システム) を利用して履修申告をすることができます｡

���システムを利用するための�� (学籍番号) とパスワードは, 入学時に学生証と一緒に配布さ

れます｡ このパスワードは途中変更は可能ですが, 卒業するまでの間, 使用することになります｡ 全て

個人管理になるので忘れないように十分注意してください｡

���システムには以下の�つの機能があります｡

・履修申告

・登録済科目確認

・休講補講情報

・パスワード変更

・メールアドレス変更

���システムを利用すれば, 履修申告期間中に履修登録の修正を何度もすることが可能です｡ また,

履修申告期間終了後は, ある一定の期間で自分の登録した科目を ���上で確認することができます｡

さらに, 全キャンパスの休講補講情報を, パソコンや携帯電話 (	
��
�のみ) を使って確認すること

ができます｡

� 履修申告

���システムを利用しての履修申告日程と���システムの���は以下の通りです｡

―��―

…注 意…

・学事 ���システムは, �月�日 (金) から休講情報の確認ができます｡ 必ず�月�日 (木) ま

でにログインできることを確認してください｡

・もし学事 ���システムのパスワードを忘れてしまった場合には, �月�日 (木) ��：��までに

学事センターでパスワード変更申請の手続きを行ってください｡ (����年度以前に入学した在学

生の初期パスワードは, 変更していない場合, ����年�月に送付した学業成績表に印字されてい

ます｡)

・学内のパソコンを利用するための�	�
���パスワードを忘れてしまった場合には, 三田インフォ

メーションテクノロジーセンター (三田 ���：大学院棟地階) で変更申請の手続きを行ってく

ださい｡

・学事 ���システムのユーザー名とパスワードは, 三田 ���発行の �	�
���アカウントのユー

ザー名とパスワードとは異なりますので注意してください｡

学事 ���システムのユーザー名：学籍番号 �	�
���アカウントのユーザー名：��������

日程：�月��日 (木) ��時 ～ ��日 (土) ��時まで

学事 ���システムの 	
�：�

���������������
������������

※学事 ���システムは, 保守のため午前�時から�時間程度利用できません｡

�������������	
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① 学事 ���システムトップページ
上記 ���にアクセスし [ブラウザー用] をクリックしてください｡ 履修申告は ｢��������	
��
���｣ や

｢��������｣ などの標準ブラウザーを使用してください｡ ���
��からは操作できません｡
② 学事 ���システムブラウザー用トップページ
学事 ���システムの操作方法 (特にログインできない場合などの解説) や, よくある質問についての回答
などは, このページに用意されています｡ [ログイン画面へ] ボタンをクリックしてください｡
③ ログイン
｢�� (学籍番号)｣ と, 事前に通知したパスワードを入力し, [ログイン] ボタンをクリックしてください｡
画面がうまく表示されない場合は, 前述②の画面の ｢ログインできない時は｣ のリンク先で, ブラウザーの
設定方法等を確認してください｡
※この画面以降ブラウザーの ｢進む｣ ｢戻る｣ ボタンは使用しないでください｡
※複数のブラウザーを起動して同時にログインしないでください｡

④ トップメニュー画面
｢メールアドレス登録・変更｣ で, 必ず履修申告前に登録されているメールアドレスを確認してください｡
履修登録後に自動送信される受付確認メールの宛先となります｡ 必要に応じ, メールアドレスを登録・変更し
てください｡ 変更する場合には, 新たに登録するメールアドレスを�箇所入力 (再入力欄にも同じものを入力)
し, [登録] ボタンをクリックしてください｡ メールアドレスの登録間違いにより, 受付確認メールが届かな
いケースが多発しています｡
学事 ���システムには大学配付のメールアドレス (�������������������
������等) を登録し, 個人所有の
メールアドレスに送りたい場合は転送設定を利用してください｡
※メールアドレスのユーザー名 (例： ｢�������������������
������｣ の �������の部分) は変更できません｡
またユーザー名 (例： ｢�������������������
������｣ の �������の部分のみ) 登録しても届きません｡ すべ
て入力してください｡

⑤ 履修申告メイン画面
[履修申告] ボタンをクリック後, [���による履修申告上の注意] をクリックし, 必ず注意文を熟読して
ください｡ その後, [履修申告メイン画面へ進む] ボタンをクリックしてください｡
⑥ 科目の選択

�と�の�通りの方法で科目の選択ができます｡

� 時間割から科目を選択する場合
履修申告メイン画面で, [時間割から選択] ボタンの右側のドロップダウンリストから設置学部・学科・
学年を選択してから, [時間割から選択] ボタンをクリックしてください｡ (初期設定では, 所属する学部・
学科および学年が自動的に指定されています｡)
科目選択画面 (時間割選択) が表示されますので, 曜日時限毎に科目および分野をドロップダウンリスト
から選択し, 最後に�選択を終了�を押してください｡

� 登録番号から科目を選択する場合
[登録番号で選択] ボタンをクリックしてください｡ 科目選択画面 (登録番号) が表示されますので, 時
間割表に記載されている�桁の登録番号を入力してください｡ [科目名を確認] ボタンを押し, �科目情報�

欄に表示される科目名, 曜日時限などの情報を確認したうえで, 最後に [選択を終了] を押してください｡
※��いずれの方法も, 分野 (�・�欄) の選択はマークシート用紙による記入と同様です｡
※��の手順は, 連続して行うことができます｡
※｢すでに登録されています｣ と表示される ｢研究会｣ については過年度分です｡ 新学年分の研究会は新
たに登録しなければなりません｡
※同一の曜日時限に春学期と秋学期の科目を一度に選択することはできません｡ その場合, 一度 [選択を
終了] を押し, 再度時間割または登録番号から科目を選択してください｡

⑦ 選択した科目の確認
⑥で選択した科目が, 一覧表示されますので確認してください｡ ただし, [登録] ボタンを押すまで有効に
なりません｡ (各科目の右端の �状態�欄に ｢未登録｣ と表示されています｡)

⑧ 選択した科目を取り消す場合
⑦の画面から, 取り消したい科目の登録 �
�の左側にチェックをつけ, [選択の取消] ボタンをクリック
してください｡ その後, 一覧表から削除されたことを確認してください｡ ただし, [登録] ボタンを押さなけ
れば完全に削除されません｡

―� ―
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⑨ 選択した科目の登録
選択されている科目を確認したら, 画面一番下の [登録] ボタンを押してください｡
⑥ (選択) および⑧ (取消) で行った内容はこの [登録] ボタンを押すまで有効になりません｡

⑩ 登録結果表示の確認
[登録] ボタンを押すと, 選択した科目について, 曜日時限の重複や不足科目等のエラーチェックが行われ,
その結果が表示されます｡ 各科目の ｢エラー｣ の欄にメッセージが表示されていないか確認してください｡
(エラーメッセージの詳細については, ⑥の ｢履修申告メイン画面｣ の �����の右側にある [エラーの詳細
説明] をクリックし, 参照してください｡)
次に, 各科目の右端の ｢状態｣ 欄が ｢登録済｣ と表示されていることを確認してください｡ エラーがある場
合は, ｢状態｣ 欄が ｢保留中｣ と表示されています｡ ｢保留中｣ と表示されている科目は履修申告期間終了後に
登録が取り消されます｡ この画面を控としてプリントアウトしておくことをお勧めします｡
登録内容を変更したい場合は, [履修申告画面へ戻る] ボタンをクリックし, ⑥からの手続きを再び行って
ください｡ 登録内容がこれで良ければ, [履修申告を終了する] ボタンを押してください｡
※ここで ���ブラウザーを終了しないでください｡ (ブラウザーの右上の×印をクリックして閉じないでく
ださい｡)

⑪ 受付確認メール
[登録] ボタンを押した後, 正常にログアウトする際, ④で登録されているメールアドレスに受付確認メー
ルが自動送信されます｡
④でメールアドレスの登録を行っていない場合は, 今回の受付確認メールのみの一時的な送信先を指定で
きる画面が表示されますので, メールアドレスを入力し [指定する] ボタンを押してください｡ 受付確認メー
ルの送信先が表示され, そのアドレス宛に送信されます｡
メールアドレスの間違いにより受付確認メールが届かないことがあります｡ 入力する際は注意してください｡
(この場合, メールアドレスは登録されません｡)
今回のみの一時的な指定を行わず④で登録を行っているメールアドレスに送信する場合は, [指定しない]
ボタンを押してください｡ なお, 	
��
��(�	
��
����
�) のアドレスを指定した場合, 受付確認メールが
文字化けすることがあります｡ また, 携帯電話のメールアドレスを指定すると正しく送信されない場合があり
ます｡
⑫ ログアウト
[ログアウト] ボタンをクリックして, ログアウトしてください｡

� 登録済科目の確認

履修申告で正しく登録された科目は, 以後ある一定の期間で学事 ���システムを利用して再度確認すること
ができます｡ 確認できる日程や詳細などは塾生ページ (	�����������
��������
�
�����) に掲載します｡ ただ
し, �月上旬に本人宛送付する ｢履修申告科目確認表｣ で必ず最終確認を行ってください｡
前述�の④ (トップメニュー画面) までは, 同様の操作です｡ 画面上の [登録済科目確認] ボタンを押して,
履修申告科目を確認してください｡

� 休講・補講情報の確認

学事 ���システムから, 全キャンパスの休講・補講情報を確認することができます｡ またこのサービスは,
���
��対応の携帯電話からも同様に見ることができます｡
ただし, 公式の情報は科目設置の各キャンパスの掲示板とします｡ 休講・補講情報は変更することがあります
ので, 必ず直前に掲示板を確認するようにしてください｡
代替講義日の休講は, 通常講義と異なり学事 ���システムの休講情報では対応していませんので, 塾生ペー
ジ (	�����������
��������
�
�����) および各キャンパスの学部掲示板で確認してください｡

[ブラウザー編]
① �の①から③までを参照して, 学事 ���システムにログインしてください｡
② �の④の画面 (トップメニュー画面) から [休講補講情報] ボタンをクリックしてください｡
③ 自分の履修科目, あるいは他キャンパス設置の科目など, 検索するキャンパスの対象を選択してください｡
また, 検索期間の選択も同様に行ってください｡ 選択が終了したら, [休講・補講情報を検索する] ボタン
をクリックしてください｡
④ 休講・補講情報を確認してください｡ 科目名のヘッドに【取消】が入っているのは, 休講が取り消された

―��―
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(したがって通常通り実施する) 科目となりますので注意してください｡ 確認後は [ログアウト] ボタンを
クリックして, ログアウトしてください｡

[ ������編]
① 学事 ���システムの 	
� (�

���������������
������������) を携帯電話の ������画面から入力し,
前述�の①の画面上で [������用] を選択してください｡ 以後, ���休講補講情報を繰り返して利用す
る場合には, 上記の学事 ���システムの 	
�を ������のブックマーク等に登録しておくと便利です｡

② [サーバー�] もしくは [サーバー�] のどちらかを選択してください｡ 選択は任意です｡
③ ｢学籍番号｣ と�で説明のあった ｢学事 ���システムパスワード｣ を入力し, [ログイン] ボタンを押
してください｡
④ この画面から [休講情報] [補講情報] ボタンを押してください｡
※パスワードの変更もこの画面からできますが, ここでは説明を省きます｡ 後述の�を参照してください｡
⑤ 自分の履修科目の休講・補講情報, あるいは他キャンパス設置の科目など, 検索するキャンパスの対象を
選択してください｡ 検索期間は検索日から�週間後までの情報が表示されます｡ 休講・補講情報の確認が終
了したら, [検索画面へ戻る] ボタンを押してください｡

� パスワードの変更

初期パスワードは紙面に印刷されているため, セキュリティ上パスワードを変更することを推奨しています｡
以下の操作で行ってください｡
① 前述�の④の画面 (トップメニュー画面) から, [パスワード変更] ボタンをクリックしてください｡
② ｢現在のパスワード｣ を入力し, ｢新パスワード｣ を�箇所入力後 (再入力欄にも同じものを入力する), [パ
スワード変更] ボタンをクリックしてください｡

�注意�

パスワードは英数字半角で入力してください (大文字／小文字を区別します)｡ 生年月日や学籍番号など,
予想できそうなパスワードは設定しないでください｡ また変更したパスワードは, 必ず忘れないようにしてく
ださい｡ 特に, 学内のパソコンを利用するための �������アカウントのパスワードと混同しないよう注意
してください｡

―��―
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(����年度�月入学以降)

Ⅰ 開講科目と履修単位数
社会学研究科に設置される科目と単位数は次の通りです｡

�. 修士課程 (前期博士課程) 設置科目

社会学専攻

心理学専攻

―��―

科 学 方 法 論 �

社 会 調 査 特 論 �

社 会 学 史 特 論 �

社 会 学 理 論 特 論 �

社 会 学 特 論 �

社 会 学 講 義 �

社 会 史 特 論 �

文 化 人 類 学 学 説 特 論 �

文 化 人 類 学 特 論 �

民 俗 学 特 論 �

歴 史 民 俗 学 特 論 �

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 �

マス・コミュニケーション特論 �

行 動 科 学 特 論 �

社 会 心 理 学 特 論 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 論 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 実 習 �

研 究 方 法 論 �

社 会 学 史 演 習 �

社 会 学 理 論 演 習 �

社 会 学 演 習 �

社 会 史 演 習 �

文 化 人 類 学 学 説 演 習 �

文 化 人 類 学 演 習 �

民 俗 学 演 習 �

歴 史 民 俗 学 演 習 �

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 演 習 �

マス・コミュニケーション演習 �

行 動 科 学 演 習 �

社 会 心 理 学 演 習 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 演 習 �

基 礎 心 理 学 特 論 Ⅰ �

基 礎 心 理 学 特 論 �

実 験 心 理 学 特 論 Ⅰ �

実 験 心 理 学 特 論 �

比 較 心 理 学 特 論 Ⅰ �

比 較 心 理 学 特 論 �

計 量 行 動 学 特 論 Ⅰ �

計 量 行 動 学 特 論 �

基 礎 行 動 学 特 論 Ⅰ �

基 礎 行 動 学 特 論 �

神 経 科 学 特 論 Ⅰ �

神 経 科 学 特 論 �

精 神 医 学 特 論 �

精 神 病 理 学 特 論 �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅲ �

精 神 動 作 研 究 �

心 理 学 特 殊 実 験 �

知 覚 心 理 学 演 習 �

発 達 心 理 学 演 習 �

行 動 分 析 学 演 習 �

���
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教育学専攻

�. 博士課程 (後期博士課程) 設置科目

社会学専攻

心理学専攻

―��―

認 知 心 理 学 演 習 �

生 物 心 理 学 演 習 �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅲ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅲ �

行 動 修 正 実 習 Ⅰ �

行 動 修 正 実 習 Ⅱ �

行 動 修 正 実 習 Ⅲ �

教 育 学 演 習 �

教 育 哲 学 演 習 �

教 育 哲 学 特 論 �

教 育 学 史 特 論 �

教 育 史 演 習 �

教 育 史 特 論 Ⅰ �

教 育 史 特 論 Ⅱ �

比 較 教 育 学 演 習 �

比 較 教 育 学 特 論 Ⅰ �

比 較 教 育 学 特 論 Ⅱ �

教 育 心 理 学 演 習 �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅰ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅲ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅳ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅴ �

教 育 心 理 学 実 習 �

教 育 学 特 講 �

社 会 学 特 殊 研 究 �

社 会 学 特 殊 講 義 �

文 化 人 類 学 特 殊 研 究 �

歴 史 民 俗 学 特 殊 研 究 �

コミュニケーション特殊研究 �

社 会 学 特 殊 演 習 �

文 化 人 類 学 特 殊 演 習 �

歴 史 民 俗 学 特 殊 演 習 �

コミュニケーション特殊演習 �

行 動 科 学 特 殊 研 究 �

社 会 心 理 学 特 殊 研 究 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 研 究 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 実 習 �

行 動 科 学 特 殊 演 習 �

社 会 心 理 学 特 殊 演 習 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 演 習 �

基 礎 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

基 礎 心 理 学 特 殊 研 究 �

実 験 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

実 験 心 理 学 特 殊 研 究 �

比 較 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

比 較 心 理 学 特 殊 研 究 �

計 量 行 動 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

計 量 行 動 学 特 殊 研 究 �

基 礎 行 動 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

基 礎 行 動 学 特 殊 研 究 �

神 経 科 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

神 経 科 学 特 殊 研 究 �

精 神 医 学 特 殊 研 究 �

精 神 動 作 特 殊 研 究 �

精 神 病 理 学 特 殊 研 究 �

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅲ �

知 覚 心 理 学 特 殊 演 習 �

発 達 心 理 学 特 殊 演 習 �

�������������	
����
��
������������������



教育学専攻

(注) 上記以外の科目についての履修は成績表に記載されますが, 課程修了に必要な単位としてはあ

つかわれません｡ (ただし, 認定科目・他大学交流科目は別扱いとなります｡)

Ⅱ 課程修了にいたるまでの要件

�. 修士課程 (前期博士課程)

社会学研究科修士課程に�年以上在学し, Ⅰ―�にあげた授業科目のうち��単位以上 (そのうち少

なくとも��単位は所属専攻の授業科目でなければならない) を修得し, 研究上必要な指導を受け, 修

士論文の審査及び最終試験に合格すること｡

心理学専攻については, 前述の��単位に演習�単位以上を含めること｡

ただし, 特にすぐれた業績をあげた者は, 大学院に�年以上在学すれば足りるものとする｡

(学則第��, ��, ��, ���条)

�. 博士課程 (後期博士課程)

社会学研究科後期博士課程に�年以上在学し, Ⅰ―�項にあげた授業科目のうち��単位以上 (その

うち少なくとも��単位はその所属専攻の授業科目でなければならない) を修得し, 研究上必要な指導

を受け, 博士論文の審査及び最終試験に合格すること｡

心理学専攻については, 前述の��単位に演習�単位以上を含めること｡

ただし, 特にすぐれた業績をあげた者は, 在学期間は前期博士課程も含めて�年以上在学すれば足

りるものとする｡ なお, 上記要件のうち学位論文の審査及び最終試験をのぞき, 所定の教育課程をお

えた段階で終了する場合は ｢単位取得退学｣ としてとりあつかわれます｡

(Ⅴ 単位取得退学及び在学期間延長の項参照) (学則第��, 	�, 	�, ���条)

―��―

行 動 分 析 学 特 殊 演 習 �

認 知 心 理 学 特 殊 演 習 �

生 物 心 理 学 特 殊 演 習 �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅲ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅲ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅰ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅱ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅲ �

教 育 学 特 殊 演 習 �

教 育 哲 学 特 殊 演 習 �

教 育 哲 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 哲 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 史 特 殊 演 習 �

教 育 史 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 史 特 殊 研 究 Ⅱ �

比 較 教 育 学 特 殊 演 習 �

比 較 教 育 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

比 較 教 育 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 殊 演 習 �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅲ �

教 育 学 特 殊 講 義 �
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� � � � �����	

(����年度�月入学以前)

Ⅰ 開講科目と履修単位数
社会学研究科に設置される科目と単位数は次の通りです｡

�. 修士課程 (前期博士課程) 設置科目

社会学専攻

心理学専攻

―��―

科 学 方 法 論 �

社 会 調 査 特 論 �

社 会 学 史 特 論 �

社 会 学 理 論 特 論 �

社 会 学 特 論 �

社 会 学 講 義 �

社 会 史 特 論 �

文 化 人 類 学 学 説 特 論 �

文 化 人 類 学 特 論 �

民 俗 学 特 論 �

歴 史 民 俗 学 特 論 �

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 �

マス・コミュニケーション特論 �

行 動 科 学 特 論 �

社 会 心 理 学 特 論 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 論 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 実 習 �

研 究 方 法 論 �

社 会 学 史 演 習 �

社 会 学 理 論 演 習 �

社 会 学 演 習 �

社 会 史 演 習 �

文 化 人 類 学 学 説 演 習 �

文 化 人 類 学 演 習 �

民 俗 学 演 習 �

歴 史 民 俗 学 演 習 �

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 演 習 �

マス・コミュニケーション演習 �

行 動 科 学 演 習 �

社 会 心 理 学 演 習 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 演 習 �

基 礎 心 理 学 特 論 Ⅰ �

基 礎 心 理 学 特 論 �

実 験 心 理 学 特 論 Ⅰ �

実 験 心 理 学 特 論 �

比 較 心 理 学 特 論 Ⅰ �

比 較 心 理 学 特 論 �

計 量 行 動 学 特 論 Ⅰ �

計 量 行 動 学 特 論 �

基 礎 行 動 学 特 論 Ⅰ �

基 礎 行 動 学 特 論 �

神 経 科 学 特 論 Ⅰ �

神 経 科 学 特 論 �

精 神 医 学 特 論 �

精 神 病 理 学 特 論 �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 論 Ⅲ �

精 神 動 作 研 究 �

心 理 学 特 殊 実 験 �

知 覚 心 理 学 演 習 �

発 達 心 理 学 演 習 �

行 動 分 析 学 演 習 �
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教育学専攻

�. 博士課程 (後期博士課程) 設置科目

社会学専攻

心理学専攻

―��―

認 知 心 理 学 演 習 �

生 物 心 理 学 演 習 �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 演 習 Ⅲ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 実 習 Ⅲ �

行 動 修 正 実 習 Ⅰ �

行 動 修 正 実 習 Ⅱ �

行 動 修 正 実 習 Ⅲ �

教 育 学 特 論 Ⅰ �

教 育 学 特 論 Ⅱ �

教 育 学 演 習 �

教 育 学 特 講 �

教 育 史 特 論 Ⅰ �

教 育 史 特 論 Ⅱ �

教 育 史 演 習 �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅰ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅲ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅳ �

教 育 心 理 学 特 論 Ⅴ �

教 育 心 理 学 実 習 �

比 較 教 育 学 演 習 �

教 育 行 政 学 特 論 �

教 育 哲 学 特 論 �

教 育 社 会 学 特 論 �

教 育 学 史 特 論 �

比 較 教 育 学 �

教 育 心 理 学 演 習 Ⅰ �

教 育 心 理 学 演 習 Ⅱ �

教 育 心 理 学 演 習 Ⅲ �

社 会 学 特 殊 研 究 �

社 会 学 特 殊 講 義 �

文 化 人 類 学 特 殊 研 究 �

歴 史 民 俗 学 特 殊 研 究 �

コミュニケーション特殊研究 �

社 会 学 特 殊 演 習 �

文 化 人 類 学 特 殊 演 習 �

歴 史 民 俗 学 特 殊 演 習 �

コミュニケーション特殊演習 �

行 動 科 学 特 殊 研 究 �

社 会 心 理 学 特 殊 研 究 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 研 究 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 実 習 �

行 動 科 学 特 殊 演 習 �

社 会 心 理 学 特 殊 演 習 �

パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 殊 演 習 �

基 礎 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

基 礎 心 理 学 特 殊 研 究 �

実 験 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

実 験 心 理 学 特 殊 研 究 �

比 較 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

比 較 心 理 学 特 殊 研 究 �

計 量 行 動 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

計 量 行 動 学 特 殊 研 究 �

基 礎 行 動 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

基 礎 行 動 学 特 殊 研 究 �

神 経 科 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

神 経 科 学 特 殊 研 究 �

精 神 医 学 特 殊 研 究 �

精 神 動 作 特 殊 研 究 �

精 神 病 理 学 特 殊 研 究 �

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

���
�
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教育学専攻

(注) 上記以外の科目についての履修は成績表に記載されますが, 課程修了に必要な単位としてはあ

つかわれません｡ (ただし, 認定科目・他大学交流科目は別扱いとなります｡)

Ⅱ 課程修了にいたるまでの要件

�. 修士課程 (前期博士課程)

社会学研究科修士課程に�年以上在学し, Ⅰ―�にあげた授業科目のうち��単位以上 (そのうち少

なくとも��単位は所属専攻の授業科目でなければならない) を下記の選択履修の方法によって修得し,

研究上必要な指導を受け, 修士論文の審査及び最終試験に合格すること｡

[修士課程各専攻の選択履修の方法]

社会学専攻

講 義 ��単位以上

演 習 ・ 実 習 ��単位以上

�
�
�
計��単位以上

心理学専攻

講義・実験・実習 ��単位以上

演 習 �単位以上

�
�
�
�
�

計��単位以上

講義･実験･実習･演習 �単位以上

―��―

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅲ �

知 覚 心 理 学 特 殊 演 習 �

発 達 心 理 学 特 殊 演 習 �

行 動 分 析 学 特 殊 演 習 �

認 知 心 理 学 特 殊 演 習 �

生 物 心 理 学 特 殊 演 習 �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅲ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅰ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅱ �

臨 床 心 理 学 特 殊 実 習 Ⅲ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅰ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅱ �

行 動 修 正 特 殊 実 習 Ⅲ �

教 育 学 特 殊 演 習 �

教 育 学 特 殊 講 義 �

教 育 史 特 殊 演 習 �

比 較 教 育 学 特 殊 研 究 �

比 較 教 育 学 特 殊 演 習 �

教 育 行 政 学 特 殊 研 究 �

教 育 学 特 殊 問 題 研 究 Ⅰ �

教 育 学 特 殊 問 題 研 究 Ⅱ �

教 育 学 特 殊 問 題 研 究 Ⅲ �

教 育 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 史 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 史 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 殊 研 究 Ⅲ �

教 育 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅰ �

教 育 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅱ �

教 育 心 理 学 特 殊 演 習 Ⅲ �
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教育学専攻

講 義 ��単位以上

演 習 ・ 実 習 ��単位以上

�
�
�
計��単位以上

ただし, 特にすぐれた業績をあげた者は, 大学院に�年以上在学すれば足りるものとする｡

(学則第��, ��, ��, ���条)

�. 博士課程 (後期博士課程)

社会学研究科後期博士課程に�年以上在学し, Ⅰ―�項にあげた授業科目のうち��単位以上 (その

うち少なくとも��単位はその所属専攻の授業科目でなければならない) を次頁の選択履修の方法によっ

て修得し, 研究上必要な指導を受け, 博士論文の審査及び最終試験に合格すること｡

[博士課程各専攻の選択履修の方法]

社会学専攻

講 義 �単位以上

演 習 ・ 実 習 ��単位以上

�
�
�
計��単位以上

心理学専攻

講 義 ・ 実 習 �単位以上

演 習 �単位以上

�
�
�
�
�

計��単位以上

講義・実習・演習 	単位以上

教育学専攻

講 義 �単位以上

演 習 ��単位以上

�
�
�
計��単位以上

ただし, 特にすぐれた業績をあげた者は, 在学期間は前期博士課程も含めて�年以上在学すれば足

りるものとする｡ なお, 上記要件のうち学位論文の審査及び最終試験をのぞき, 所定の教育課程をお

えた段階で終了する場合は ｢単位取得退学｣ としてとりあつかわれます｡

(Ⅴ 単位取得退学及び在学期間延長の項参照) (学則第��, 
�, 
�, ���条)

―��―
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� � � � ����

Ⅰ 他大学大学院との相互科目履修

社会学研究科では, 修士課程在学中に�単位を限度として, 早稲田大学大学院文学研究科・早稲田大

学大学院教育研究科の設置科目を履修することができます｡ なお, この科目は所属専攻の授業科目には

なりませんが課程修了に必要な単位となります｡

巻末に記載されている協定を参照してください｡

◇大学院交流手続き方法について

� 交流学生履修届 (本塾学事センター窓口にあり) に必要事項を記入して, 指導教員の承認 (サイン

を�・�・��片にもらうこと) をうけてください｡ 次に相手校へ赴き, 講義担当者の当該授業に出

席して承認をうけた後 (サインを�・�・��片にもらうこと), 相手校事務室へ期間中に提出して

ください｡ �履修届受付期間：�月��日 (月)～��日 (月)�

� 履修が許可された場合, 本塾学事センター窓口にて本人用交流履修届 (�片) を確認の上, 交流

学生証を発行します｡

� 相手校の学科目を履修する場合は, 必ずあらかじめ指導教員の承認を受けてください｡ これは履修

決定以前の聴講の場合でも同様です｡

� 万一, 履修を途中でやめるようなときは, 速やかに講義担当者, 相手方事務室および指導教員, 本

塾学事センターに連絡してください｡

	 履修に関して疑問を生じた時は, 大学院学習指導委員へ相談してください｡

Ⅱ 学位請求論文

�. 修士論文

本研究科で授与する修士の学位は次の通りです｡ 修士 (社会学), 修士 (心理学), 修士 (教育学)｡

修士の学位は, 大学院前期博士課程, 大学院修士課程を修了した者に与えられます｡ (学位規程第�

条)

学位規程第�条にもとづいて修士の学位を申請する者は, 学位論文�部を指導教授を通じて, 当該

研究科委員会に提出しなければなりません｡ (同第
条�項)

《修士論文提出の手順》

� 修士論文題目届 (��月下旬締切)

� 指導教授と相談の上修士論文の提出が許可された場合は, 所定用紙にて論文題目を届出てくだ

さい｡

詳細については��月中に掲示板で指示します｡ なおこの届を提出した後に学位請求を取り下げ

る場合は, 必ず学事センターに申し出てください｡

� 修士論文の執筆は原則として日本語とします｡ ただし指導教授が特に認めた場合には, 研究科

委員会の承認を得て外国語を使用することができます｡

―��―
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� 修士論文の形式

学位請求論文は三田メディアセンター (図書館) 及び国立国会図書館 (博士論文のみ) に保存

しますので, 上記の体裁に整えてください｡ なお, 資料等の都合でどうしても規定の大きさに入

らない場合は, その大きさの表紙を付けて製本してください｡

① 本文の縦書き・横書きにかかわらず, 原則として縦 ��版で製本してください｡

(縦書きの場合は右綴じ, 横書きの場合は左綴じとなります)

② 表書きは, 本文が縦書きの場合は縦書き, 横書きの場合は横書きとします｡

③ 表紙は黒を原則とし, 白文字を使用してください｡

④ 製本の背文字は, 本文の縦書き, 横書きに係わらず縦書きとしてください｡

一部英単語が入る場合は, 英単語のみ横書きとし, 他の日本語は縦書きとしてください｡

⑤ 表紙の見本を上に示します｡ 既に公刊されている書物等を学位請求論文とする場合について

はこの限りではありません｡

⑥ 学位審査のため�部提出しますが, そのうち少なくとも�部は製本してください｡

―��―
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� 表紙 � 背表紙

○○論文 平成○年度 (��○○)
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○
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論
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論

題

氏

名

慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 社 会 学 研 究 科
○ ○ ○ 専 攻 ※この分

のスペー
スをとる
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� 修士論文の提出 (�月下旬)

提出日, 提出方法については掲示板で指示します｡

なお論文題目については�で提出した題目 (副題目も含む) と同一のものであることを原則と

します (必ず�部は製本してください)｡

� 修士論文面接 (�月下旬)

提出された論文をもとに面接を行ないます｡ 面接ならびに審査結果発表の日時・場所などは, 論

文提出時にプリントか掲示で指示します｡

� 三田メディアセンターからの修士論文複写許諾協力依頼

三田メディアセンター (図書館) では修士論文を保存し利用に供しています｡ 利用者が修士論文

を学術目的のために ｢複写する｣ ことに対し, 現行の著作権法下では, 事前に著作権者からの許諾

を必要としています｡

上記趣旨に賛同いただける方は必要事項を記入の上, 修士論文と共に ｢修士論文複写許可回答｣

を学事センターに提出してください｡ なお, 今年度の学位授与名簿に記載されなかった場合は, メ

ディアセンターが責任をもって廃棄します｡

����������	
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�. 課程博士論文

� 課程による博士学位の授与 (課程博士)

博士の学位は大学院博士課程を修了した者に与えられます｡ (学位規程第�条)

第�条の規定にもとづいて博士論文を申請する者は学位論文�部に所定の書類をそえ, 指導教授

を通じて, 当該研究科委員会に提出しなければなりません｡ (同第�条�項)

《課程博士論文提出の手順》

① 正指導教授, 副指導教授の決定

博士課程進学者は正指導教授, 副指導教授の指導のもとに論文執筆のための研究を進めてくだ

さい｡ (大学院社会学研究科入学試験, 指導体制及び学位論文審査に関する内規第�条……以下,

内規とする)

② 学位請求論文研究計画書の提出 (�部)

入学後�年以内に正・副指導教授の指導のもとに学位請求論文研究計画書 (以下 ｢研究計画書｣

という) を作成し, 研究計画書を研究科委員会に提出し, 審査を受け, 承認を得なければならな

い｡ 提出にあたっては, 第�著者として学術専門雑誌に�編以上の論文 (内, 少なくとも�編は

査読のあるもの) を掲載していること, もしくは, それに相当すると考えられる業績を挙げてい

ることが必要である｡ (内規第�条)

③ 研究計画書の内容

研究計画書は, 次の各号にあげる内容を含むものにしてください｡ (内規第�条)

�. 研究の目的, 方法及びその意義など

�. 当該研究に関する内外の先行研究の概括, 予備調査, 予備実験の結果など

�. 当該研究に関係する業績一覧

なお, 前年度に承認された研究計画書は, 博士課程在籍者に配布いたします｡ その他の者は,

―��―
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本塾三田図書館で閲覧することができます｡

④ 学位論文の提出要件

学位論文は, 研究計画書承認後, �年後の�月末までに提出しなければなりません｡ (内規第�

条) もし�年たっても提出できない場合は, 次項であげる論文博士として提出することになりま

す｡

⑤ 論文の使用言語

学位論文の執筆は原則として日本語です｡ ただし, 正・副指導教授が特に必要と認めた場合は,

研究科委員会の承認を得て外国語を使用することができます｡ (内規第�条�項)

⑥ 学位論文の製本について

製本の形式は, �の�であげた修士論文と同じ形にしてください｡ ただし, 博士論文の場合

は, �部とも製本してください｡

⑦ 学位論文の審査

学位論文の審査は, 研究科委員会が承認した主査�名及び副査�名以上から構成される学位論

文審査委員会で行ないます｡ そして研究科委員会がその審査結果の報告を受けて, 学位授与資格

を決定します｡ (学位規程第��条�項, 内規第�条�項�項)

�. 論文博士

論文による博士学位の授与 (論文博士)｡ この規定では, 博士の学位は研究科委員会の承認を得て,

学位論文を提出して論文の審査に合格し, かつ, 大学院博士課程の修了者と同等以上の学識があるこ

とを確認 (以下“学識の確認”という) された者に与えられます｡ (学位規程第�条)

上記の第�条の規定に基づいて, 博士学位を申請する者は, 学位申請書に学位論文�部及び所定の

書類を添え, その申請する学位の種類を指定して学長に提出しなければなりません｡ (同第�条)

《論文博士提出の手続き》

① 学位論文の提出要件

学位論文を提出しようとする者は原則として, 特に当研究科委員会に論文を提出する理由を明記

した上で, 内規第��条に定める内容の論文計画書 (�部) を, 研究科委員会に提出してください｡

(内規第��条)

② 論文計画書の審査

研究科委員会では, 上記の論文提出理由及び論文計画書の内容を検討し, まず審査にあたる主査

及び副査各�名を決定します｡ 主査及び副査は論文計画書の内容を検討し, 学識確認 (原則として

研究上最も必要とする外国語一科目) と面接を行ない, その審査結果を研究科委員会に報告し承認

を得ます｡

論文計画書の承認を得た者は, 主査及び副査の指導の下に論文を執筆して完成のうえ, 承認後�

年以内に提出してください｡ (内規第��・��・��条)

③ 論文の使用言語・製本・審査

論文の使用言語, 製本は課程博士と同じです｡ (内規第��条)

学位論文の審査は, 後期博士課程の場合に準じて行ないます｡ (内規第��条)

―��―
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Ⅲ 留 学

留学を希望する場合は原則として, 出発�ヶ月前までに次の学内手続きをしてください｡

① 学事センター窓口で国外留学申請書の交付をうけ, 必要事項を記入してください｡

② 国外留学申請書に記載されている必要書類を用意してください｡

③ ①と②を合わせて学事センターに提出して検印を受け, これらの書類をもとに国際センターで留

学の認定を受けてください｡ (交換, 奨学金, その他の認定)

④ 国際センターの認定後, ①と②の書類を持参して指導教授と面接し, 留学の許可を得てください｡

⑤ ④による許可を受けた上で, ①と②の資料を学事センターに再び提出してください｡

⑥ 上記の手続きをへた外国の大学院またはそれに準ずる機関への留学が, 研究科委員会で教育上有益

であると判断された場合は, 休学することなく留学することができます｡ (学則第���条�項)

また, この場合は�年間に限り留学期間を在学年数に参入することができます｡ (学則第���条�

項)

なお, 留学中に外国の大学院で履修した授業科目の単位のうち��単位を越えない範囲で, 修得単位

が課程修了に必要な単位として認定されることがあります｡ (学則第���条�項)

留学期間の在学年数への算入と単位の認定 (いずれかひとつの場合も含む) を希望する場合は, 帰

国後, 就学届を提出する際, その旨を所定用紙にて申し出て研究科委員会の承認を得なければなりま

せん｡ なお, その際単位認定希望者は, 単位修得を証明する書類を添付してください｡

⑦ 研究科委員会で上記の留学として認定されなかった場合には, 休学による留学になります｡ この場

合には留学期間は在学年数に算入されず, 外国の大学院で修得した単位も上記の単位認定はされませ

ん｡

⑧ 留学期間を延長する場合, 延長理由を詳細に明記したうえで, 上記と同様の手続きをとってくださ

い｡

⑨ 帰国した場合は, 速やかに就学届等の必要書類を学事センターに提出してください｡

⑩ 留学期間中の在学料等については学事センター窓口に問いあわせてください｡

―��―
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海外の教育機関に留学する場合の取り扱いについて (社会学研究科)
・在学期間中に留学を希望する場合, ｢留学｣ と ｢休学｣ の�通りに分けられます｡

―��―

留 学 休 学

種

類

研究科委員会において適正と認められた海外の大学で
正式な手続を経て正規生と同じ授業を受ける場合 (｢編
入制度による留学｣ ｢�������	
���	
�	�
｣
等)｡
なお､ 留学は ① ｢交換留学｣ ② ｢奨学金による留学｣ ③
｢私費留学｣ の�つに区別しています｡

・語学研修 (その他左記の留学として認定されない海
外研修など)
・病気による休学 (医師の診断書が必要)
・一身上の都合による休学

期

間

申

請

期

間

｢留学｣ の開始日から半年以上�年まで｡ 休学は�年単位の申請となります (�月�日～�月��

日)｡
＊休学の開始日がいつであってもその年度は在籍期間
に参入されません｡
＊複数年度に渡って休学する場合は､ 新年度に再度休
学願を提出してください｡
＊休学願の提出締切はその年度の��月末日です (但し､
�月�日から休学する場合は､ 履修申告までに休学願
を提出してください)｡

｢留学｣ は年度途中に開始し､ 年度の途中に終了するこ
とが可能です｡
(例) ���������～���������)

延

長

�回まで可能 (最長で留学開始日から�年まで)
それ以降は ｢休学｣ となります｡
＊｢留学｣ を延長する場合は､ ｢国外留学中請書 (延長)｣
を提出してください｡

留学の延長が出来ない場合 (左記の延長期間を過ぎて
も留学継続を希望する場合など) の休学期間は､ 前回
の留学申請期間終了日翌日より年度末までとなります｡

学
費
・
渡
航
費

学
費
減
免
措
置

＊�年目：減免制度はありません｡
＊�年目以降：減免される場合があります｡

＊語学研修､ その他留学と認定されない場合の減免制
度はありません｡
＊但し､ 上記以外で特別事情のある者及び�年以上の
休学者については､ 別に定めるところにより授業料
その他が減免される事があります｡

｢留学｣ の延長が認められ､ その許可された延長期間が
留学開始日から起算して�年�カ月以上�年以内の場
合は､ 留学開始日から�年を経過した日の属する年度
の授業料 (在学料) 及び実験実習費の半額を免除しま
す (減免額が返金されます｡ 留学許可通知と共に申請
書類を保証人宛に送付します)｡

登
校
費
補

｢交換留学｣ 及び ｢奨学金による留学｣ の場合には渡航
費が補助される場合があるので､ 国際センターで所定
用紙を受け取ってください｡

単
位
認
定
・
取
得

留
学
期
間
を

は
さ
む
履
修

年度の途中から ｢留学｣ する場合は､ ｢留学｣ 前に履修
申告をした科目を ｢留学｣ 後継続履修し､ 単位取得す
ることが可能です (ただし, 同一科目名・同一担当者
に限る)｡ 必ず ｢留学｣ 前に各科目担当者へ ｢留学｣ 終
了後､ 継続して履修する意志があることを伝えてくだ
さい｡

休学中の年度は履修できません｡
�年度始めから休学� 履修申告は不要です｡ 休学届を
履修申告日までに提出してください｡

�年度途中から休学� �月に履修申告した科目は全て削
除されます｡

単
位
認
定

��単位を超えない範囲で､ 学則の規定する単位に認定
することがあります｡ 認定を希望する場合は､ 就学後
学事センターで所定の用紙を受け取ってください｡

単位認定はありません｡

就
学
後

｢留学｣ 終了後は､ 速やかに就学届を提出してください｡
なお､ 就学後の行事日程については､ 年度末に郵送さ
れる行事日程表を参照してください｡

｢休学｣ 終了後は､ 速やかに就学届を提出してください
(病気による休学については､ 医師の診断書を添えてく
ださい)｡ なお､ 就学後の行事日程については､ 年度末
に郵送される行事日程表を参照してください｡

在
籍
年
数

へ
の
算
入

進
級
・
卒
業

(

修
了)

｢留学｣ の期間は�年間に限り在学年数に算入すること
ができます｡ 希望者は ｢留学｣ 終了後､ 学事センター
窓口に申し出てください｡ ただし､ 遡及卒業 (修了)
は認められません｡

｢休学｣ の期間は在学年数に算入されません｡
ただし､ 実質的な在学年数に拘らず､ 休学中も最高学
年まで進級します｡
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Ⅳ 奨 学 金

学生総合センターで取り扱う奨学金については, �頁厚生課の欄を参照してください｡

○小泉信三記念大学院特別奨学金 学事センター扱い

募集要項は��月に大学院社会学研究科掲示板に掲示します｡ 参考までに前年度の募集要項を掲げ

ます｡

Ⅴ 単位取得退学および在学期間延長 (博士課程在籍者のみ)

�. 単位取得退学

大学院博士課程修了に必要な単位を取得し, 規定の在学年数 (�年) を満たした場合, 単位取得退

―��―

参 考 ※平成��年度分は��月頃掲示の予定です｡

平成��年度小泉信三記念大学院特別奨学金研究生募集

◇出願資格
・本塾学部第�学年に在学し, 平成��年度大学院社会学研究科修士課程に進学する者｡
・修士課程第�年次に在学する者｡
・修士課程に在学し, 平成��年度博士課程に進学する者｡
・博士課程第�・�年次に在学する者で, 将来研究者となることを志望している者｡

◇待 遇
奨学研究生には奨学金として月額�万円を給付し, その期間は�年とします｡ ただし, 再度応募するこ

とができます｡

◇出願書類 (所定用紙は学事センター窓口にて配布します)
� 願書・履歴書 (所定用紙)
� 論文 (現在の研究をまとめたもの｡ ��サイズ����字程度もしくは���字詰め原稿用紙を使用し��枚
程度 ワープロ使用可)

� 成績証明書 (大学学部�年から申請時まで各�通)
� 健康診断書 �通

◇出願期間
平成��年��月�日 (木)～��日 (水) 窓口業務時間内

◇出願場所
学事センター社会学研究科担当

◇注意事項
� 日本学術振興会の特別研究員との重複はできません｡
� 願書には平成��年度�月現在の研究科名 (修士・博士), 学年をご記入ください｡
� 採用者には�月頃研究支援センターより本人宛に直接通知します｡

大学院社会学研究科委員長

平成��年��月�	日
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学者として課程を修了することができます｡ 課程博士学位 (Ⅴの�参照) は原則として博士課程在学

中に論文を提出し合格した場合に得られますが, 現在の制度では, 所定単位を取得し研究計画書の承

認を受けた上であれば, 退学後�年以内は課程博士として学位を申請することができます (社研内規

参照)｡

所定単位を取得し規定の在学年数を終えて年度末をむかえると, ｢在学期間延長許可願｣ を提出し,

所定の手続きをとらない限り単位取得退学者として扱われます｡

なお, �年以内に博士論文を提出する目処がある場合に限り, 三田メディアセンターの図書貸出を

受けることができる ｢塾員貸出券｣ (有料) を発行しています｡ 詳細はメディアセンター�階メイン

カウンターまでお尋ねください｡

有 効 期 間：申込日より�ヶ月もしくは�年

サービス範囲：三田メディアセンターに関しては大学院生と同等の貸出規則を適用する｡

日吉, 理工学, 湘南藤沢の各メディアセンター, 白楽サテライトライブラリーへの

入館・閲覧が可能｡

他大学図書館への紹介状の発行｡

�. 在学期間延長許可願について

�年間の在学中に博士課程修了に必要な単位を取得し, かつ研究計画書が受理されていることが必

要です｡ 博士論文の完成のためには在学を継続する方が望ましいと認められた場合, 在学期間延長許

可願を提出すると, 在学延長が許可される場合があります｡ 在学期間延長を認められた学生は, 引き

続き, 指導教授から論文作成について指導を受けることになります｡ この制度の適用を希望する場合

は, ｢在学期間延長許可願｣ を学事センターに提出することになります｡ 手続きの詳細は追って掲示

板にて指示をします｡ なお, 在学期間延長中に退学した場合は単位取得退学となります｡

―��―

参 考 ※平成��年度は��月頃掲示の予定です｡ 平成��年��月�日

大学院在学期間延長, 単位取得退学について

大学院後期博士課程に在学中で, 本年度末に所定単位を取得し規定の在学年数 (�年) を満たした者のう

ち, 博士学位取得のため��������	
��
, 在学期間の延長を認める場合があります｡

申請者は, 学事センター窓口で所定用紙を受け取り, 各自の指導教授と相談のうえ, 下記期間中に提出し

てください｡

また, 今年度で単位取得退学を希望する場合も, 必ず下記期間中にその旨学事センター窓口へ連絡してく
・・

ださい｡

提出期間：平成��年�月��日 (月)～�月��日 (月)

月～金 �：��～��：��, 土 �：��～��：��, ��：��～��：��

提 出 先：学事センター窓口 (期限を厳守してください)

以 上
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Ⅵ 社会学研究科紀要

社会学研究科では, 研究科委員会, 関係教員, ならびに研究科に在籍する院生, 研究生等のための機

関紙として, 社会学研究科紀要を刊行しています｡ 最近投稿数が次第に増加しているので平成�年度よ

り年二回発行し, 諸君の研究発表の機会をふやすべく努めています｡ 執筆の要領は以下の通りです｡

―��―

慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要論文募集要項

�. 刊行について
年�回の発行とする｡

�. 原稿の受けつけについて
�月��日と��月��日を区切りとして�完成原稿を受けつける｡

�. 原稿の提出
原稿は�コピーを含めて計�部とフロッピーディスクを編集主任：鈴木正崇 (三田研究室受付メイルボッ
クス 〒��������東京都港区三田 �������) に提出すること｡ 必ず以下の項目を別紙にて添付すること｡
氏名 (フリガナ)�住所�電話番号�所属 (専攻�課程�学年の明記)�専門分野, メールアドレス (保有者
の場合), 指導教授名もしくは同等の資格を持つ者

�. 応募条件
本紀要執筆者は大学院社会学研究科委員�ならびに関係教員｡
大学院社会学研究科院生�研究生�修了者等�とする｡

�. 執筆要領
論文の分量は原則として�日本語で���字詰め原稿用紙	�枚以内�英文の場合は 
�ダブルスペース	�枚
以内とする｡ 図表は枚数に含める｡ 原則として横書き｡ 完全原稿を提出すること｡ 論文冒頭に�日本語表題
の他に�英独仏語のいずれかによるレジュメ (���語以内) をつける｡ 図表作成のため特別の費用を要した
場合は執筆者に一部を負担してもらうことがある｡
論文以外に次のものを受けつける｡
�) 新刊紹介 (外国語のもの) ���字詰原稿用紙��枚程度｡
�) 書評���字詰原稿用紙��枚程度｡

) 古典となったものなど学術上重要な論文の翻訳 (著作権問題をクリアーのこと�また長さについて
は事前に編集委員に相談のこと)｡

�) 研究ノート (��枚以内), 調査報告 (��枚以内)｡
�. 掲載の採否
編集委員会で査読し決定する｡ 採否の決定は郵送にて投稿者に知らせる｡
注意事項：原稿提出にあたり�校正段階での加筆修正は認められない｡

社会学研究科紀要編集委員会
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講  義  要  綱 
 
 
 
 

 

社会学研究科は，平成 16 年度（2004 年度）より，課程修了にいたるまでの要件，

科目名の一部（教育学専攻）変更に伴う学則改正を行いました。 
この新学則（『04 学則』）は，修士・博士課程ともに平成 16 年度（2004 年度）4 月

入学者より適用になりますので，それ以前の学生については，従来の学則（『88 学

則』）が適用となります。 
修士課程については平成 17 年度（2005 年度），博士課程については平成 18 年度

（2006 年度）をもって旧学則を停止し，新学則（『04 学則』）へ移行する予定です。 
また，教育学専攻の一部科目名については新学則名と旧学則名が異なるため，新学

則科目の前に【04 学則】，旧学則科目の前に【88 学則】という印を付けることによっ

て適用学則による科目名の違いを区別します。 
教育学専攻の学生は，履修申告の際，適用学則に十分注意してください。（88 学則

適用者が 04 学則科目を履修すること，またその逆もできません。） 
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講義要綱（修士課程）  
 
 

社 会 学 専 攻  
 
社会調査特論 

法学部 教 授 有 末   賢 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続いて，質的調査研究論の中から，今

年度はインタヴュー論をとりあげてみたい。英文の文

献を分担して輪読していく形式を考えている。文献に

ついては，確定ではないが，以下のものを考えてい

る。 
後期（秋学期）については，アイデンティティ論な

どについても取り上げてみたいと考えている。 
 
社会学史特論 

個人化 

文学部 教 授 浜   日出夫 

授業科目の内容： 

個人化という現象について検討する。べック，ジン

メル，デュルケム，エリアスなどの文献を講読する予

定。 
 
社会学特論 

日本の家と家族をめぐる研究 

文学部 教 授 平 野 敏 政 

授業科目の内容： 

文献の輪読と講義を通して，家族および家の理論の

理解を深めると同時に，現代日本の家族をめぐる具体

的問題について検討する。 
 
社会学特論 

都市生活と公共性の比較社会学 

文学部 教 授 藤 田 弘 夫 

授業科目の内容： 

近年，人文・社会科学は急激に変化している。社会

学もその例外ではない。社会学は他の学問分野にも増

して，激しい変化に見舞われ，その存在理由を問われ

ている。今年はロンドンで 2004 年に社会学会が開か

れてから，２世紀目になる。その時 C.ブースの司会

で行われた P.ゲデスの報告は，都市社会学の誕生を

告げるものであった。この講演は田園都市論で有名な

E.ハワードなどの多くの出席者から賛辞をもって迎え

られた。 
本講義は，一世紀にわたる都市社会学の展開を導き

の糸として，社会学の足跡をたどりながら現在「人

文・社会科学」の直面している問題を，最近の「公共

性論」の観点から講じたい。そのことによって，社会

についての理解が少しでも深まればと思っている。 
また，この作業と平行して，神田神保町の古書店街

とイギリスのウェールズの片田舎にある古書の村ヘ

イ・オン・ワイを，街づくりの観点から比較研究した

いと考えている。 
 
社会学特論 
 グローバル経済と都市・地域の変動 

経済学部 教 授 杉 浦 章 介 

授業科目の内容： 
トランスナショナルな生産，物流ネットワークや，

FDI パターンの変化に伴って，各国民経済のみなら

ず，都市経済や産業集積に大きな変化が起こってい

る。このような現状とその将来について，基礎的な文

献や最新の動向を紹介しながら，この分野における分

析的研究や論文の作成を支援することを目的とする。 
 
社会学特論 
 社会学理論研究 

法学部 教 授 霜 野 寿 亮 

授業科目の内容： 
本講義の狙いは理論社会学の視点を中心に議論する

ことにある。論点を見いだすための文献候補として次

の 3 点を挙げておくが，最終的には履修者の研究関

心にあわせて決めることにしたい。 
 
社会学特論 

グローバリゼーションと人種・民族・エスニシティ・

多文化主義の政治・社会学 

法学部 教 授 関 根 政 美 

授業科目の内容： 

本授業では，授業担当者の専門である「脱工業化・

グローバリゼーションと多文化交錯世界の人種・民

族・エスニシティ・多文化主義の政治社会学」に関連

するテーマを適宜選択して行う。キーワードとしては

他に，移民・難民・外国人労働者，先住民，市民権，

アイデンティティ・ポリティクス，文化戦争，ポリ

ティカル・コレクトネスなどがある。授業担当者は，

以上のテーマを＜現代先進社会（日本含む）＞に共通
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する問題として，理論的な考察をするとともに（国際

政治社会学者），現代オーストラリアを題材に，上述

のテーマを中心に考察する地域研究者でもある。本授

業では，理論的考察を中心に実施する予定である。し

かし，日本研究や第 3 世界研究を志す諸君にとって

も民族・エスニック問題を考える上で役立つであろう

し，他の参加者にとってもよい刺激となるだろう。授

業は演習形式で行う。履修者諸君には，英文の最新の

研究書や論文を読んでもらい，内容について報告とコ

メントをしてもらい，質疑応答をしながら授業を進め

てゆくつもりである。履修者の数にもよるが，報告は

1 回のセッションで複数の学生に競争的に行ってもら

う。それは，各自の独自の観点からのコメントを提出

してもらい，授業での議論を盛り上げてもらいたいか

らである。 
 
社会学特論 

現代社会学理論研究 

講 師 西 原 和 久 

授業科目の内容： 

主として 1960 年代以降の社会学理論を中心に，現

代社会理論を検討します。本年度の目標は，間主観性

論を柱として，グローバル化時代における国家や公共

性を考察することにあります。グローバル化論を含め

て，社会（学）理論全般に関して広く学ぶことが狙い

です。講義の方法は，参加者の発表（各自の研究発

表・文献講読の分担発表など）も織り交ぜて行くつも

りです。なお，講読で取り上げる文献は多岐にわたり

ますが，受講生の関心と響き合うところで決定して行

くつもりです。 
 
社会学特論 
 都市・消費・生活・市民活動を考える 

講 師 橋 本 和 孝 

授業科目の内容： 
・都市と消費について理解できるようにします。 
・生活研究について解説します。 
・市民活動について理解できるようにします。 
・日本と東アジア，東南アジアの市民活動について理

解できるようにします。 
 
社会学講義（秋学期） 
 家族の計量的分析法の研究 

講 師 稲 葉 昭 英 

授業科目の内容： 

近年のメンタルヘルス研究，家族研究では過去の家

族に関するライフイベントが後続の家族経験や心理状

態に及ぼす影響を扱う研究が盛んである。具体的には

乳児期・幼児期の剥奪経験（貧困，虐待，親の早期死

亡）とその後のライフコース，現時点でのディストレ

スや親子・夫婦関係などとの関連を明らかにしようと

するものが代表的である。 
本講義では，アメリカおよび日本のこれら代表的な

論文をとりあげ，研究の実質的な内容と同時に方法

論，とくに統計モデルの数理的な構造などについても

検討していきたい。方法論的には階層的線型モデル

（HLM），固定効果モデル・ランダム効果モデルなど

の分散要素モデルなどについて同時に学習することに

なる。 
 
社会学講義（秋学期） 
 家族と福祉政策 

講 師 藤 崎 宏 子 

授業科目の内容： 
福祉国家や福祉政策，福祉実践に関する議論のなか

で，「家族」に関する言及が頻繁になされるように

なった。最終的な関心の所在が「家族」に向かうも

の，「福祉」に向かうもの，あるいは両者の関係性を

問うものなどさまざまであるが，いずれにしてもかつ

ての福祉研究，家族研究にはみられない新しい傾向で

ある。本演習では，これらの議論の多くに共通して用

いられる「個人化」「公／私」「ジェンダー」「ケア」

などの重要概念に注目しながら，家族と福祉政策の関

係性について考察を深めたい。 
 
社会史特論 

経済学部 教 授 倉 沢 愛 子 

経済学部 教 授 清 水   透 

授業科目の内容： 

フィールドワークを基礎とする歴史研究を踏まえつ

つ，以下の 3 点を中心に議論・検討する。 
⑴ 歴史学の方法：文献史学とオーラルヒストリー 
⑵ 研究者と研究対象との関係性：知的営みとしての

歴史研究と日常 
⑶ 個と普遍の問題：個と大状況，日常と非日常 

 
社会史特論 

経済学部 教 授 松 村 高 夫 

授業科目の内容： 

社会史は，「下からの歴史」を「上からの歴史」と
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の関連において描くために，「総合の学」＝関連諸

ディシプリンの援用をもってその方法的特徴としてい

る。講義とそれに続く討論を通じて，新しい論点の提

起，方法的枠組の再構築を試行したい。読むべき文献

は，そのテ一マ毎に指示する。 
 
社会史特論 

経済学部 助教授 飯 田   恭 

助教授 崔   在 東 

授業科目の内容： 

本科目では，社会経済史の視点から，欧米を中心と

する各地の歴史を考察する。とりわけ「日常」にかか

わる具体的な歴史事象を，社会経済の「構造」と関連

づけながらとらえる方法を陶冶することを目的としつ

つ，活発に討論したい。 

本科目で取り上げる（担当教員が専門とする）テー

マは，およそ次のようなものである。 
1. 個と共同体 
2. 家族・親族問題 
3. 社会的移動の諸相 

受講者の専門・研究テーマ・興味関心が広い意味で

これらのテーマと重なり合えば，問題はない。また，

考察対象地域についても，欧米に限定するものではな

い。 
演習形式を採用する。参加者には，本科目の趣旨を

踏まえた上で，各自の専門領域の研究史・研究動向を

幅広くしかも詳細に紹介し，その中での自らの研究の

位置づけを明らかにするような報告を求める。この報

告を参加者全員で共有し，それについて議論したい。

このことを通じて，何よりも参加者各自の研究が刺激

され，またそれが同時に参加者全員への刺激となるこ

とが望まれる。 
 
文化人類学学説特論 

文学部 教 授 鈴 木 正 崇 

授業科目の内容： 
前期は文化人類学・民俗学・宗教学に関連する英文

の専門書を読む予定で，最初の授業の時に候補を数冊

挙げて履修者の希望によって決定する。フィールドは

東アジア（日本を含む）と南アジアである。後期は英

文の学会誌 The Journal of the Royal Anthropological 
Institute, American Ethnologist, American Anthropologist, 
Cultural Anthropology, Journal of Asian Studies などから

履修者の主題にあった論文を選択して読む。 
 

文化人類学学説特論 

文学部 教 授 宮 坂 敬 造 

授業科目の内容： 
文化人類学諸学説をその時代背景とパラダイムとの

かかわりに留意しつつ，社会認識論的分析の地平に

立って検討していく。日本民俗学の流れは他コースに

あるので，本コースでは欧米にはじまった国際的学派

の検討が中心。また，学説特論なので地域研究という

特定地域中心という体裁はとらない。といっても本

コースの枠内ではバランスよくすべてにわたって諸学

説を検討することはできない。言語人類学やエスノサ

イエンス学派については文学研究科言語学コースで一

部あつかわれていようが代表的言語学理論・社会言語

学の知識が不可欠となる。構造人類学とその批判につ

いてはかなりの社会哲学的素養が必要となるが，まず

その前に人類学的親族研究と社会組織研究展開の知識

を要する。マイナーかもしらないが象徴的文化コミュ

ニケーション研究系フォークロア研究の諸学説も技芸

言語パフォーマンス表現分析に有効であるが，それを

一分野にふくむ文化記号論の素養もまことにひろい。

現代の宗教人類学は他コースで提供されているので直

接あつかわないが，学説をあつかうのであれば，エバ

ンズ＝プリッチャードの大冊『アザンデ人たちにみら

れる妖術・託宣・呪術』から始めたほうがよいであろ

うし，彼に対するフランス系知識社会学派の影響を理

解しておく必要もある。解釈学的人類学は，ヴェー

バー理解社会学に由来し，現象学・解釈学理論におっ

ているわけだが，その代表的論客のクリフォード・ギ

アツの研究は，歴史，生態，親族，儀礼・宗教，市

場・経済，政治にまたがって研究範囲が一見ひろいば

かりでなく，彼の立場は 60 年代，70 年代，80 年代

と変化がみられる。脱構築派の理解にはフーコー等の

現代思想，それに，マリノフスキー以来の代表的民族

誌，それらを批判して試みられたラビノーらの反省的

民族誌認などの知識が前提とされる。認知科学的人類

学は人類学のみならず認知研究の学際的知識を要す

る。ギアツの弟子であったモロッコ文化研究後のラビ

ノーは解釈学研究，フーコー研究，フランス文化社会

論を経て，90 年代にから先端医療研究に転じたわけ

だが，科学技術の人類学や先端医療の人類学には，自

然科学先端研究・先端医療の最新学説の知識などが要

求される。フェミニスト人類学による文化批判，マイ

ノリティ系人類学者による新「人種」論，ゲイ研究，

第四世界ネイティヴ人類学の出現，等々，実にさまざ

まな試みがおこなわれているし，生物学者にして哲学
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的フェミニスト人類学者ドナ・ハラウェイの諸説は難

解である。最近の考古人類学的進化適応環境理論は，

更新世時代の精神医学症状や芸術起源説とも関連して

実におもしろいが，通常の狭い文化人類学の枠組みを

超える姿勢が要求される。というわけで，パラダイム

検討を問題にする全体論的学際志向・嗜好はもつもの

の，単発コースとして組むやりかたにより，テーマを

あつかえる範囲で毎年，より狭く限定せざるをえな

い。本年度は，医療人類学・心理人類学の学説を脱構

築派以降の現代人類学の流れに照らして検討する。古

典ではなく現代の動向をあつかうが，医療人類学の始

祖とされる WH.リヴァ－ズを現代の流れから参照点

として用いる検討を一部おこなう。文献は講義時に指

示する。 
 
文化人類学特論 
 東アジアの社会文化創造論 

講 師 渡 邊 欣 雄 

授業科目の内容： 
本講義は，昨年度の「知識人類学」の続編である。

知識論の事例として昨年度は沖縄を取り上げたが，本

年度は視野を東アジアに拡大して，いま生じつつある

「社会」や「文化」の問題を考えようとする。 
東アジアでは市場や市民社会のグローバル化に応じ

て，一方で世界の画一化が進むとともに，他方で個別

社会文化の個性化＝ローカル化が進行している。たと

えば沖縄では，ローカルタームだったウチナーンチュ

が，グローバルな名称となって世界大会を開いてお

り，それは中国における客家人とて変わりはない。新

たなアイデンティティづくりのための新たな国際社会

が形成されつつある。それにともなってローカルでエ

スニックな文化も大きな創造活動が生じている。 
本年度は講師の最近の試行錯誤の研究成果を踏ま

え，こうした新たな社会文化創造の一端を紹介した

い。 
 
民俗学特論 
 国家・資本制のなかの生活文化研究―都市を基軸にして 

講 師 和 崎 春 日 

授業科目の内容： 
国家社会や資本制のなかでの「民俗」や文化のあり

方を考える。これまで，民俗学や人類学は対象を区

切ってそのなかで静態的・整合的に対象文化の中身を

考察してきた。こうした捉え方から脱して，対象文化

を「今」の動きの中に置く。民俗文化や民族文化は，

国民国家という枠組みから力を加えられて生きていか

ざるを得ない。また，世界の隅々にある民族文化でさ

え資本の流れのなかで生きている。常にこうした動き

の中に民族誌を置いて鍛えるトレーニングをするとい

うことである。人々の生活実践からすれば，「上」か

らの意志がおりてくるオリエンテーションと，「下」

からの意志がせりあがるオリエンテーションとがぶつ

かったり交渉したりする「場」が，都市である。こう

して都市民俗学・都市人類学・都市社会学の書を読

む。グローバライゼーションやローカル文化の問い，

観光人類学の問いも当然かかわることになるだろう。 
日本の都市人類学者・都市民俗学者の著作を連読し

な が ら ， さ ら に "urban Anthropology" (ed. by 
Southall, Oxford U.P.）を併読し，観光人類学や「開

発」人類学の著作と照らしつつ，都市における人間の

生き方を考える。大学院生の個人テーマ発表と重ねな

がら，演習のかたちでディスカッションしていきた

い。 
 
歴史民俗学特論 

フィールドワークの実践 

講 師 神 田 より子 

授業科目の内容： 

講義の内容は受講者と相談の上で決めたい。但し今

年度は昨年度に引き続き具体的な調査実習を伴う予定

なので，受講者は長期休暇などに実習に参加できる事

が望ましい。 
 
コミュニケーション特論 

説得・影響・普及 

文学部 教 授 榊   博 文 

授業科目の内容： 

広く「影響過程」の一般的問題を扱うが，特に他

者・集団の態度・意見・行動を効果的に変化させるた

めの「説得戦略」に関する実証的研究及び理論を講義

する。 
これらは，個人を対象とした説得，営業，セール

ス，宗教勧誘，法廷での弁術，カウンセリングなどと

直接的に関連するのみならず，マス・コミュニケー

ションの説得効果，広告，宣伝，大衆操作，閾下刺激

効果などとも関連する基本的かつ重要な問題を扱うも

のである。 
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コミュニケーション特論 

商学部 助教授 吉 川 肇 子 

授業科目の内容： 
 組織コミュニケーションについて詳細に論じま

す。文献講読とともに，受講生の研究計画の検討な

ども行います。 
 
コミュニケーション特論 

メディア・コミュニケーション研究所 
教 授 菅 谷   実 

授業科目の内容： 

春学期および秋学期を通して，ネットワーク理論に

ついての文献を講読する。 
 
マス・コミュニケーション特論 

法学部 教 授 大 石   裕 

授業科目の内容： 
 マス・コミュニケーションに関する文献・論文を読

み，それについて討議する。 
 
マス・コミュニケーション特論 
 ジャーナリズム，メディア研究 

講 師 大 井 眞 二 

授業科目の内容： 
M．ウェバーの『プロテスタンティズムの倫理と資

本主義の精神』になぞらえる訳ではないが，プロテス

タンティズムの神学が近代ジャーナリズムの誕生に重

要な関わりをもったことは，コミュニケーション研究

者ならずとも，意外に見落とされてきた論点と言える

かもしれない。現代米国において，モラル・マジョリ

ティやキリスト教右派の団体の活動が米国の政治を左

右する重要なアクターであり，またメディアにも重大

な影響を与えているように，アングロ・アメリカン・

ジャーナリズムは起源から今日に至るまで，こうした

宗教や宗教と密接な関係をもつ道徳との関わり合いを

離れて存在し得なかった。 
そこで，本講義では以下のテクストを参照しなが

ら，メディアと宗教の問題を歴史的コンテクストにお

いて考えてみたい。 
 
マス・コミュニケーション特論 
 政治コミュニケーション研究／世論研究 

講 師 谷 藤 悦 史 

授業科目の内容： 
本マス・コミュニケーション特論では，春学期には

政治コミュニケーションについて，秋学期には，世論

について広く検討する。春学期の政治コミュニケー

ションについては，現代民主主義国家における政治情

報，マス・メディアとジャーナリストの政治的役割，

選挙過程と政治マーケティング，政治宣伝などの問題

を扱うが，本年はマス・メディアと民主主義が中心的

テーマになる。 
秋学期の世論研究では，近代啓蒙期における世論観，

近代民主主義と世論，現代民主主義における世論の

位置，現代における世論形成過程，現代の世論論争

などについて検討する。 
 
マス・コミュニケーション特論 
 政治的コミュニケーション論 

講 師 鶴 木   真 

授業科目の内容： 
政治社会学の一領域としての，「政治的コミュニ

ケーション」の視点から，現代の国際社会の情報化が

もたらす「新しい生活危機」について，受講生と共に

考察する。 
 
社会心理学特論 

比較文化心理学 

文学部 教 授 三 井 宏 隆 

授業科目の内容： 

社会心理学の立場から，比較文化研究の現状を考察

する。 
 
社会心理学特論 
 組織の中の人間行動・キャリア発達・マイクロ組織行

動論 

文学部 教 授 南   隆 男 

授業科目の内容： 
産業・組織心理学／組織行動論の領域における基礎

的な学習を（春学期)，そして，最近の研究の動向を

考究する（秋学期)。 
 
社会心理学特論 
 ニュース報道と社会認識 

 メディアコミュニケーション研究所  
教 授 萩 原   滋 

授業科目の内容： 
本年度は，ニュース報道と社会認識との関係を取り

上げてみたい。特に報道メディアとしてのテレビの特

性に焦点を合わせ，その社会的役割や影響力などを新
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聞やインターネットと対比して検討すると共に，外国

に関する知識やイメージ，世界像を形成するうえで外

国関連報道が果たす役割についての理解を深めたい。 
 
社会学史演習 

論文作成指導 

文学部 教 授 浜   日出夫 

授業科目の内容： 

受講者の関心にしたがって最近の文献のレビューを

行なう。また論文作成の指導を行なう。 
 
社会学演習 

教育達成の機会不平等 

文学部 教 授 鹿 又 伸 夫 

授業科目の内容： 

社会階層と社会移動に関わる実証的研究を扱う。と

くに教育達成における不平等に焦点をあてたい。先進

各国では教育制度改革と高学歴化によって教育の不平

等が緩和されてきたかにみえるが，実質的には出身階

層格差が温存されている，という議論がある。その議

論を検証する国際比較も活発におこなわれてきた。そ

うした研究の動向を検討したい。 
 
社会学演習 

文学部 教 授 平 野 敏 政 

授業科目の内容： 

履修者各人の修士論文テーマ，博士論文テーマに基

づく発表と，履修者を含めた議論を通して各人のテー

マ研究を深める。 
 
社会学演習 

都市生活と公共性の比較社会学 

文学部 教 授 藤 田 弘 夫 

授業科目の内容： 

近年，人文・社会科学は急激に変化している。社会

学もその例外ではない。社会学は他の学問分野にも増

して，激しい変化に見舞われ，その存在理由を問われ

ている。今年はロンドンで 2004 年に社会学会が開か

れてから，２世紀目になる。その時 C.ブースの司会

で行われた P.ゲデスの報告は，都市社会学の誕生を

告げるものであった。この講演は田園都市論で有名な

E.ハワードなどの多くの出席者から賛辞をもって迎え

られた。 
本講義は，一世紀にわたる都市社会学の展開を導き

の糸として，社会学の足跡をたどりながら現在「人

文・社会科学」の直面している問題を，最近の「公共

性論」の観点から講じたい。そのことによって，社会

についての理解が少しでも深まればと思っている。 
また，この作業と平行して，神田神保町の古書店街

とイギリスのウェールズの片田舎にある古書の村ヘ

イ・オン・ワイを，街づくりの観点から比較研究した

いと考えている。 
 
社会学演習 
 社会学における進化的方法 

文学部 助教授 織 田 輝 哉 

授業科目の内容： 
ゲーム理論の社会科学への応用は従来から盛んで

あったが，近年は人間の合理性の限界を前提とした進

化ゲーム的アプローチによる研究が増えつつある。こ

の授業では進化ゲーム分析の基礎的な方法と社会学へ

の応用についてテキストを用いつつ学習していくこと

を目指す。ただし，出席者の知識に応じて下に示すテ

キストを適宜変更することも考えられる。 
 
社会学演習 

法学部 教 授 有 末   賢 

授業科目の内容： 
 基本的には受講生の研究テーマの報告を主として授

業を進めていく予定である。人数にもよるが，修士論

文，博士論文，学会報告，投稿論文などの中間報告と

して討論を進めていきたい。 
 場合によっては，文献の輪読，ゲスト・スピーカー

の講演なども考えられる。 
 
社会学演習 

グローバリゼーションと人種・民族・エスニシティ・

多文化主義の政治・社会学 

法学部 教 授 関 根 政 美 

授業科目の内容： 

＊本授業は，本授業担当者を指導教授とする大学院

前期博士（修士）課程院生の修士論文作成指導のため

の授業であるが，他の院生の受講を妨げるものではな

い。 
＊授業の内容は，各院生の研究報告をもとに質疑応

答を行う演習授業とする。修士論文作成を中心として

授業となるので，①修士論文の内容に関連した先行研

究としての研究書あるいは論文についての報告・質疑

応答，②修士論文そのものの報告と質疑応答，などを

行う予定である。 
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＊なお，必要に応じて，学部研究会学生の聴講を求

める場合もある。＊なお，関根を指導教授としないも

のでも修士論文作成に当たり，参考のため授業に参加

したいという院生は相談すること。 
 
社会史演習 

経済学部 教 授 松 村 高 夫 

経済学部 教 授 金 子   勝 

経済学部 教 授 倉 沢 愛 子 

経済学部 教 授 清 水   透 

授業科目の内容： 

 社会史は，具体的・歴史的事象を細部にわたり分析

すると同時に，絶えず新しい領域を開拓し，新しい方

法論的枠組を創りだすことにある。その意味で，固定

した方法・領域をもたない。活発な議論を通して参加

者各自の研究が刺戟されるよう運営していきたい。 
 担当者と院生による報告と討論を重ねていく。担当

者の専門から，日本，イギリス，東南アジア，ラテ

ン・アメリカが中心となるが，報告は必ずしもこれら

の領域には限られない。 
 
文化人類学学説演習 

文学部 教 授 宮 坂 敬 造 

授業科目の内容： 
文化人類学諸学説をその時代背景とパラダイムとの

かかわりに留意しつつ，社会認識論的分析の地平に

たって検討する演習をおこなう。日本民俗学等の学説

の流れは他コースであつかわれているので，本コース

では欧米にはじまった国際的学派の検討が中心。本年

度は，医療および宗教（ただし，宗教学系プロパーの

内容および現代の宗教人類学系の話題は他コースで提

供されているので，本コースでは直接あつかわず，学

説の関連の範囲で取りあげる），さらには文化精神医

学の動向の一部をとりあげて検討していく。主として

80 年代以降の文化批判人類学の流れとの関係であつ

かうが，一部は人類学的医療・宗教研究の基礎的文献

をもちいて学説に関する演習をおこなう。ひとつの柱

は，社会科学的でありつつも人文学的人類学思想史と

いった色彩になり，単に調査にいってすぐ調べてわか

ることを報告するという姿勢だけでなく，異文化理解

調査方法論批判，ポスト・コロニアリズム言説分析・

心理人類学の衰退と復活などの話題もふまえた＜理論

的構造的動態理解＞を重視する。文献については講義

時に指示する。 
 

文化人類学学説演習 
 宗教人類学の基礎 

文学部 助教授 樫 尾 直 樹 

授業科目の内容： 
宗教人類学の近年の英語文献を読むことを通して，

人類学の現代的可能性を探究する。 
 
文化人類学演習 

文学部 教 授 鈴 木 正 崇 

授業科目の内容： 

文化人類学・民俗学・宗教学に関係する修士論文と

博士論文の作成のための指導を行なう。 
 
民俗学演習 
 宗教民俗学を中心として 

文学部 助教授 樫 尾 直 樹 

授業科目の内容: 
各自の問題意識に基づき，レジュメをきって発表を

行うことによって，民俗学の方法と認識に対する理解

を深め，新しい領野を切り開くことを目的とする。 
 
歴史民俗学演習 

文学部 教 授 鈴 木 正 崇 

授業科目の内容： 

文化人類学・民族学・宗教学の日本語文献を読む演

習で，古典・話題作・翻訳などを幅広く選定して，履

修者の研究内容に応じたテキストを選び，報告や討論

を行う。最初の時間に文献リストを配布して予定を立

てる。 
 
コミュニケーション演習 

説得・影響・普及およびその関連分野 

文学部 教 授 榊   博 文 

授業科目の内容： 

履修者の修士論文の検討・指導をおこなう。また，

普及理論及び説得理論の構築を検討する。 
 
マス・コミュニケーション演習 

法学部 教 授 大 石   裕 

授業科目の内容： 
 学会発表や論文作成に向けて，受講者各人が発表

し，それに基づいて討議する。 
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マス・コミュニケーション演習 
 エスニック・ジャーナリズムを考える 

講 師 鶴 木   真 

授業科目の内容: 
田村紀雄著のテキストをもとに，広くエスニック・

ジャーナリズムについて考察する。授業担当者の鶴木

は，日系アメリカ人研究，イスラエルのユダヤ人研

究，東南アジアの華僑・中国系人研究をフィールドと

して手がけて来たので，この範囲でのエスニック・

ジャーナリズム研究指導としたい。 
 
社会心理学演習 

論文指導 

文学部 教 授 三 井 宏 隆 

授業科目の内容： 

修士論文及び論文指導。 
 
社会心理学演習 
 キャリア発達論・組織行動論 

文学部 教 授 南   隆 男 

授業科目の内容： 

「キャリア発達／キャリア・デザイン／キャリア・

カウンセリング」関連の，昨年度中に刊行された文献

（四文献を予定）を講読し，当該の問題領域の“問題

点”を批判的に検討・吟味したい。 
 
社会心理学演習 

メディアコミュニケーション研究所 
 教 授 萩 原   滋 

授業科目の内容： 
ニュース報道と社会認識との関係を主題として，演

習を行う。 
 

 
 

心 理 学 専 攻  
 
実験心理学特論Ⅱ（春学期） 
 空間と運動の知覚 

講 師 吉 村 浩 一 

授業科目の内容： 
Irvin Rock が展開した知覚は問題解決過程との主

張を基本に据え，空間と運動をめぐる諸現象を捉え

る。逆さめがねの問題をはじめ知覚研究から認知研究

全般へと広がる授業展開を目指します。 

実験心理学特論Ⅲ（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 スクーラー，ジョナサン W. 

後日掲示にて指示。 
 
比較心理学特論Ⅱ（秋学期特定期間集中） 
 行動生態学入門 

講 師 粕 谷 英 一 

授業科目の内容： 
行動生態学に基き，動物行動の異変がどのように説

明され，明らかにされたかを述べる。特に進化理論と

その動物行動への適用に関して重点をおいて説明す

る。 
 
計量行動学特論Ⅰ（春学期集中） 

環境情報学部 教 授 渡 辺 利 夫 

授業科目の内容: 
本講義は，心理学で使用する多変量解析について

理論的および実践的視点から学んでゆく。具体的な

内容は，以下の通りである。 
1.行列 2.重回帰分析 3.主成分分析・因子分析 4.
ＭＤＳ 5.クラスター分析 6.判別分析 7.数量化理

論 
また，実際にデータを分析するにあたり，フリーソ

フトウエアのＲ言語を使用する。Ｒ言語の基礎知識は

特に必要としないが，授業中に各自ラップトップコン

ピュータを持参することが望ましい。なお，大学よ

り，ラップトップコンピュータの貸し出しもあるので

それを利用することも可能である。 
 
神経科学特論Ⅱ（秋学期） 

講 師 杉 下 守 弘 

授業科目の内容： 
近年，脳の断層撮影や磁気共鳴画像の発展により，

脳の損傷部位や形態を容易に，とらえられるように

なった。また，機能的 MRI や陽電子放出断層撮影な

ど脳を研究する新しい方法が登場した。従って，脳と

「こころ」との関連も研究が容易になり，最近では著

しい進展が見られている。脳を検索する技術の進歩が

予見されるので，このような傾向は今後ますます増大

すると考えられる。いいかえれば，人間の「こころ」

について学ぶには脳との関連を避けて通れなくなって

きたと言えよう。本講では言語，記憶，知覚，意識と

脳の関係について最近の知見を中心に論ずる。 
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神経科学特論Ⅲ（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 マンディ，ピーター C. 

授業科目の内容: 
後日掲示にて指示。 

 
精神医学特論 
 精神医学はどこまで科学か 

医学部 専任講師 村 松 太 郎 

授業科目の内容： 
精神医学で扱うものの中には，自然科学的手法で充

分に解明されているものと，解明にはほど遠いものが

混在している。しかしながら，脳とそこから派生する

精神現象の中の，どの部分が解明され，どの部分が解

明されていないかということについての人々の誤解は

大きく，このことが精神医学に対する過剰な期待やそ

れとは正反対の深い不信，ひいては精神疾患に悩む

人々を不必要に苦しめることにもつながっている。 
講義では，臨床現場の実態を紹介しつつ，精神医学

が解明している事実と神話の正しい峻別をする知を身

につけることを主要な目標とする。もちろんこの「解

明している事実」の内容が日々変化していること，そ

して近い将来に予測される変化についても言及する。 
 
臨床心理学特論Ⅱ（春学期特定期間集中） 

 発達障害児における発達臨床心理学 

講 師 井 上 雅 彦 

授業科目の内容： 
何らかの発達障害のある児童生徒は全児童人口の

7％ともいわれる。発達障害に対してはライフステー

ジに応じて，一人一人の対象児.者の心理的・発達的

問題を適切にとらえ，個々のニーズにあった支援を

行っていくことが重要となる。本講義では，集団適応

が困難な自閉性障害・学習障害・注意欠陥多動性障害

等の行動障害・情緒障害を有する児童生徒のアセスメ

ントと適応行動の獲得・家族支援に関して応用行動分

析学に基づいた指導法・技法について学習する。 
 
臨床心理学特論Ⅲ（秋学期） 
 認知発達の障害とその対応 

講 師 熊 谷 恵 子 

授業科目の内容： 
特別支援教育に新たに支援対象となった学習障害，

注意欠陥多動障害，高機能自閉症等，いわゆる軽度発

達障害の子どもたちへの支援を中心に，その査定方法

および対応方法について講義を行なう。また，これら

の子どもたちは発達の早期において，状態像がわかり

にくい。この時期に具体的にどのような支援を行うか

についても，その基本的考え方と実際の支援方法につ

いて講義を行なう。 
 
精神動作研究（通年特定期間集中） 
 ヒューマンエラー・事故の心理学 

講 師 臼 井 伸之介 

授業科目の内容： 
精神動作研究，つまり知覚運動協応のようなテーマ

は古くから「技能」の研究として，応用心理学の重要

な研究課題であった。本研究では技能習得と密接な関

係にある人間の失敗，すなわちヒューマンエラーに焦

点を当て，その認知的発生プロセスについて解説す

る。また高度にシステム化された現代社会において，

人間の些細なミスが大事故につながる可能性がある

が，その事故発生に人間がいかに関与するか，その防

止に心理学がいかに貢献しうるか等について本講義で

は考える。 
 
心理学特殊実験 A 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

授業科目の内容： 

本実験は心理学実験の組み方，解析法を年間を通じ

て学ぶものである。 
 
心理学特殊実験 B 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

授業科目の内容： 

本実験は心理学実験の組み方，解析法を年間を通じ

て学ぶものである。 
 
知覚心理学演習 
 知覚の基礎理論 

文学部 教 授 増 田 直 衛 

授業科目の内容： 
 知覚心理学における重要な理論ならびに方法を過去

から現在にいたるまで，比較検討し，今後の知覚研

究のあり方を探る。 
 
発達心理学演習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

授業科目の内容： 
本演習では，「言語発達の基礎」ならびに「言語発

達の支援」を系統的に学習する。まず，それらの概説
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を講義によっておこなう。次に，各テーマについての

内外の最先端の研究を発表，討議する演習を行う。

テーマは，以下のものである。 
（1）言語発達と言語発達支援の概説 
（2）言語発達の生物学的神経科学的基礎 
（3）言語発達とコミュニケーション 
（4）言語発達と認知 
（5）文法の獲得 
（6）読み書きの獲得 
（7）言語発達のアセスメント技法 
（8）言語発達障害のメカニズム 
（9）言語障害と言語発達支援 
（10）発達障害と言語発達支援 
（11）コミュニケーション支援 
（12）言語発達支援の場 

 
行動分析学演習 

文学部 教 授 坂 上 貴 之 

授業科目の内容： 
 下記のテキストを読む予定である。 
 
認知心理学演習 
 人間の認知・記憶研究の最前線 

文学部 教 授 伊 東 裕 司 

授業科目の内容： 
 人間の認知・記憶に関する最近の研究論文の講読と

議論を行う。 
 
生物心理学演習Ⅰ 

文学部 教 授 渡 辺   茂 

授業科目の内容： 

展望論文を書くことを目的とした授業である。はじ

めに論文数 100 程度のテーマを決め，展望論文の構

成法を身につけた上で，毎週 power point を使って数

編づつ論文を紹介し，最後に展望論文を提出する。論

文紹介では全員が討議に参加し，論文査読のための訓

練を行う。 
 
生物心理学演習Ⅱ 

文学部 教 授 小 嶋 祥 三 

授業科目の内容： 
認知機能と脳機能の研究を重ね合わせて，現象を理

解することを目指す。 
 

行動修正実習ⅠA 
臨床発達心理学の実習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

講 師 土 屋   立 

授業科目の内容： 

本実習では，行動修正（behavior modification），
応用行動分析学（applied behavior analysis）の枠組

み，技法を中心として，発達臨床や発達支援において

必要な諸技法の実習を行う。様々な発達障害を持つ子

どもと保護者に実習室に来談してもらい，十分な説明

と合意を前提として，⑴コミュニケーションの発達支

援，⑵認知機能の発達支援，⑶社会性の拡張と情動の

安定化のための発達支援，などを実施する。受講生

は，担当者のスーパーバイズのもと，実際に発達支援

を実施する。実習を通して，発達障害の評価，発達検

査・心理検査などによるアセスメントの実施，軸とな

る行動の抽出，技法の選択と導入，単一事例研究計画

法にもとづく介入効果の評価，学校や園への波及効果

の評価，保護者・関係機関へのコンサルテーション，

などを学ぶ。学年末には事例報告を提出することを条

件とする。 
 
行動修正実習ⅠB 

臨床発達心理学の実習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

講 師 土 屋   立 

授業科目の内容： 

行動修正実習 IA と同じ。 
 
 
 

教 育 学 専 攻  
 

【共通】教育学演習 
 教育（学）の専門的研究入門 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
この演習では，教育学専攻において学位（修士）論

文を執筆するための専門的研究の前提となる基礎的認

識と方法論を習得することをめざす。大学院において

教育（学）研究に従事するというのはどのようなこと

なのか。学士課程における卒業論文作成や，教育学を

専門としない人びととの教育に関する認識やアプロー

チとどのような差異があるのか。こうしたことを自覚

的に問い直し，教育（学）の専門的研究者として自立
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するための基盤を築く作業をしてもらう。 
もっとも担当者は，18・9 世紀的な「教育学」とい

う枠組みにしがみつくつもりはない。現在，教育学の

関連学会は 100 を越えている。こうした教育（学）

研究の専門分化や細分化を手放しで是認しようとは思

わないが，教育事象・問題を構成する領域とそれへの

専門的研究のアプローチ方法は多彩であるはずだし，

決して固定化されるものでもない，と考えている。む

しろこれから研究の世界に飛び込もうとする諸君に

は，「教育」概念の再定義とそれにアプローチする視

座の再構成に積極的かつ自覚的に挑戦することを求め

る。 
 

【88 学則】教育学特論Ⅰ 
【04 学則】教育哲学演習 

文学部 教 授 舟 山 俊 明 

授業科目の内容： 
本年度からのこの授業の課題は，以下のテキストを

輪読しながら 19 世紀後半から 20 世紀初頭ドイツに

おける人文科学史（精神科学史）一般を，当時の精神

史や社会史を背景にして考察し，併せて同時代の教育

学の学理論論争の現代的意義を考えることにある。 
 

【88 学則】教育学特論Ⅰ 
【04 学則】教育哲学演習 

 教育における「知る」「知識」概念の哲学的分析 

講 師 生 田 久美子 

授業科目の内容： 
本講では教育における「知る」「知識」の問題を，

哲学的分析アプローチによるこれまでの学的成果を理

解することから始め，さらに関連諸科学（認知科学，

ジェンダー学，理数科学 etc.）における最新の「知

識」をめぐる議論を概観することを通して，再検討し

ていく。具体的には，前期 15 回では，現在は古典と

もなったイズラエル・シェフラー著『教育のことば』

『知識の条件』，およびギルバート・ライル著『心の概

念』を精読し，それを踏まえて，後期 15 回では上記

にあげた他の諸科学における当の問題の取り扱い方に

ついて批判・検討を試みる。 
 

【共通】教育哲学特論 

文学部 教 授 舟 山 俊 明 

授業科目の内容： 
本年度からこの授業の課題は「教養の歴史社会学」

というテーマのもとに，以下のテキストを輪読しなが

らヨーロッパ社会における「Bildung 教養」観の変遷

およびその制度化過程を考察することにある。わけて

も近現代社会の展開と人文科学（精神科学）の連関に

焦点を当てながら，今日におけるその意義ついて吟味

を加えることが本授業の主たる目標である。 
 

【共通】教育学史特論 
 ヘルバルト教育学研究 

文学部 助教授 真 壁 宏 幹 

授業科目の内容： 
昨年に引き続き近代教育学の古典であるヘルバルト

『一般教育学』を丁寧に「読んでいく」ことにしま

す。講読が終わった後は，日本におけるヘルバルト研

究の検討を行ないたいと考えています。 
 

【共通】教育史演習 
 明治儒教の教育史的検討 

文学部 教 授 山 本 正 身 

授業科目の内容： 
近代日本の教育システムが西洋の教育制度・思想を

模範として形成されてきたことはいうまでもないが，

その一方でそれは伝統的な儒教思想をその方針の基本

に据えるものでもあった。このいわば「開化」と「復

古」の二方針がなぜ齟齬を来さずに日本の近代教育の

内部で共存しえたのか。本演習はこの問題を受講者と

ともに吟味することを目的とする。 
具体的には，今年度は二つの作業を併行して推進す

る。その一つは，明治儒教の立役者というべき元田永

孚（1818-1891）の生涯と思想を，彼の「還暦の記」

および「古稀の記」（元田竹彦・海後宗臣編『元田永

孚関係文書』第一巻，元田文書研究会，1969 年，所

収）に基づいて考察することであり，もう一つは，受

講者の研究報告に基づいて日本近代教育と明治儒教と

の関連について検討を加えることである。 
授業のスケジュールは受講者が確定した段階で決め

るが，受講者にはほとんど毎回のように何らかの形で

の報告（文献講読にせよ研究報告にせよ）が課せられ

ることになるはずである。 
 

【共通】教育史演習 

教職課程センター 教 授 米 山 光 儀 

授業科目の内容： 

教育史に関わる論文作成指導を行なう。学会・研究

会での発表準備を行なうことも考えている。授業では

原則として，参加者が執筆してきた論文を検討する。 
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【共通】教育史演習 

講 師 田 中 克 佳 

授業科目の内容： 
Lawrence A. Cremin: AMERICAN EDUCATION— 

The Colonial Experience 1607～1783, 1970, Harper 
& Row, N.Y.の講読。 

今年度は，「BOOK Ⅱ  PROVINCIALISM 1689-
1783 PART V REPUBLICANISM」（同書，P395 の

Ⅱ以降）を講読する。 
 

【共通】教育史特論Ⅰ 

 近世教育思想史研究の課題と展望 

文学部 教 授 山 本 正 身 

授業科目の内容： 
本特論は，江戸時代の教育思想史研究のこれまでの

到達地点を受講者に提示するとともに，それを踏まえ

てこの分野での今後の研究課題と展望を相互に協議・

吟味することを目的とする。 
春学期は，近世教育思想史の研究動向と，主要な教

育思想の思想構造に関する講義を行う（ただし，折に

ふれて受講者に報告を求めることもあり得る）。そし

て秋学期には，受講者の研究報告を中心として，個々

の研究事例に関する討議を行っていく。 
受講者には，春学期には最低限一回の，秋学期には

かなりの頻度の研究レポートが課せられることにな

る。 
なお，授業のスケジュールは受講者が確定した段階

で決める。 
 

【共通】教育史特論Ⅱ 

教職課程センター 教 授 米 山 光 儀 

授業科目の内容： 

この授業では二つのことを目的とする。第一は，参

加者が共通に日本教育史の基礎的な知識を持つことで

ある。そのために最近出版された通史的要素を持つ書

籍を読む。第二は，参加者の研究に必要な先行研究を

検討することである。参加者は原則として毎回報告す

ることが課せられる。詳細については，第一回目の授

業で相談する。 
 

【共通】比較教育学演習 
 Academic Profession の日米比較 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
今年度も引き続き，＜Academic Profession＞につ

いて検討する。下記のテキストをもとに，アメリカ合

衆国における大学教師・研究者の養成過程について検

討するとともに，その「専門職」（性）とは何か，と

いう問題を日米比較の観点から議論する。 
なお，上の内容をベースにしつつも，必要に応じて

随時，履修者の個別研究テーマに関する報告・相互検

討の機会を設け，学位（修士）論文作成の準備も行

う。 
 

【88 学則】比較教育学 
【04 学則】比較教育学特論Ⅰ 
 Literacy と Learning をめぐる比較教育学的研究 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続き，＜“Learning”とは何か＞を

テーマとする。最近の教育学では，「学び」論が隆盛

している。近代的「教育」概念の操作性を批判する観

点から，教育的関係論において，「教え」の極小化＝

「学び」の極大化の傾向が強まっている。こうした動

向の現状と今後を批判的に展望するために，この授業

では，「学び」「学習」「学問」などの多様な含意をも

つ Learning 概念を，教育学・心理学・社会学・哲

学・思想史学などさまざまなアプローチのもとに学

際・国際的・比較文化的に考察することを試みる。 
特に今年度は，上記の大きなテーマを，"Literacy"

をめぐる問題や理論に焦点化して検討・討論したい。

「読むこと・書くこと」と「学ぶこと」の連関を，さ

まざまな文化や社会・制度の歴史的文脈のなかで相対

化することによって，いまの「教育」を再検討するた

めの理論＝概念装置を構築することをめざす。具体的

には，まず『教育学研究』（日本教育学会）第 70 巻

3・4 号＜特集：公教育とリテラシー＞掲載の諸論文

を検討した後，各履修者の研究課題にひきつけた形

で，当該テーマに関する報告・討論を行う。 
 

【88 学則】教育行政学特論 
【04 学則】比較教育学特論Ⅱ 

講 師 坂 本 辰 朗 

授業科目の内容： 
本コースでは，比較高等教育システム論の観点か

ら，日米の高等教育行政の諸問題を取り上げます。ア

メリカ・モデルは高等教育システムとして，現在，日

本も含めて多くの国々に影響をあたえています。ここ

では，大学の中から外（たとえば，政府，地域社会，

企業など）を視てゆくことにします。 
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【88 学則】教育心理学演習Ⅱ 
【04 学則】教育心理学演習 

行動遺伝学とその周辺 

文学部 教 授 安 藤 寿 康 

授業科目の内容： 

前期 行動遺伝学の方法論に関する主要な論文を講読

します。 
後期 各自の関心に沿った literature review とそれ

に基づく各自の研究計画を検討します。 
 

【88 学則】教育心理学演習Ⅱ 
【04 学則】教育心理学演習 

文学部 教 授 大 村 彰 道 

授業科目の内容： 
理科・自然科学の教科書を理解しやすく，興味深いも

のにするための心理学的研究を議論する。 
 

【88 学則】教育心理学演習Ⅰ 
【04 学則】教育心理学演習 

認知科学の方法 

言語文化研究所 教 授 大 津 由紀雄 

授業科目の内容： 

Ray Jackendoff の Foundations of Language
（Oxford, 2002）の検討をとおして，認知科学の方法

について考える。本年度は昨年度の継続作業となる

が，新規受講者も受け入れる。受講希望者は必ず第１

回目の講義に出席のこと。やむをえない都合で欠席す

る場合は必ず事前に担当者に連絡のこと。 
 

【共通】教育心理学特論Ⅰ 

個人差の心理学 

文学部 教 授 安 藤 寿 康 

授業科目の内容： 

認知能力，パーソナリティ，問題行動，脳機能な

ど，心的機能とその生物学的基盤の個人差の形成に関

連する最新のあるいは代表的な英語文献を講読しま

す。 
 

【共通】教育心理学特論Ⅱ 
 「家族関係とメンタルヘルス」 

講 師 菅 原 ますみ 

授業科目の内容： 
個人の社会的適応にとって家族関係は大きな役割を

果 た す 。 本 講 で は ， 親 子 関 係 （ Child-Parents 
relationship）,きょうだい関係（Sibling relationship）,

夫婦関係（Marital relationship)，親としての役割遂

行（Parenting)，家族機能（Family Functioning）
などのテーマについて，メンバーのメンタルヘルスと

の関連を中心に検討していく。 
 

【共通】教育心理学特論Ⅲ 
生成文法 

講 師 鈴 木   猛 

授業科目の内容： 

参加者の興味・修士論文のテーマ等に合わせて重要

な論文等を読んでいく。 
 

【共通】教育心理学特論Ⅳ 

文学部 教 授 大 村 彰 道 

授業科目の内容： 

認知科学，学習心理学，教授心理学の中から，大村

の指導のもとに文献を選び，研究計画を作成する。 
 

【共通】教育心理学特論Ⅴ 

教職課程センター 教 授 鹿 毛 雅 治 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続き「学習意欲」に関する英文の心理

学文献を扱います。参加者全員が毎回必ず文献を発表

することとし，それをもとに教育心理学の観点から討

議します。また，参加者には毎回のレポート提出だけ

でなく，半期ごとにレビュー論文の提出を求めます。

密度の濃い授業となるように，問題関心の高い学生諸

君の履修を希望します。 
 

【共通】教育心理学実習 
重回帰分析関係のテキストの講読 

講 師 渡 辺 恵 子 

授業科目の内容： 

教育心理学に関係する分野の諸事象を，いくつかの

変数によって説明するための手法としての重回帰分析

をテキストにしたがって学び，各自の研究に応用でき

るようにする。 
 

【共通】教育学特講（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 ジャッケンドフ，レイ 

授業科目の内容： 
言語の認知科学についての集中講義。生成文法につ

いての知識を前提とする。受講希望者は 4 月中に大

津由紀雄（言語文化研究所 oyukio@sfc.keio.ac.jp）ま

で電子メールを送信すること。 
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【共通】教育学特講（春学期特定期間集中） 
 レトリックの人間形成論 

講 師 加 藤 守 通 

授業科目の内容： 
近代教育学において，言語教育論は中心的な役割を

担ってきた。われわれが受けてきた語学教育もそのひ

とつの所産である。とはいえ，近年，このような言語

教育論の限界を露呈させるような状況が生じている。

この講義では，ペスタロッチやヘルバルトに代表され

る近代の言語教育論の特徴を押さえたうえで，それに

対するオルターナティヴとしてレトリック・ヒューマ

ニズム的伝統を取りあげ，その人間形成論的な意義を

検討する。考察の中心は，ルネサンスのヒューマニズ

ムと古代ギリシャ・ローマのレトリックである。 
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講義要綱（博士課程）  

 
 

社 会 学 専 攻  
 
社会学特殊研究 

個人化 

文学部 教 授 浜   日出夫 

授業科目の内容： 

個人化という現象について検討する。べック，ジン

メル，デュルケム，エリアスなどの文献を講読する予

定。 
 
社会学特殊研究 

日本の家と家族をめぐる研究 

文学部 教 授 平 野 敏 政 

授業科目の内容： 

文献の輪読と講義を通して，家族および家の理論の

理解を深めると同時に，現代日本の家族をめぐる具体

的問題について検討する。 
 
社会学特殊研究 

都市生活と公共性の比較社会学 

文学部 教 授 藤 田 弘 夫 

授業科目の内容： 

近年，人文・社会科学は急激に変化している。社会

学もその例外ではない。社会学は他の学問分野にも増

して，激しい変化に見舞われ，その存在理由を問われ

ている。今年はロンドンで 2004 年に社会学会が開か

れてから，２世紀目になる。その時 C.ブースの司会

で行われた P.ゲデスの報告は，都市社会学の誕生を

告げるものであった。この講演は田園都市論で有名な

E.ハワードなどの多くの出席者から賛辞をもって迎え

られた。 
本講義は，一世紀にわたる都市社会学の展開を導き

の糸として，社会学の足跡をたどりながら現在「人

文・社会科学」の直面している問題を，最近の「公共

性論」の観点から講じたい。そのことによって，社会

についての理解が少しでも深まればと思っている。 
また，この作業と平行して，神田神保町の古書店街

とイギリスのウェールズの片田舎にある古書の村ヘ

イ・オン・ワイを，街づくりの観点から比較研究した

いと考えている。 
 

社会学特殊研究 

経済学部 教 授 倉 沢 愛 子 

経済学部 教 授 清 水   透 

授業科目の内容： 

フィールドワークを基礎とする歴史研究を踏まえつ

つ，以下の 3 点を中心に議論・検討する。 
⑴ 歴史学の方法：文献史学とオーラルヒストリー 
⑵ 研究者と研究対象との関係性：知的営みとしての

歴史研究と日常 
⑶ 個と普遍の問題：個と大状況，日常と非日常 

 
社会学特殊研究 
 グローバル経済と都市・地域の変動 

経済学部 教 授 杉 浦 章 介 

授業科目の内容： 
トランスナショナルな生産，物流ネットワークや，

FDI パターンの変化に伴って，各国民経済のみなら

ず，都市経済や産業集積に大きな変化が起こってい

る。このような現状とその将来について，基礎的な文

献や最新の動向を紹介しながら，この分野における分

析的研究や論文の作成を支援することを目的とする。 
 
社会学特殊研究 

経済学部 教 授 松 村 高 夫 

授業科目の内容： 

社会史は，「下からの歴史」を「上からの歴史」と

の関連において描くために，「総合の学」＝関連諸

ディシプリンの援用をもってその方法的特徴としてい

る。講義とそれに続く討論を通じて，新しい論点の提

起，方法的枠組の再構築を試行したい。読むべき文献

は，そのテーマ毎に指示する。 
 
社会学特殊研究 

経済学部 助教授 飯 田   恭 

助教授 崔   在 東 

授業科目の内容： 

本科目では，社会経済史の視点から，欧米を中心と

する各地の歴史を考察する。とりわけ「日常」にかか

わる具体的な歴史事象を，社会経済の「構造」と関連

づけながらとらえる方法を陶冶することを目的としつ

つ，活発に討論したい。 

本科目で取り上げる（担当教員が専門とする）テー

マは，およそ次のようなものである。 
1. 個と共同体 
2. 家族・親族問題 
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3. 社会的移動の諸相 
受講者の専門・研究テーマ・興味関心が広い意味で

これらのテーマと重なり合えば，問題はない。また，

考察対象地域についても，欧米に限定するものではな

い。 
演習形式を採用する。参加者には，本科目の趣旨を

踏まえた上で，各自の専門領域の研究史・研究動向を

幅広くしかも詳細に紹介し，その中での自らの研究の

位置づけを明らかにするような報告を求める。この報

告を参加者全員で共有し，それについて議論したい。

このことを通じて，何よりも参加者各自の研究が刺激

され，またそれが同時に参加者全員への刺激となるこ

とが望まれる。 
 
社会学特殊研究 

法学部 教 授 有 末   賢 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続いて，質的調査研究論の中から，今

年度はインタヴュー論をとりあげてみたい。英文の文

献を分担して輪読していく形式を考えている。文献に

ついては，確定ではないが，以下のものを考えてい

る。 
後期（秋学期）については，アイデンティティ論な

どについても取り上げてみたいと考えている。 
 
社会学特殊研究 

法学部 教 授 大 石   裕 

授業科目の内容： 
 マス・コミュニケーションに関する文献・論文を読

み，それについて討議する。 
 
社会学特殊研究 
 社会学理論研究 

法学部 教 授 霜 野 寿 亮 

授業科目の内容： 
本講義の狙いは理論社会学の視点を中心に議論する

ことにある。論点を見いだすための文献候補として次

の 3 点を挙げておくが，最終的には履修者の研究関

心にあわせて決めることにしたい。 
 
社会学特殊研究 

グローバリゼーションと人種・民族・エスニシティ・

多文化主義の政治・社会学 

法学部 教 授 関 根 政 美 

授業科目の内容： 

本授業では，授業担当者の専門である「脱工業化・

グローバリゼーションと多文化交錯世界の人種・民

族・エスニシティ・多文化主義の政治社会学」に関連

するテーマを適宜選択して行う。キーワードとしては

他に，移民・難民・外国人労働者，先住民，市民権，

アイデンティティ・ポリティクス，文化戦争，ポリ

ティカル・コレクトネスなどがある。授業担当者は，

以上のテーマを＜現代先進社会（日本含む）＞に共通

する問題として，理論的な考察をするとともに（国際

政治社会学者），現代オーストラリアを題材に，上述

のテーマを中心に考察する地域研究者でもある。本授

業では，理論的考察を中心に実施する予定である。し

かし，日本研究や第 3 世界研究を志す諸君にとって

も民族・エスニック問題を考える上で役立つであろう

し，他の参加者にとってもよい刺激となるだろう。授

業は演習形式で行う。履修者諸君には，英文の最新の

研究書や論文を読んでもらい，内容について報告とコ

メントをしてもらい，質疑応答をしながら授業を進め

てゆくつもりである。履修者の数にもよるが，報告は

1 回のセッションで複数の学生に競争的に行ってもら

う。それは，各自の独自の観点からのコメントを提出

してもらい，授業での議論を盛り上げてもらいたいか

らである。 
 
社会学特殊研究 
 ジャーナリズム，メディア研究 

講 師 大 井 眞 二 

授業科目の内容： 
M．ウェバーの『プロテスタンティズムの倫理と資

本主義の精神』になぞらえる訳ではないが，プロテス

タンティズムの神学が近代ジャーナリズムの誕生に重

要な関わりをもったことは，コミュニケーション研究

者ならずとも，意外に見落とされてきた論点と言える

かもしれない。現代米国において，モラル・マジョリ

ティやキリスト教右派の団体の活動が米国の政治を左

右する重要なアクターであり，またメディアにも重大

な影響を与えているように，アングロ・アメリカン・

ジャーナリズムは起源から今日に至るまで，こうした

宗教や宗教と密接な関係をもつ道徳との関わり合いを

離れて存在し得なかった。 
そこで，本講義では以下のテクストを参照しなが

ら，メディアと宗教の問題を歴史的コンテクストにお

いて考えてみたい。 
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社会学特殊研究 
 政治コミュニケーション研究／世論研究 

講 師 谷 藤 悦 史 

授業科目の内容： 
本社会学特殊研究では，春学期には政治コミュニ

ケーションについて，秋学期には，世論について広く

検討する。春学期の政治コミュニケーションについて

は，現代民主主義国家における政治情報，マス・メ

ディアとジャーナリストの政治的役割，選挙過程と政

治マーケティング，政治宣伝などの問題を扱うが，本

年はマス・メディアと民主主義が中心的テーマにな

る。 
秋学期の世論研究では，近代啓蒙期における世論観，

近代民主主義と世論，現代民主主義における世論の

位置，現代における世論形成過程，現代の世論論争

などについて検討する。 
 
社会学特殊研究 
 政治的コミュニケーション論 

講 師 鶴 木   真 

授業科目の内容： 
政治社会学の一領域としての，「政治的コミュニ

ケーション」の視点から，現代の国際社会の情報化が

もたらす「新しい生活危機」について，受講生と共に

考察する。 
 
社会学特殊研究 

現代社会学理論研究 

講 師 西 原 和 久 

授業科目の内容： 

主として 1960 年代以降の社会学理論を中心に，現

代社会理論を検討します。本年度の目標は，間主観性

論を柱として，グローバル化時代における国家や公共

性を考察することにあります。グローバル化論を含め

て，社会（学）理論全般に関して広く学ぶことが狙い

です。講義の方法は，参加者の発表（各自の研究発

表・担当講読文献の発表など）も織り交ぜて行くつも

りです。なお，講読で取り上げる文献は多岐にわたり

ますが，受講生の関心と響き合うところでを決定して

行くつもりです。 
 
社会学特殊研究 
 都市・消費・生活・市民活動を考える 

講 師 橋 本 和 孝 

授業科目の内容： 

・都市と消費について理解できるようにします。 
・生活研究について解説します。 
・市民活動について理解できるようにします。 
・日本と東アジア，東南アジアの市民活動について理

解できるようにします。 
 
社会学特殊研究 
 国家・資本制のなかの生活文化研究―都市を基軸にして 

講 師 和 崎 春 日 

授業科目の内容： 
国家社会や資本制のなかでの「民俗」や文化のあり

方を考える。これまで，民俗学や人類学は対象を区

切ってそのなかで静態的・整合的に対象文化の中身を

考察してきた。こうした捉え方から脱して，対象文化

を「今」の動きの中に置く。民俗文化や民族文化は，

国民国家という枠組みから力を加えられて生きていか

ざるを得ない。また，世界の隅々にある民族文化でさ

え資本の流れのなかで生きている。常にこうした動き

の中に民族誌を置いて鍛えるトレーニングをするとい

うことである。人々の生活実践からすれば，「上」か

らの意志がおりてくるオリエンテーションと，「下」

からの意志がせりあがるオリエンテーションとがぶつ

かったり交渉したりする「場」が，都市である。こう

して都市民俗学・都市人類学・都市社会学の書を読

む。グローバライゼーションやローカル文化の問い，

観光人類学の問いも当然かかわることになるだろう。 
日本の都市人類学者・都市民俗学者の著作を連読し

な が ら ， さ ら に "urban Anthropology" (ed. by 
Southall, Oxford U.P.）を併読し，観光人類学や「開

発」人類学の著作と照らしつつ，都市における人間の

生き方を考える。大学院生の個人テーマ発表と重ねな

がら，演習のかたちでディスカッションしていきた

い。 
 
社会学特殊講義（秋学期） 
 家族の計量的分析法の研究 

講 師 稲 葉 昭 英 

授業科目の内容： 
近年のメンタルヘルス研究，家族研究では過去の家

族に関するライフイベントが後続の家族経験や心理状

態に及ぼす影響を扱う研究が盛んである。具体的には

乳児期・幼児期の剥奪経験（貧困，虐待，親の早期死

亡）とその後のライフコース，現時点でのディストレ

スや親子・夫婦関係などとの関連を明らかにしようと

するものが代表的である。 
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本講義では，アメリカおよび日本のこれら代表的な

論文をとりあげ，研究の実質的な内容と同時に方法

論，とくに統計モデルの数理的な構造などについても

検討していきたい。方法論的には階層的線型モデル

（HLM），固定効果モデル・ランダム効果モデルなど

の分散要素モデルなどについて同時に学習することに

なる。 
 
社会学特殊講義（秋学期） 
 家族と福祉政策 

講 師 藤 崎 宏 子 

授業科目の内容： 
福祉国家や福祉政策，福祉実践に関する議論のなか

で，「家族」に関する言及が頻繁になされるように

なった。最終的な関心の所在が「家族」に向かうも

の，「福祉」に向かうもの，あるいは両者の関係性

を問うものなどさまざまであるが，いずれにしても

かつての福祉研究，家族研究にはみられない新しい

傾向である。本演習では，これらの議論の多くに共

通して用いられる「個人化」「公／私」「ジェン

ダー」「ケア」などの重要概念に注目しながら，家

族と福祉政策の関係性について考察を深めたい。 
 
文化人類学特殊研究 

文学部 教 授 宮 坂 敬 造 

授業科目の内容： 
文化人類学諸学説をその時代背景とパラダイムとの

かかわりに留意しつつ，社会認識論的分析の地平に

立って検討していく。日本民俗学の流れは他コースに

あるので，本コースでは欧米にはじまった国際的学派

の検討が中心。また，学説特論なので地域研究という

特定地域中心という体裁はとらない。といっても本

コースの枠内ではバランスよくすべてにわたって諸学

説を検討することはできない。言語人類学やエスノサ

イエンス学派については文学研究科言語学コースで一

部あつかわれていようが代表的言語学理論・社会言語

学の知識が不可欠となる。構造人類学とその批判につ

いてはかなりの社会哲学的素養が必要となるが，まず

その前に人類学的親族研究と社会組織研究展開の知識

を要する。マイナーかもしらないが象徴的文化コミュ

ニケーション研究系フォークロア研究の諸学説も技芸

言語パフォーマンス表現分析に有効であるが，それを

一分野にふくむ文化記号論の素養もまことにひろい。

現代の宗教人類学は他コースで提供されているので直

接あつかわないが，学説をあつかうのであれば，エバ

ンズ＝プリッチャードの大冊『アザンデ人たちにみら

れる妖術・託宣・呪術』から始めたほうがよいであろ

うし，彼に対するフランス系知識社会学派の影響を理

解しておく必要もある。解釈学的人類学は，ヴェー

バー理解社会学に由来し，現象学・解釈学理論におっ

ているわけだが，その代表的論客のクリフォード・ギ

アツの研究は，歴史，生態，親族，儀礼・宗教，市

場・経済，政治にまたがって研究範囲が一見ひろいば

かりでなく，彼の立場は 60 年代，70 年代，80 年代

と変化がみられる。脱構築派の理解にはフーコー等の

現代思想，それに，マリノフスキー以来の代表的民族

誌，それらを批判して試みられたラビノーらの反省的

民族誌認などの知識が前提とされる。認知科学的人類

学は人類学のみならず認知研究の学際的知識を要す

る。ギアツの弟子であったモロッコ文化研究後のラビ

ノーは解釈学研究，フーコー研究，フランス文化社会

論を経て，90 年代にから先端医療研究に転じたわけ

だが，科学技術の人類学や先端医療の人類学には，自

然科学先端研究・先端医療の最新学説の知識などが要

求される。フェミニスト人類学による文化批判，マイ

ノリティ系人類学者による新「人種」論，ゲイ研究，

第四世界ネイティヴ人類学の出現，等々，実にさまざ

まな試みがおこなわれているし，生物学者にして哲学

的フェミニスト人類学者ドナ・ハラウェイの諸説は難

解である。最近の考古人類学的進化適応環境理論は，

更新世時代の精神医学症状や芸術起源説とも関連して

実におもしろいが，通常の狭い文化人類学の枠組みを

超える姿勢が要求される。というわけで，パラダイム

検討を問題にする全体論的学際志向・嗜好はもつもの

の，単発コースとして組むやりかたにより，テーマを

あつかえる範囲で毎年，より狭く限定せざるをえな

い。本年度は，医療人類学・心理人類学の学説を脱構

築派以降の現代人類学の流れに照らして検討する。古

典ではなく現代の動向をあつかうが，医療人類学の始

祖とされる W.H.リヴァ－ズを現代の流れから参照点

として用いる検討を一部おこなう。文献は講義時に指

示する。 
 
文化人類学特殊研究 
 東アジアの社会文化創造論 

講 師 渡 邊 欣 雄 

授業科目の内容： 
本講義は，昨年度の「知識人類学」の続編である。

知識論の事例として昨年度は沖縄を取り上げたが，本

年度は視野を東アジアに拡大して，いま生じつつある
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「社会」や「文化」の問題を考えようとする。 
東アジアでは市場や市民社会のグローバル化に応じ

て，一方で世界の画一化が進むとともに，他方で個別

社会文化の個性化＝ローカル化が進行している。たと

えば沖縄では，ローカルタームだったウチナーンチュ

が，グローバルな名称となって世界大会を開いてお

り，それは中国における客家人とて変わりはない。新

たなアイデンティティづくりのための新たな国際社会

が形成されつつある。それにともなってローカルでエ

スニックな文化も大きな創造活動が生じている。 
本年度は講師の最近の試行錯誤の研究成果を踏ま

え，こうした新たな社会文化創造の一端を紹介した

い。 
 
歴史民俗学特殊研究 

フィールドワークの実践 

講 師 神 田 より子 

授業科目の内容： 

講義の内容については受講者と相談の上で決めた

い。但し今年度は昨年度に引き続き具体的な調査実習

を伴う予定なので，受講者は長期休暇などに実習に参

加できる事が望ましい。 
 
コミュニケーション特殊研究 

説得・影響・普及 

文学部 教 授 榊   博 文 

授業科目の内容： 

広く「影響過程」の一般的問題を扱うが，特に他

者・集団の態度・意見・行動を効果的に変化させるた

めの「説得戦略」に関する実証的研究及び理論を講義

する。 
これらは，個人を対象とした説得，営業，セール

ス，宗教勧誘，法廷での弁術，カウンセリングなどと

直接的に関連するのみならず，マス・コミュニケー

ションの説得効果，広告，宣伝，大衆操作，閾下刺激

効果などとも関連する基本的かつ重要な問題を扱うも

のである。 
 
コミュニケーション特殊研究 

商学部 助教授 吉 川 肇 子 

授業科目の内容： 
組織コミュニケーションについて詳細に論じます。

文献講読とともに，受講生の研究計画の検討なども行

います。 
 

コミュニケーション特殊研究 

メディア・コミュニケーション研究所 
教 授 菅 谷   実 

授業科目の内容： 

春学期および秋学期お通して，ネットワーク理論に

ついての文献を講読する。 
 
社会学特殊演習 

教育達成の機会不平等 

文学部 教 授 鹿 又 伸 夫 

授業科目の内容： 

社会階層と社会移動に関わる実証的研究を扱う。と

くに教育達成における不平等に焦点をあてたい。先進

各国では教育制度改革と高学歴化によって教育の不平

等が緩和されてきたかにみえるが，実質的には出身階

層格差が温存されている，という議論がある。その議

論を検証する国際比較も活発におこなわれてきた。そ

うした研究の動向を検討したい。 
 
社会学特殊演習 

論文作成指導 

文学部 教 授 浜   日出夫 

授業科目の内容： 

受講者の関心にしたがって最近の文献のレビューを

行なう。また論文作成の指導を行なう。 
 
社会学特殊演習 

文学部 教 授 平 野 敏 政 

授業科目の内容： 

履修者各人の修士論文テーマ，博士論文テーマに基

づく発表と，履修者を含めた議論を通して各人のテー

マ研究を深める。 
 
社会学特殊演習 

都市生活と公共性の比較社会学 

文学部 教 授 藤 田 弘 夫 

授業科目の内容： 

近年，人文・社会科学は急激に変化している。社会

学もその例外ではない。社会学は他の学問分野にも増

して，激しい変化に見舞われ，その存在理由を問われ

ている。今年はロンドンで 2004 年に社会学会が開か

れてから，２世紀目になる。その時 C.ブースの司会

で行われた P.ゲデスの報告は，都市社会学の誕生を

告げるものであった。この講演は田園都市論で有名な

E.ハワードなどの多くの出席者から賛辞をもって迎え
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られた。 
本講義は，一世紀にわたる都市社会学の展開を導き

糸として，社会学の足跡をたどりながら現在「人文・

社会科学」の直面している問題を，最近の「公共性

論」の観点から講じたい。そのことによって，社会に

ついての理解が少しでも深まればと思っている。 
また，この作業と平行して，神田神保町の古書店街

とイギリスのウェールズの片田舎にある古書の村ヘ

イ・オン・ワイを，街づくりの観点から比較研究した

いと考えている。 
 
社会学特殊演習 

経済学部 教 授 松 村 高 夫 

経済学部 教 授 金 子   勝 

経済学部 教 授 倉 沢 愛 子 

経済学部 教 授 清 水   透 

授業科目の内容： 

 社会史は，具体的・歴史的事象を細部にわたり分析

すると同時に，絶えず新しい領域を開拓し，新しい方

法論的枠組を創りだすことにある。その意味で，固定

した方法・領域をもたない。活発な議論を通して参加

者各自の研究が刺戟されるよう運営していきたい。 
 担当者と院生による報告と討論を重ねていく。担当

者の専門から，日本，イギリス，東南アジア，ラテ

ン・アメリカが中心となるが，報告は必ずしもこれら

の領域には限られない。 
 
社会学特殊演習 

法学部 教 授 有 末   賢 

授業科目の内容： 
 基本的には受講生の研究テーマの報告を主として授

業を進めていく予定である。人数にもよるが，修士

論文，博士論文，学会報告，投稿論文などの中間報

告として討論を進めていきたい。 
 場合によっては，文献の輪読，ゲスト・スピーカー

の講演なども考えられる。 
 
社会学特殊演習 

法学部 教 授 大 石   裕 

授業科目の内容： 
 学会発表や論文作成に向けて，受講者各人が発表

し，それに基づいて討議する。 
 

社会学特殊演習 
グローバリゼーションと人種・民族・エスニシティ・

多文化主義の政治・社会学 

法学部 教 授 関 根 政 美 

授業科目の内容： 

＊授業担当者の関根は，「脱工業化・グローバリ

ゼーション交錯世界の人種・民族・エスニシティ・ナ

ショナリズム・多文化主義の政治・社会学の理論的研

究と，オーストラリアを事例とする地域研究を行って

いる。本授業は，本授業担当者を指導教授とする大学

院後期博士課程院生の博論作成準備を中心とした授業

だが，他の院生の受講は妨げない。 
＊授業の形式は，各院生の研究報告をもとに質疑応

答を行う演習授業とする。博士論文作成を中心とした

授業となるので，①博士論文の内容に関連した先行研

究としての研究書あるいは論文についての報告・質疑

応答，博士論文関連の調査報告に基づく質疑応答を行

う。②博士論文そのものに関する報告と質疑応答，ま

た，③後期博士課程の院生は『法学・政治学論究』を

はじめ，所属学会における学会・研究会報告，あるい

は所属学会学『学会誌』への投稿を行わなければなら

ない。学会報告や投稿の前に報告と質疑応答を行いな

がら準備を進める。 
＊なお，関根を指導教授としないものでも博士論文

作成に当たり，授業に参加したいという院生は相談す

ること。 
 
社会学特殊演習 
 高度情報社会における国際コミュニケーション 

講 師 鶴 木   真 

授業科目の内容： 
高度情報社会における国際コミュニケーションをメ

インテーマとして，履修者と相談の上，授業の具体的

内容・すすめかたを決める。 

 
文化人類学特殊演習 

文学部 教 授 鈴 木 正 崇 

授業科目の内容： 

文化人類学・民俗学・宗教学に関係する修士論文と

博士論文の作成のための指導を行なう。 
 
文化人類学特殊演習 

文学部 教 授 宮 坂 敬 造 

授業科目の内容： 
文化人類学諸学説をその時代背景とパラダイムとの
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かかわりに留意しつつ，社会認識論的分析の地平に

たって検討する演習をおこなう。日本民俗学等の学説

の流れは他コースであつかわれているので，本コース

では欧米にはじまった国際的学派の検討が中心。本年

度は，医療および宗教（ただし，宗教学系プロパーの

内容および現代の宗教人類学系の話題は他コースで提

供されているので，本コースでは直接あつかわず，学

説の関連の範囲で取りあげる），さらには文化精神医

学の動向の一部をとりあげて検討していく。主として

80 年代以降の文化批判人類学の流れとの関係であつ

かうが，一部は人類学的医療・宗教研究の基礎的文献

をもちいて学説の関する演習をおこなう。ひとつの柱

は，社会科学的でありつつも人文学的人類学思想史と

いった色彩になり，単に調査にいってすぐ調べてわか

ることを報告するという姿勢だけでなく，異文化理解

調査方法論批判，ポスト・コロニアリズム言説分析・

心理人類学の衰退と復活などの話題もふまえた＜理論

的構造的動態理解＞を重視する。文献については講義

時に指示する。 
 
歴史民俗学特殊演習 

文学部 教 授 鈴 木 正 崇 

授業科目の内容： 

文化人類学・民族学・宗教学の日本語文献を読む演

習で，古典・話題作・翻訳などを幅広く選定して，履

修者の研究内容に応じたテキストを選び，報告や討論

を行う。最初の時間に文献リストを配布して予定を立

てる。 
 
コミュニケーション特殊演習 

説得・影響・普及およびその関連分野 

文学部 教 授 榊   博 文 

授業科目の内容： 

履修者の博士論文の検討・指導をおこなう。また，

普及理論及び説得理論の構築を検討する。 
 
社会心理学特殊研究 

比較文化心理学 

文学部 教 授 三 井 宏 隆 

授業科目の内容： 

修士課程の「社会心理学特論」と併設。授業内容は

そちらを参照。 
 

社会心理学特殊研究 
 人事評価／人事考課／ヒューマン・アセスメント 

文学部 教 授 南   隆 男 

授業科目の内容： 
組織行動論の現論枠組みを，｢人事評価／考課」の

視角から検討・吟味する。 
 
社会心理学特殊研究 
 ニュース報道と社会認識 

 メディアコミュニケーション研究所  
教 授 萩 原   滋 

授業科目の内容： 
本年度は，ニュース報道と社会認識との関係を取り

上げてみたい。特に報道メディアとしてのテレビの特

性に焦点を合わせ，その社会的役割や影響力などを新

聞やインターネットと対比して検討すると共に，外国

に関する知識やイメージ，世界像を形成するうえで外

国関連報道が果たす役割についての理解を深めたい。 
 
社会心理学特殊演習 

論文指導 

文学部 教 授 三 井 宏 隆 

授業科目の内容： 

修士課程の「社会心理学演習」と併設。授業内容は

そちらを参照。 
 
社会心理学特殊演習 
 組織行動論／キャリア発達論 

文学部 教 授 南   隆 男 

授業科目の内容： 
「組織行動論／キャリア発達論」の最新の研究動向

を，関連の“重要”論文を講読しながら，点検／考察

する。 
 
社会心理学特殊演習 

メディアコミュニケーション研究所 
 教 授 萩 原   滋 

授業科目の内容： 
ニュース報道と社会認識との関係を主題として，演

習を行う。 
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心 理 学 専 攻  

 
実験心理学特殊研究Ⅱ（春学期） 
 空間と運動の知覚 

講 師 吉 村 浩 一 

授業科目の内容： 
Irvin Rock が展開した知覚は問題解決過程との主

張を基本に据え，空間と運動をめぐる諸現象を捉え

る。逆さめがねの問題をはじめ知覚研究から認知研究

全般へと広がる授業展開を目指します。 
 
実験心理学特殊研究Ⅲ（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 スクーラー，ジョナサン W. 

授業科目の内容： 
後日掲示にて指示。 

 
比較心理学特殊研究Ⅱ（秋学期特定期間集中） 
 行動生態学 

講 師 粕 谷 英 一 

授業科目の内容： 
行動生態学の具体的な適応を，とくに交尾行動につ

いて述べる。メスによる交尾相手選好性の進化，オス

間の競争，変異の維持，代替戦術などについて説明す

る。 
 
計量行動学特殊研究Ⅰ（春学期集中） 

環境情報学部 教 授 渡 辺 利 夫 

授業科目の内容: 
本講義は，心理学で使用する多変量解析について理

論的および実践的視点から学んでゆく。具体的な内容

は，以下の通りである。1.行列 2.重回帰分析 3.主
成分分析・因子分析 4.MDS 5.クラスター分析 6.
判別分析 7.数量化理論 

また，実際にデータを分析するにあたり，フリーソ

フトウエアのＲ言語を使用する。Ｒ言語の基礎知識は

特に必要としないが，授業中に各自ラップトップコン

ピュータを持参することが望ましい。なお，大学よ

り，ラップトップコンピュータの貸し出しもあるので

それを利用することも可能である。 
 
神経科学特殊研究Ⅱ（秋学期） 

講 師 杉 下 守 弘 

授業科目の内容： 
近年，脳の断層撮影や磁気共鳴画像の発展により，

脳の損傷部位や形態を容易に，とらえられるように

なった。また，機能的 MRI や陽電子放出断層撮影な

ど脳を研究する新しい方法が登場した。従って，脳と

「こころ」との関連も研究が容易になり，最近では著

しい進展が見られている。脳を検索する技術の進歩が

予見されるので，このような傾向は今後ますます増大

すると考えられる。いいかえれば，人間の「こころ」

について学ぶには脳との関連を避けて通れなくなって

きたと言えよう。本講では言語，記憶，知覚，意識と

脳の関係について最近の知見を中心に論ずる。 
 
神経科学特殊研究Ⅲ（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 マンディ，ピーター C. 

授業科目の内容： 
後日掲示にて指示。 

 
精神医学特殊研究 
 精神医学はどこまで科学か 

医学部 専任講師 村 松 太 郎 

授業科目の内容： 
精神医学で扱うものの中には，自然科学的手法で充

分に解明されているものと，解明にはほど遠いものが

混在している。しかしながら，脳とそこから派生する

精神現象の中の，どの部分が解明され，どの部分が解

明されていないかということについての人々の誤解は

大きく，このことが精神医学に対する過剰な期待やそ

れとは正反対の深い不信，ひいては精神疾患に悩む

人々を不必要に苦しめることにもつながっている。 
講義では，臨床現場の実態を紹介しつつ，精神医学

が解明している事実と神話の正しい峻別をする知を身

につけることを主要な目標とする。もちろんこの「解

明している事実」の内容が日々変化していること，そ

して近い将来に予測される変化についても言及する。 
 
精神動作特殊研究（通年特定期間集中） 
 ヒューマンエラー・事故の心理学 

講 師 臼 井 伸之介 

授業科目の内容： 
精神動作研究，つまり知覚運動協応のようなテーマ

は古くから「技能」の研究として，応用心理学の重要

な研究課題であった。本研究では技能習得と密接な関

係にある人間の失敗，すなわちヒューマンエラーに焦

点を当て，その認知的発生プロセスについて解説す

る。また高度にシステム化された現代社会において，

人間の些細なミスが大事故につながる可能性がある
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が，その事故発生に人間がいかに関与するか，その防

止に心理学がいかに貢献しうるか等について本講義で

は考える。 
 
臨床心理学特殊研究Ⅱ（春学期特定期間集中） 

 発達障害児における発達臨床心理学 

講 師 井 上 雅 彦 

授業科目の内容： 
何らかの発達障害のある児童生徒は全児童人口の

7％ともいわれる。発達障害に対してはライフステー

ジに応じて，一人一人の対象児.者の心理的・発達的

問題を適切にとらえ，個々のニーズにあった支援を

行っていくことが重要となる。本講義では，集団適応

が困難な自閉性障害・学習障害・注意欠陥多動性障害

等の行動障害・情緒障害を有する児童生徒のアセスメ

ントと適応行動の獲得・家族支援に関して応用行動分

析学に基づいた指導法・技法について学習する。 
 
臨床心理学特殊研究Ⅲ（秋学期） 
 認知発達の障害とその対応 

講 師 熊 谷 恵 子 

授業科目の内容： 
特別支援教育に新たに支援対象となった学習障害，

注意欠陥多動障害，高機能自閉症等，いわゆる軽度発

達障害の子どもたちへの支援を中心に，その査定方法

および対応方法について講義を行なう。また，これら

の子どもたちは発達の早期において，状態像がわかり

にくいため，この時期に具体的にどのような支援を行

うかについても，その基本的考え方と実際の支援方法

について講義を行なう。 
 
知覚心理学特殊演習 

文学部 教 授 増 田 直 衛 

授業科目の内容： 
 知覚心理学に関わる書物及び論文を精読し，知覚研

究の方法論を探る。 
 
発達心理学特殊演習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

授業科目の内容： 
本演習では，「言語発達の基礎」ならびに「言語発

達の支援」を系統的に学習する。まず，それらの概説

を講義によっておこなう。次に，各テーマについての

内外の最先端の研究を発表，討議する演習を行う。

テーマは，以下のものである。 

（1）言語発達と言語発達支援の概説 
（2）言語発達の生物学的神経科学的基礎 
（3）言語発達とコミュニケーション 
（4）言語発達と認知 
（5）文法の獲得 
（6）読み書きの獲得 
（7）言語発達のアセスメント技法 
（8）言語発達障害のメカニズム 
（9）言語障害と言語発達支援 
（10）発達障害と言語発達支援 
（11）コミュニケーション支援 
（12）言語発達支援の場 

 
行動分析学特殊演習 

文学部 教 授 坂 上 貴 之 

授業科目の内容： 
 下記のテキストを読む予定である。 
 
認知心理学特殊演習 
 人間の認知・記憶研究の最前線 

文学部 教 授 伊 東 裕 司 

授業科目の内容： 
 人間の認知・記憶に関する最近の研究論文の講読と

議論を行う。 
 
生物心理学演習Ⅰ 

文学部 教 授 渡 辺   茂 

授業科目の内容： 

展望論文を書くことを目的とした授業である。はじ

めに論文数 100 程度のテーマを決め，展望論文の構

成法を身につけた上で，毎週 power point を使って数

編づつ論文を紹介し，最後に展望論文を提出する。論

文紹介では全員が討議に参加し，論文査読のための訓

練を行う。 
 
生物心理学特殊演習Ⅱ 

文学部 教 授 小 嶋 祥 三 

授業科目の内容： 
認知機能と脳機能の研究を重ね合わせて，現象を理

解することを目指す。 
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行動修正特殊実習ⅠA 
臨床発達心理学の実習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

講 師 土 屋   立 

授業科目の内容： 

本実習では，行動修正（behavior modification），
応用行動分析学（applied behavior analysis）の枠組

み，技法を中心として，発達臨床や発達支援において

必要な諸技法の実習を行う。様々な発達障害を持つ子

どもと保護者に実習室に来談してもらい，十分な説明

と合意を前提として，⑴コミュニケーションの発達支

援，⑵認知機能の発達支援，⑶社会性の拡張と情動の

安定化のための発達支援，などを実施する。受講生

は，担当者のスーパーバイズのもと，実際に発達支援

を実施する。実習を通して，発達障害の評価，発達検

査・心理検査などによるアセスメントの実施，軸とな

る行動の抽出，技法の選択と導入，単一事例研究計画

法にもとづく介入効果の評価，学校や園への波及効果

の評価，保護者・関係機関へのコンサルテーション，

などを学ぶ。学年末には事例報告を提出することを条

件とする。 
 
行動修正特殊実習ⅠB 

臨床発達心理学の実習 

文学部 教 授 山 本 淳 一 

講 師 土 屋   立 

授業科目の内容： 

行動修正特殊実習 IA と同じ。 
 

 
 

教 育 学 専 攻  
 

【共通】教育学特殊演習 
 教育（学）の専門的研究入門 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
この演習では，教育学専攻において学位（博士）論

文を執筆するための専門的研究の前提となる基礎的認

識と方法論を習得することをめざす。大学院において

教育（学）研究に従事するというのはどのようなこと

なのか。学士課程における卒業論文作成や，教育学を

専門としない人びととの教育に関する認識やアプロー

チとどのような差異があるのか。こうしたことを自覚

的に問い直し，教育（学）の専門的研究者として自立

するための基盤を築く作業をしてもらう。 
もっとも担当者は，18・9 世紀的な「教育学」とい

う枠組みにしがみつくつもりはない。現在，教育学の

関連学会は 100 を越えている。こうした教育（学）

研究の専門分化や細分化を手放しで是認しようとは思

わないが，教育事象・問題を構成する領域とそれへの

専門的研究のアプローチ方法は多彩であるはずだし，

決して固定化されるものでもない，と考えている。む

しろこれから研究の世界に飛び込もうとする諸君に

は，「教育」概念の再定義とそれにアプローチする視

座の再構成に積極的かつ自覚的に挑戦することを求め

る。 
 

【88 学則】教育学特殊問題研究Ⅰ 
【04 学則】教育哲学特殊演習 

文学部 教 授 舟 山 俊 明 

授業科目の内容： 
本年度からのこの授業の課題は，以下のテキストを

輪読しながら 19 世紀後半から 20 世紀初頭ドイツに

おける人文科学史（精神科学史）一般を，当時の精神

史や社会史を背景にして考察し，併せて同時代の教育

学の学理論論争の現代的意義を考えることにある。 
 

【88 学則】教育学特殊問題研究Ⅰ 
【04 学則】教育哲学特殊演習 

 教育における「知る」「知識」概念の哲学的分析 

講 師 生 田 久美子 

授業科目の内容： 
本講では教育における「知る」「知識」の問題を，

哲学的分析アプローチによるこれまでの学的成果を理

解することから始め，さらに関連諸科学（認知科学，

ジェンダー学，理数科学 etc.）における最新の「知

識」をめぐる議論を概観することを通して，再検討し

ていく。具体的には，前期 15 回では，現在は古典と

もなったイズラエル・シェフラー著『教育のことば』

『知識の条件』，およびギルバート・ライル著『心の概

念』を精読し，それを踏まえて，後期 15 回では上記

にあげた他の諸科学における当の問題の取り扱い方に

ついて批判・検討を試みる。 
 

【88 学則】教育学特殊問題研究Ⅲ 
【04 学則】教育哲学特殊研究Ⅰ 

文学部 教 授 舟 山 俊 明 

授業科目の内容： 
本年度からこの授業の課題は「教養の歴史社会学」
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というテーマのもとに，以下のテキストを輪読しなが

らヨーロッパ社会における「Bildung 教養」観の変遷

およびその制度化過程を考察することにある。わけて

も近現代社会の展開と人文科学（精神科学）の連関に

焦点を当てながら，今日におけるその意義ついて吟味

を加えることが本授業の主たる目標である。 
 

【04 学則】教育哲学特殊研究Ⅱ 
 ヘルバルト教育学研究 

文学部 助教授 真 壁 宏 幹 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続き近代教育学の古典であるヘルバル

ト『一般教育学』を丁寧に「読んでいく」ことにしま

す。講読が終わった後は，日本におけるヘルバルト研

究の検討を行ないたいと考えています。 
 

【共通】教育史特殊演習 
 明治儒教の教育史的検討 

文学部 教 授 山 本 正 身 

授業科目の内容： 
近代日本の教育システムが西洋の教育制度・思想を

模範として形成されてきたことはいうまでもないが，

その一方でそれは伝統的な儒教思想をその方針の基本

に据えるものでもあった。このいわば「開化」と「復

古」の二方針がなぜ齟齬を来さずに日本の近代教育の

内部で共存しえたのか。本演習はこの問題を受講者と

ともに吟味することを目的とする。 
具体的には，今年度は二つの作業を併行して推進す

る。その一つは，明治儒教の立役者というべき元田永

孚（1818-1891）の生涯と思想を，彼の「還暦の記」

および「古稀の記」（元田竹彦・海後宗臣編『元田永

孚関係文書』第一巻，元田文書研究会，1969 年，所

収）に基づいて考察することであり，もう一つは，受

講者の研究報告に基づいて日本近代教育と明治儒教と

の関連について検討を加えることである。 
授業のスケジュールは受講者が確定した段階で決め

るが，受講者にはほとんど毎回のように何らかの形で

の報告（文献講読にせよ研究報告にせよ）が課せられ

ることになるはずである。 
 

【共通】教育史特殊演習 

教職課程センター 教 授 米 山 光 儀 

授業科目の内容： 

修士課程の教育史演習と共通。 
講義内容は修士課程の頁参照。 

【共通】教育史特殊演習 

講 師 田 中 克 佳 

授業科目の内容： 
Lawrence A. Cremin: AMERICAN EDUCATION— 

The Colonial Experience 1607～1783, 1970, Harper 
& Row, N.Y.の講読。 

今年度は，「BOOK Ⅱ  PROVINCIALISM 1689-
1783 PART V REPUBLICANISM」（同書，P.395 の

Ⅱ以降）を講読する。 
 

【共通】教育史特殊研究Ⅰ 

 近世教育思想史研究の課題と展望 

文学部 教 授 山 本 正 身 

授業科目の内容： 
本特殊研究は，江戸時代の教育思想史研究のこれま

での到達地点を受講者に提示するとともに，それを踏

まえてこの分野での今後の研究課題と展望を相互に協

議・吟味することを目的とする。 
春学期は，近世教育思想史の研究動向と，主要な教

育思想の思想構造に関する講義を行う（ただし，折に

ふれて受講者に報告を求めることもあり得る）。そし

て秋学期には，受講者の研究報告を中心として，個々

の研究事例に関する討議を行っていく。 
受講者には，春学期には最低限一回の，秋学期には

かなりの頻度の研究レポートが課せられることにな

る。 
なお，授業のスケジュールは受講者が確定した段階

で決める。 
 

【共通】教育史特殊研究Ⅱ 

教職課程センター 教 授 米 山 光 儀 

授業科目の内容： 

この授業では二つのことを目的とする。第一は，参

加者に共通に日本教育史の基礎的な知識を持つことで

ある。そのために最近出版された通史的要素を持つ書

籍を読む。第二は，参加者の研究に必要な先行研究を

検討することである。参加者は原則として毎回報告す

ることが課せられる。詳細については，第一回目の授

業で相談する。 
 

【共通】比較教育学特殊演習 
 Academic Profession の日米比較 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
今年度も引き続き，<Academic Profession>につい
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て検討する。下記のテキストをもとに，アメリカ合衆

国における大学教師・研究者の養成過程について検討

するとともに，その「専門職」（性）とは何か，とい

う問題を日米比較の観点から議論する。 
なお，上の内容をベースにしつつも，必要に応じて

随時，履修者の個別研究テーマに関する報告・相互検

討の機会を設け，学位（修士）論文作成の準備も行

う。 
 

【88 学則】比較教育学特殊研究 
【04 学則】比較教育学特殊研究Ⅰ 
 Literacy と Learning をめぐる比較教育学的研究 

文学部 教 授 松 浦 良 充 

授業科目の内容： 
昨年度に引き続き，＜“Learning”とは何か＞を

テーマとする。最近の教育学では，「学び」論が隆盛

している。近代的「教育」概念の操作性を批判する観

点から，教育的関係論において，「教え」の極小化＝

「学び」の極大化の傾向が強まっている。こうした動

向の現状と今後を批判的に展望するために，この授業

では，「学び」「学習」「学問」などの多様な含意をも

つ Learning 概念を，教育学・心理学・社会学・哲

学・思想史学などさまざまなアプローチのもとに学

際・国際的・比較文化的に考察することを試みる。 
特に今年度は，上記の大きなテーマを，"Literacy"

をめぐる問題や理論に焦点化して検討・討論したい。

「読むこと・書くこと」と「学ぶこと」の連関を，さ

まざまな文化や社会・制度の歴史的文脈のなかで相対

化することによって，いまの「教育」を再検討するた

めの理論＝概念装置を構築することをめざす。具体的

には，まず『教育学研究』（日本教育学会）第 70 巻

3・4 号＜特集：公教育とリテラシー＞掲載の諸論文

を検討した後，各履修者の研究課題にひきつけた形

で，当該テーマに関する報告・討論を行う。 
 

【88 学則】教育行政学特殊研究 
【04 学則】比較教育学特殊研究Ⅱ 

講 師 坂 本 辰 朗 

授業科目の内容： 
本コースでは，比較高等教育システム論の観点か

ら，日米の高等教育行政の諸問題を取り上げます。ア

メリカ・モデルは高等教育システムとして，現在，日

本も含めて多くの国々に影響をあたえています。ここ

では，大学の中から外（たとえば，政府，地域社会，

企業など）を視てゆくことにします。 

【88 学則】教育心理学特殊演習Ⅱ 
【04 学則】教育心理学特殊演習 

行動遺伝学とその周辺 

文学部 教 授 安 藤 寿 康 

授業科目の内容： 

前期 行動遺伝学の方法論に関する主要な論文を講読

します。 
後期 各自の関心に沿った literature review とそれ

に基づく各自の研究計画を検討します。 
 

【88 学則】教育心理学特殊演習Ⅱ 
【04 学則】教育心理学特殊演習 

文学部 教 授 大 村 彰 道 

授業科目の内容： 
理科・自然科学の教科書を理解しやすく，興味深いも

のにするための心理学的研究を議論する。 
 

【88 学則】教育心理学特殊演習Ⅰ 
【04 学則】教育心理学特殊演習 

論文演習 

言語文化研究所 教 授 大 津 由紀雄 

授業科目の内容： 

博士論文の作成を目指す院生のために，個別に指導

を行なう。 
 

【共通】教育心理学特殊研究Ⅱ 
 「家族関係とメンタルヘルス」 

講 師 菅 原 ますみ 

授業科目の内容： 
個人の社会的適応にとって家族関係は大きな役割を

果 た す 。 本 講 で は ， 親 子 関 係 （ Child-Parents 
relationship）,きょうだい関係（Sibling relationship）,
夫婦関係（Marital relationship)，親としての役割遂

行（Parenting)，家族機能（Family Functioning）
などのテーマについて，メンバーのメンタルヘルスと

の関連を中心に検討していく。 
 

【共通】教育心理学特殊研究Ⅲ 
生成文法 

講 師 鈴 木   猛 

授業科目の内容： 

参加者の興味・博士論文のテーマに合わせて重要な

論文等を読んでいく。 
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【共通】教育学特殊講義（春学期特定期間集中） 

特別招聘教授 ジャッケンドフ，レイ 

授業科目の内容： 
言語の認知科学についての集中講義。生成文法につ

いての知識を前提とする。受講希望者は 4 月中に大

津由紀雄（言語文化研究所 oyukio@sfc.keio.ac.jp）ま

で電子メールを送信すること。 
 

【共通】教育学特殊講義（春学期特定期間集中） 
 レトリックの人間形成論 

講 師 加 藤 守 通 

授業科目の内容： 
近代教育学において，言語教育論は中心的な役割を

担ってきた。われわれが受けてきた語学教育もそのひ

とつの所産である。とはいえ，近年，このような言語

教育論の限界を露呈させるような状況が生じている。

この講義では，ペスタロッチやヘルバルトに代表され

る近代の言語教育論の特徴を押さえたうえで，それに

対するオルターナティヴとしてレトリック・ヒューマ

ニズム的伝統を取りあげ，その人間形成論的な意義を

検討する。考察の中心は，ルネサンスのヒューマニズ

ムと古代ギリシャ・ローマのレトリックである。 
 
 

62



����������	
��
�����

����������	�
��
����������
�

������������������ �!"#

������������

�	��������
�

�

$�% 
������������������������

������� !"#$%�&�'�() *+,-./

!012,34516

$�% 7�8�9:01���;�<=>��,?016

$�% 7�8�@A01/!���BC.��DE����

�F��G�H,IC.	J KL-�() MA-.��

�����NO016�������!"#$�(),-.

2P MQ1H�,016

$�% ����������� /!01���RS�T0

1���UVWX�YM Z[�\B�������]:W

X�^_ Z[`[Pa`b`C6cd-�]:WX���

eF�f�gh\b2P ^_-`C2,3i16

$�% jk+�lm�BC.no�pq �rcs��tu

�
���v4no-�w�xy`lm,z{�|}�~�

01H�,016

$�% jk+������+������+ ���v,-.�

�����������-.5cH�4i13��������

���@�|���1H�4i16

$�% jk+��01�@���AQ16

& '

2�nA�����������\b��016

& '��	���������

2�nA��	�������\b��016

� �

�()��nA�

����������	�
��(��������)*�


����+,-�� �!"#

����;�;�<������,���;�;�<W��

�����W������� �U-.�
;�;�<���

���3DE;�;�<����� �� /!012,�B

C.nA ��016

./ 01

$�% 
;�;�<�����DE;�;�<����� 

���/!���()�!¡ ¢£01�� ����D[

EP12,34516

� �� D[EP1cQ��¤����AQ16

./0�+�231

$�% 
;�;�<�����¥8��¦.D[EP1��

 =>��,?016

.�+41

$�% :9�+�=>��e��§G,-.
;�;�<�

��¨©ªe,016

.��561

$�% =>���/!�v��:9���/!������

v,016

.�����78�9:;<41

$�% =>��3/!451� �����()e����

AQ16

.��=>?;<�@A?BCDEF1

$�% =>���/!©«�()��¬���	JKL­�

BC.��DE;��;�<����AQ1,2®��16

� =>��3!¡-c()�MA��¯1°±��:9�

��²T01;��;�<���3AQ1,2®��16

.�GF1

$�% =>����³­�����´µ-`CH�,016

.H #1

$�% jnA¶����pq`°±�BC.AQ1cQ��

·¶ ��016

.I�J1

$	% jnA¶��¨©�¸¹��¦.|º-����	���

������016cd-�|º���	� »¼-c½�

¾t- �Z6

����������

����������	�
��(��������)*�


����+,-�� �H#

����;�;�<������,���;�;�<W��

�����K����������	�
��(������

��)*�
����+,-�� �!"#L����������

�¿��ÀI5j·¶ ��016

�M NOP


;�;�<����%�01!"#$�@�� ÁÂ,

016

�M QR�9:STUV

=>��,-.���/! ¢£01����²A�ÃÄ

�¤ ,��²T;�;�<����UVWX�YM D[�

DE;��;�<����/!¢£��]:WX�^_ ¡

1H�,016

�M ��WX���9:;<4

� =>��3/!451� ������ D[EP1;

��;�<���3AQ�FPÅP��;��;�<��

�ÆNO016

� =>��3/!451()e��*��%�&�(),

016

�M YZ[\�]^

=>��3/!�pq`��Ç�È�Ém�BC.��Ê

Ë Ì¬016

�M �GF

nA7�8��³��Í��� ÎÇ��³ÇÏÐÎÇ�

Ñ�Ð³­,016

�M I�J

j·¶�AQ1H��Ò\�jnA�����-pq`°

±��
;�;�<����no��¦.AQ16

����������

Ó��Ó

63



����������	
��
�����

����������	�
��
����������
�

������������������ �!"#

������������

�	��������
�

�

$�% 
������������������������

������� !"#$%�&�'�() *+,-./

!012,34516

$�% 7�8�9:01���;�<=>��,?016

$�% 7�8�@A01/!���BC.��DE����

�F��G�H,IC.	J KL-�() MA-.��

�����NO016�������!"#$�(),-.

2P MQ1H�,016

$�% ����������� /!01���RS�T0

1���UVWX�YM Z[�\B�������]:W

X�^_ Z[`[Pa`b`C6cd-�]:WX���

eF�f�gh\b2P ^_-`C2,3i16

$�% jk+�lm�BC.no�pq �rcs��tu

�
���v4no-�w�xy`lm,z{�|}�~�

01H�,016

$�% jk+������+������+ ���v,-.�

�����������-.5cH�4i13��������

���@�|���1H�4i16

$�% jk+��01�@���AQ16

& '

2�nA�����������\b��016

& '��	���������

2�nA��	�������\b��016

� �

�()��nA�

����������	�
��(��������)*�


����+,-�� �!"#

����;�;�<������,���;�;�<W��

�����W������� �U-.�
;�;�<���

���3DE;�;�<����� �� /!012,�B

C.nA ��016

./ 01

$�% 
;�;�<�����DE;�;�<����� 

���/!���()�!¡ ¢£01�� ����D[

EP12,34516

� �� D[EP1cQ��¤����AQ16

./0�+�231

$�% 
;�;�<�����¥8��¦.D[EP1��

 =>��,?016

.�+41

$�% :9�+�=>��e��§G,-.
;�;�<�

��¨©ªe,016

.��561

$�% =>���/!�v��:9���/!������

v,016

.�����78�9:;<41

$�% =>��3/!451� �����()e����

AQ16

.��=>?;<�@A?BCDEF1

$�% =>���/!©«�()��¬���	JKL­�

BC.��DE;��;�<����AQ1,2®��16

� =>��3!¡-c()�MA��¯1°±��:9�

��²T01;��;�<���3AQ1,2®��16

.�GF1

$�% =>����³­�����´µ-`CH�,016

.H #1

$�% jnA¶����pq`°±�BC.AQ1cQ��

·¶ ��016

.I�J1

$	% jnA¶��¨©�¸¹��¦.|º-����	���

������016cd-�|º���	� »¼-c½�

¾t- �Z6

����������

����������	�
��(��������)*�


����+,-�� �H#

����;�;�<������,���;�;�<W��

�����K����������	�
��(������

��)*�
����+,-�� �!"#L����������

�¿��ÀI5j·¶ ��016

�M NOP


;�;�<����%�01!"#$�@�� ÁÂ,

016

�M QR�9:STUV

=>��,-.���/! ¢£01����²A�ÃÄ

�¤ ,��²T;�;�<����UVWX�YM D[�

DE;��;�<����/!¢£��]:WX�^_ ¡

1H�,016

�M ��WX���9:;<4

� =>��3/!451� ������ D[EP1;

��;�<���3AQ�FPÅP��;��;�<��

�ÆNO016

� =>��3/!451()e��*��%�&�(),

016

�M YZ[\�]^

=>��3/!�pq`��Ç�È�Ém�BC.��Ê

Ë Ì¬016

�M �GF

nA7�8��³��Í��� ÎÇ��³ÇÏÐÎÇ�

Ñ�Ð³­,016

�M I�J

j·¶�AQ1H��Ò\�jnA�����-pq`°

±��
;�;�<����no��¦.AQ16

����������

Ó��Ó



����

� � � � � �

�������	
���
����������������������� !"#$�%�&'

��()*�+,-�.�/�0����1�2�3�45�6789:.�.�/�0;&'��()

*�+

<� � =>

�?� �=��@��A

�?� �=�BC�
�6D�

�?� .�/������2�EF�GHIJKL�=MNOP�
�6D�

<� Q � R>

�?� .�/Q���

�?� STUVWX.�/�YQ�R��

�?� STUVWX.�/�YQ�R��Z0

<� B[\]^>

�?� B[\_]^��

�?� `�abc��d�e�f��
�6��

<� g � h>

�?� .�/��abij
ef�D�

�?� .�/��abij
kL�lmnc� o
�p�6��\

g�h��d�
�6ef�D�



� � �

��� ������	


������������

�	�������
�

����
�� ��������������������

�� ��!"#$$%&�������'()!"�* 

+,-./0123�4"563
�6!"7

�����*� ��� 8,-()!"�*�9$:;6!

"7

� � <

= � �

>=?@�A

B�CD �<�B��

EF�CD �<�B��

G�GHI�CD �<�G��

��I�CD �<�I��

JKI�CD �<�I��

LKI�CD �<�I��

MNOP�CD �<�I��

Q=�CD �<�=��

RQ=�CD �<�=��

ST=�CD �<�=��

U=�CD �<�=��

V=�CD �<�=��

WXYZ[\�CD �<�WXYZ[\��

?@�CD �<�>]^_��

`F�CD �<�>]^_��

ab�CD �<�>]^_��

>]A�CD �<�>]^_��

cd�� �<�cd��

e � � �<�e��

f � � �<�f��

g � � �<�g��

Fh��

ijh�A �<�h��

klh�A �<�h��

mno�A �<�h��

pF[\h�A �<�h��

qFh�A �<�h��

rFA�A

r�CD �<�F��

st�CD �<�h��

pF�A �<�F��

o�A �<�F��

uvwxyz{|h�A �<�h��

[\h�A �<�h��

}~[\�A �<�F�����<�h��

������ �<�������

��[\�� �<���[\��

��g��� �<�����

� � <

=���A

B�ZEF�CD �<�B��

G�GHI�CD �<�G��

I�CD �<�I��

Q=�CD �<�=��

RQ=�CD �<�=��

ST=�CD �<�=��

U=�CD �<�=��

V=�CD �<�=��

WXYZ[\�CD �<�WXYZ[\��

cd���A �<�cd��

e���A �<�e��

?@���A

?@�CD �<�?@��

`F�CD �<�`F��

ab�CD �<�ab��

f���A �<�f��

g���A

gA�CD �<�gA��

Fh���A

��Fh�CD �<�F�����<�h��

��yz{|h�CD �<�F�����<�h��

����A�CD �<�h��

c�qF��A �<�c���

��Z�y����A

��Z�y��CD �<���Z�y���

� � <

=���A

B�ZEF�CD �<�B��

G�GHI�CD �<�G��

I�CD �<�I��

Q=�CD �<�=��

RQ=�CD �<�=��

ST=�CD �<�=��

U=�CD �<�=��

V=�CD �<�=��

WXYZ[\�CD �<�WXYZ[\��

cd���A �<�cd��

e���A �<�e��

?@���A

?@�CD �<�?@��

`F�CD �<�`F��

ab�CD �<�ab��

f���A �<�f��

g���A �<�g��

Fh���A

��Fh�CD �<�F�����<�h��

��yz{|h�CD �<�F�����<�h��

����A�CD �<�h��

c�qF��A �<�c���

��Z�y����A

��Z�y��CD �<���Z�y���

� C���*

e���A

e�CD e��<�C���

� �2��� �4"%&�<��H�$�*3()!"5

6'��"7

� ��� �4"  ���*¡=3¢£¤¥��A m¦

��2���$�*3()!"7

�������<�*$()/§� �<$�*����3¨

©¤¥  )ª«¬"7

­��­



�����������	
� ������
������

����������������

������� ��������	
� ������
�

�������������������

����!"� ��������	
� ������
#

$%&'(�)*�+,��!"�-.�,!"�/0�1

2�
34�����������56789��:;<�

=5�>*�8?@�:�>*A5BC�D�������

���

������EFG�����	
� EFG���
EFG

�������������������

�����:�>*�HI� J ��������KL�M

N���O�
��!"�-.�PBQR�����CS


R��T3�UV�,#$%&'(;WX�YZ8[�!"

� ������\]����4B,�
#$%&'(;^

_5*X�`1
�:�>*�abc�d�ef,�ghP

B=5;Qi��

j ��!"8k�lmnopq�/0� r,
#$%&'

(;�:�>*�abc�d�ef,�gCs	;PB5*

X�`1��
_t/0�ur,�:�>*�abc�d�

ef,�v��=5;Qi��

������� ����\]�J w�x�yW�z{i

�����\]e���
��!"�b�|}M��~�,

_t#$%&'(�-.e�u�5e��

j w�x�yW�z{i�����\]e���
��\]

����!"�bno�W������
|}M��~�,

_t#$%&'(�-.e�u�5e��

����!"� ����\]� w�x�yW�z{i��

���\]e���
��\]����!"�bno�W�

�����
��\]e�������|W�,
���-

.�PL��P�PB�

����/0�� w�x�yW�z{i�����\]e�

���e�/0��
��~�5e��

� �����������MN���O���!"�-.

�PBQR���� �������

� �����
����EFG����������Q�

��WX8k�� �������

� w���w���B���ut_�PB� ��������

� ��E�MG'Q<��

����������#$%�4B,���������

�	
��/0�o���� J ��no�����!"�/

0�o�=����e���7�1��
_t#$%&'(

;�We��

j �����!"�/0�o�=����e���no�:

�>*7�
!"����Y8[�O�e�u�5e��

�		��/0&'(� #$%&'(�
��!"�/0�o

�=����e���7�gC�X�
� |}M�no�

�%¡¢_M��£893�¤�/0&'(�¥0no¦0�

�§¨�=��_��©���ª�
s	;<�`1�«M

���E�¬­�¬­�®¯°�7�H�/0&'(�±�

�=5;Qi��

�	���/0²³�´µ��W¶·� J /0&'(�
!

"/0�	¸�o����¤m7�¹º�,#$%&'(�

´µ�
34
��»¼�½¾e��

j #$%&'(�
&'��¿��89�.À� �¤Á�


���¿��89�Â6�ur,��!"�/0�o���

�1��ÃWe��

Ä �Å�ÆÃ�
Ç¹£ÈÉ�ur,gC�

�	�������� ��Ê��������
#$%&'(

�KB,��!"�/0�o����12������
�

�;_t#$%&'(�´µ�z{i��e��

j EFG���
_t#$%���	
�Ë�������


��;_t#$%&'(�´µ�z{i��e��

�	�����!"	¸�ÌÍ� �������������

�5i
_t����������T3��Î8[���!

"�[Ï�	¸no!"/0�²³�	¸�ÌÍe��

�	�����!"�ÌÍ� ��������D����
_

t����������L�T3��Y8[���!"�Ð

ÑÌÍ�@ÒÓÔ���/0��!"A5Õ¹e�u�5e

���ª�
�������L���eQ�ÐÑÌÍ��5

i�=�Z�Q�PB�

�	������ÍÖ� �������L��;���£×�

ØB�5i�
�����=���������£�@�Ò

ÓÔ����A5Ù¹e�u�5e��

�	������ÚÛ� ÜÝ�¶·� ��������L�

Þß;�Õ��5i
�����+��;��£à�áâe

�gã;<r�5i�
_t#$%&'(no���&'(

�Æ�p,�����ÚÛeu�5e��

�	�����¹no��� ��¹no����\]� ��

�äå�
æÍ�~�5e��

�	���y��ç�� =�y��ç��
���&'(�Æ

�p,��;gC��ª�
w�xw�Åw��K ow�

x���4B,����Æ(�Æ�p,=��gC�

� �

=�y��
�¤��Y�Î�T3��ge��

�8?���

��� �����	
��
�

�	��Y�Î��T
W

�¤��Y�Î��TçÝ

�	� ÒÓÔ�����y�w��x��������e�Ú

�B�
=�[y�WX�5=�� ��

��� !"�������no�������+R��Q�

���PB���e�������������,�
��

~�gCu�5e��

� ����T�
#$%&'(�ÆÃT5e��

� #$%&'(;��!"/012�ÆÃ��T8�


@��Ú+�Õ�A��gQi�u�5e��

� �����	
i�
��~�5e��

� #$%&'(�1��WÆÃ�z{i
#$%&'�

���²³��
3����´µe��

� ���
#$%&'��´µ�z{i12�����

��e��

� ��¹�
����å�KB,��e��

��� �������no��������,B����e

�������������,�
�w�xw��56ä�

	
i�p,_tY����Î��T��ur,�����e

��

j �Å�yW�33h��
�����KB,<�3�X#

$%&'(�)*�+,
��!"�-.���TÊQ�-

.©��Y�u�
i���,B��;
#$%&'(�H

����



���������	
��
�������
�����

������	���
�� 	

!"#$%&'�($)

* +�,-.��//012�3�45��67	89:�

;� �45��<�=	#$>��?	@	A+���B+

�,-�C�D67	89:�EF �GB+�,-�C�

D<-HI
JK��	���
�� ����
����

������LM�	���
�� 	

!"#$%&'

�($)

N O,-.��//0123�45��67	89:�;�

 �45��<�=	#$>��?	@	A+���B+�,

-�C�D67	89:�EF �GB�,-�C�D<-

HI
JK�=	#$PQRS�TF U�����
��

��������������
�� 	

!"#$%&

'�($)

V +�,-.��//012�W?	@=	�XYZ>[\

F].^�_`=	#$>'��	���
�� ����


����������LM+�	���
�� 	

!

"#$%&'�($)

a O,-.��//012�W?	@=	�XYZ>[\F

].^�_`=	#$>'�=	#$PQRS�TF �U

�����
����������������
�� 	



!"#$%&'�($)

b 	
c��	
!"d�TF !"#$)

��� 	Z��	

!"��>-efg-hijk,
[

`�&� �P�l?	@mno-pmn�qr�sK�t

s1sF)

��� %-].-uv��?	@mno-w
x 	Z'y

z)

� �6{|�P�}��<

��� %-].��{|��P�}��/1~�#$)

��� %-].-uv��?	@mno-w
x 	Z'y

z)

��� ������	
���
��
�������������
���� 

{|�P��}�����

{|��P	}���u�

��� � �

���6��< %-].��?	@�o	89:-����

���y-?	@�Q�_$	
��-���|
��&��

�89:�TK$�	���������	
����-�

��EF ��$�-&#$)

��� �5��

���6�5���	��< �5��-�	�����-�

`&#$)

� ����:�6��<

� � :�

� ¡¢

���6��£!-¤���¥��£!-m¦< ?	@�o

	89:mno6§¨W89:mno^&Fz)<��?	

@�5���	>-��£!
¤��sK�ts1sF)

© ��£!'U�ij&��������89:mno-ª

�
« ¥��£!
m¦#$%&'�¬$)

* ��£!�89:mn�¥��£!�­A&� �®?	

�¯£n&#$)

���6�5��-��j°����< �5��-��j°

��W±²³®?		
.�^-��$&%´�_$)

© �5��-µ¶��­A&� ���&#$)·����

£!'U���������89:mno-ª�
« ��

��
¸I#$%&'�¬$)

* �5��-����¹��f��¥��f§º'yF�g

-»¼�½¾6
¿�¿�¿
-�ÀÁ<
Â� �89:

mno�qr-º�ª�
«sK�ts1sF)

��� 3�45��

���63�45���	��< 3�45��-�	����

�-�`&#$)

� ����:�6��<

� ����

� ¡¢

���6���£!��¥��£!-¤�< 89:mno��

?	@3�45���	>-���£!��¥��£!p�

f
¤��sK�ts1sF)

© ���£!��89:mn�¥��£!�­A&� �8

9:-!Ã
ÄL#$�®�¯£n�Å$)·����£!

'U�ij&��������89:mno-ª�
«�º�

�®?	�¯£n�h?	£nÆ�®�89ÇÈ-89>�

¥��£!
m¦#$%&'�¬$)

* 89]É-ÊËÌ�_`�¿¥��£!
ÊË#$%&'

�¬$)%-����O,���$ÍÎ(�_$�-&#$)

��� ��45

���6	
ÏÐ��89ÑÒD-��&��< �	3�P

§]��¿¥��£!-��-�&�	
ÏÐ��89ÑÒ

D6§¨W89ÑÒD^&Fz)<
�|��89ÑÒD


89:mno�������
JK�ª�
«sK�ts1

sF)���;�� ��+�Ó>&� 	Ô� ÕÖ��

×§º-��6]�ØsÙ&��×��Ú-;$�-<
Û

Ü� F$%&���Ù��g��ÝL#$&Þß1�$Ã

à
áâ F$%&'ij�;$)89:mno��89Ñ

ÒD-��-���¹��¥¹�p�f
¤�#$)¹��

�¥���89ÑÒD-���;�� �­A&� ¡¢


yF�g-��»¼
89:mno�qr��ª�
«sK

�ts1sF)

���689ÑÒD-]É< 89ÑÒD���-pã�Ûâ

$k,
g-]É�ä�$�-&#$)

� 89-���åæ��g-ç³Ì

� LM89�È#$]�-�y89-���������

�~�-»¼Ì)

� LM89�È�#$Ãà�	

�	�6	
��-��j°����< 	
��
���_

z&#$>���289ÑÒD
����89:mno-�

�
JKª�
«sK�ts1sF)89ÑÒDª�3��

P§]�	
��
���sK�ts1sF)

© 	
��-µ¶��­A&� ���&#$)·���¿

¥��£!'U�ij&��������89:mno-ª

�
« ����
¸I#$%&'�¬$)

* 	
��-����89:mno'ª���¹��f��

¥��f§º/1
|��$	
����mno6§¨W�

�mno &̂Fz)<'yz)

N 89:mno����mno/1��»¼-qr
JK�

	
!"��
¤�#$)


��




��� ����

����������	
��
 �����	
������

���������������� !�����"�#�


�	
��$%&'()�*+�,-./�01-2314

1#5�����./6�78��9�:�;<�����

	
�1-23141#5

= �>?��
@A
���������9	
��BC��

D2E
@F2��G<GH�IJK��41-23141

#5

�����������;L
 ������M�NO<PQ�

RH�D�;L<ST�U����5

� $%�VW�XY

� Z[

� \]$%<^_��`ab$%�cd

� \]$%<^��e+�fg�hi�cj

� ���kl�Nm��n

� \]$%<^��opqrstuv�$%v

�����������*+
 $%&'()�������E

	
F2wBC<��M�NO<xT�IJK�y9���

��z�t����	
{|�*+�1-23141#5

� }$%&<�����	
��~�st*+<\w�'

(����*���5

� �����*+st���/�wT��+st�+N�

���x��5

� �+st�+�������*+<\w�9�78��

9���/����a#�D�*+hi�$%&'()<

�����./�01-23141#5

� GO����/��\]$%��U���������

&V�����D�;L<ST�U����5���op

styv�*+�U�9���/<�����E�K�5

����������������
 ������<����

���������H<xT�6 ��¡¢�BC<£��

U����5

����������*+
 �����*+�������H

st��H<xT�6 ��¡¢�BC<£¤9a�5

��� ¥ 8

�����;¦�§¨
 ��;¦�§¨<©#9��$%&'

()�./�0�U����5

� ��ªl«:��¬��­


= ��;¦��ªl�:�¬�­®4¯a��5�����

��¦¢�ªl«:°±)�$%&��¡¢²³�®4´�

��5

µ ���®4������¦¢��¶·¸¹º�»¼<�½

ªl«:°±)�$%&��¡¢²³�<´�����E


¾�5

¿ À�st�������	
��st*+�IJKÁ<^

��};¦<S�21#RH<©#9��!ÂÃYÄÅ�Å

�Æ�8"st!ÂÃYÄÅ���¦¢"�xT���Ç<

��5

� ��ªl��:��¬�­


È �	������¦x��ªl��:�¬�­®4¯a��5

= ����®4�����¦x��ªl��:��¬��­®4¯a�

�5

� ��ªl��:	¬��­


È �	��¦x��ªl��:�¬�­6 ��¡¢É��®

4´���5

� ��ªl��:�¬��­


È ���z�t�����ªl�	:�¬�­G ��¡¢�

6 ��¡¢É��®4´���5

� � � �

��� �����	


ªl�:�¬��­Êx

ªl��:�¬��­§¶

��� Ë 8

����ÌÍ
 ÂÃYÄÅ���Å�Æ�8���ÎÏ�Ê°

<ÐÑK�ÒÓstÔÓ�Ï�Ê°�ÕÖ5

����Ï�×�ØÙÚ×Û
 È Ï�×�ØÙ��M�Ü

½���5

� ÒÓÏ�×��ÝÞ
 À�¡¢�G ��¡¢
�ß

àá������âã�ß�äÖ5


� ÔÓÏ�× 6 ��¡¢�� !��¡¢"�#�5


�ß�å�$%&��¡¢�ß�æÓ��âã�ßàá

= GH<xT�Ï�×�:Û��M�Ü½���5

� ��yç�[�±)���$%& ���
����

� å��y��~$%& ���
����

� ~�����Ú����$%& ���
����

��� Ò Ó ß

����{|
 ÒÓß�{|��Å�ÆÀ�¡¢��ß��

����âã�ß�äÖ5
���M������9#1-

23141#5

� $%�X	�
��yçW<À�E�������5

� �olpÚâA�<����������5

� 78��9�À�¡¢�:ß�����5

���� �
 ÒÓ� ���Å�Æ�8<xT�À�¡¢

�£Ào:���®:���5���À�¡¢�:ßEÒÓ

ß<��F2wBC���®:���5

������
 ÒÓ�,-���������x����<

�olp�������¼�st_���âÁ��0���

���9��ßËC����<����U����5

������
 ÒÓß��������<�½����5

�����x
 G�<�������<xT�Å�ÆÏ�'

()�� !'()"�#�5
<z#9a#�Ä�E�2

��x��5

�	�������<à���ç�ÕÁ
 ��D�����

st���
������uÁ�wT��E��<����

�Ó��ÉE��<1�w�Á���<©#9������

�O�¦x<®®�4��ÒÓß��9��������E

�K�5

�
��	
�
 ÒÓß��9�xF2w����x�	


��_���â�_�����ßËC����<	
�1-

23141#5

�������Á����

 ÒÓß��M�NO<]\��

BC����<�ßËC����<�-
1-23141#5

���}â���Ú��1��BC��_���âE���

9�-
1-23141#5

� ���ã�������

� }âst_���â�������D����RH��

�

����



����������� �	
���
����������

������
������������ !�"

��������#$� %&�'()*+�
�������

,-�.�����/0�12�3��45������	


��67)*+���#$����� !�"8����

,-�9:;�:<�=>���!����?+ �1@"

�����A�� �	
�B�CD)*+EF��GH����

�
�������AI"

� J�K�L)MNOP��Q����

� 67RSTUVRW�XYZ[)\]�^2���

� _`1/0�1Oa��&)(H�bcV�d2���

� ��e�
���fEF`�GH;-���

��������gP� �
���@h 3���gP���

�� !�"����)��ijklm�in�bVR��

��o�pqrs)UV�1c-t1;1@"

�������uvwlR�UV� �
��B�CD)x`�

�������uvwlR)��uyzo{|�XY��i

jklmSTklm�in�}���o�pqrs)UV�

1c-t1;1@"ijklmSTklm�~w����)

h@f����l�������"

� �����������

� ������)gP����

� a��&)*�A����

�������u�yz� � ��u�yz���L��f�

������<����:;�<���<������<��

���<��Z)�{�yz��3����"8����u

�@h 3�+}�yz����� !�"

� a��&)*�A�.)h@f����u��{���)y

z�1c-t1;1@"

�����yz��� � �
� ^2�.�B�CD)x`

����)���	
���m�67)*+��u�yz�

������� !�"

� ������)*+y �¡¢�12���

� ������£�¤!¥!¦§¨©)ª��f@���

� ¦§¨©¦�£�«§¨©¬��­®�f@���

� %¯�'()::°;±��	
����/0�²` ^

��GH��!��67)*+��u�yz�������

� !�"

³ yz������:<�����yz���/0�´¥�

�����a �̄ a�D)MNO���µ@f�67)*+

�<¶�)·¸����� !�"8���L��f�:<

�¹ºf·¸����� !1@"

�����yz»µ� � �
� ^2�.�B�CD)x`

����)���	
���m��ijklm�67)*+�

��u��¼��½¼�yz�»µ����� !�"

� «§¨©)¬����¾�¿À�����^�@�«§

¨©)�:<�}ª��fÁ(�Â¾�¿À�P����

�"8��«§¨©��Ã P���.)h@f�»µ�

GH1@"

� ��uyzÄ�%)ÅÆ����"����)��ij

klm��²¥m��ÅÆ9:;�:��Z)���uy

z»µ67R��ÅÆÇÈR��ÉÊË��Ìºf���

o�pqrs)UV�1c-t1;1@"

� %¯�'()::°;±��	
����/0�²` ^

��GH��!��67)*+��u��¼��½¼�yz

�»µ����� !�"

��� Í 
 �

��	����� Í
������J�K«§¨©��STÎ


ÏÐm������B�&Ñ�Òºf@1c-t1;1@"

� ÓÔ�ÕÖ�×��= Ø)¦��¡¢ ^���"

� �ÙÚÛ�mÜÝ)Þß àá ^���"

��
����� Í
������:<���"¤!¥!Í


�âã�����ä67�å�1@���:<�æ�ÓÔç

��:<���ºfÍ
��c���� !1@"

�����67� Í
��c*I���.��Á(�67R)�

�ÙÚÛl�R�àáÇÈRSTijklm|�ÁÀl�R

�Ìºf���o�pqrs)67��3����"

�������� Í
���a��&�&Ñ)*+����"

������(� %&)*������	
)�@f�@��

¸��-��(��"

�������|���bV� Í
���B�CD)x`��

������)��o�pqrs)bcV1c-t1;1@"

8���m����ÅÆ1������ijklm��°2

fbcV1c-t1;1@"

� ������P�

� �mSTijklm��	�
Á���e���¯��

�

�����A�� �	
�B�CD)*+EF��GH����

Í
�������AI"

� J�K�L)MNO���P��Q����

� 67RSTUVRW�XYZ[)\]�^2���

� _`1/0�1Oa��&)(H�bcV�d2���

� ��eÍ
���fEF`�GH;-���

�����yz� � Í
��%&�'()*+Í
���f

����A2�����
)��<�)Í�,-�u{��

¼��½¼�yz�1c-t1;1@"�	
������

�yz�������}(H�"

� %¯�'()::°;±�B�CD)x`�������

	
��67)*+
)Í�,-���u��¼��½¼�

yz�»µ����� !�"

� ÅÆ����

� a��&a�D�'()*+�Í
���f���A2�

��

�������� ������������o�pqrs�Á

����"

�����'(���� ��'©������	
���=f�

�¸��-��I"

� ���Ú��<������

� ��'©���Ú��<����:;����"

� �Ú�<������%�¨©��.)h@f������

��J�J�K��'©�Fw��"

³ �Ú��<�����£�¦§¨©�%�«§¨©�a��

<��.)h@f���'©a�&:;a�	&�Fw�1@"

� �Ú��<�����£�¦§¨©�%�«§¨©���.

���'©a�&a �̄ a�DSTa��&���)�º�3

����"

��� ������	
��
�
���

����<������(

����<
��
��_

�Ú��<�����_

�Ú��<������_

�	
�



��� ��������	
���
����������

���������� �!�"#��	�$%����&

�'()

��� ����&*��+���,�-�� �!.�/�

�012%�&�34* �!�-�2%�&�567�8

9�:;2%)

��� ����&�:;*�<��=>?@�AB�$C�

���	DE>?@�F�G��HI89�JK2%)

� �� ����&�*"#��	����LM������N�

OP��Q�RS*�,�2%)4T��UV�W�8�R

S�XY2%8�IZ�%)

��� 8�"#��	
��[2%\]*���^_`abc

d+Ief2%)

��� 8�
��[2%gh*#�Ki%)

� �

j 8�
�*�kl��,�L�m67no2%)

p qo������ �!"#��	
�*rs�����

� �!"#��	
��2%)

� �tkl��,�L��mu

8�
�*�kl��,	L�m67no2%)

� �tv���,�L�mu

8�
�*�v���,�L�m67no2%)

� �tv��
,�L��mu

8�
�*�v��
,�L��m67no2%)

��� �����	
��
����
������

kl��,�L��mwK

kl��,�L��mxy

v���,�L�mxy

v��
,�L��mxy

��� ���	DE>?@>?H*�z,����&�{|

2%)

��� ����&*� �!�-���}�~�%<��


��������9��7��)

� ����s������Z�%8�

� ������4C�%���C��i79%8�

� ��Z�%8�

��� ����&�0�2%�*�}����������

����W���^_`abcd+�� ���9��7�

�)

� 1 �

� ¡¢�

� ���£�  ��+�,67¤¥¦3Z����£�

� ��§¨�

��� <��=>?@*�����&�0��4��©��

UF��ª«�P�����	DE>?@�AB���9�

�7��)

��� ����&*�}�¬­�$C®¯�°X�&±4²

³*�������W�´µ��H�¶� ��9��7�

�)

� ·�s¸�s¹�

� d�º»����®¯s¼½Q�¾¿À\Á�°X)4

T��d�IÂÃsÄÅÆ�²³*����IÇÈ�¶�

 ��9��7��)

��� ���	DE>?@I�}�¬­�$CÉÊË��i

4²³*�����&�����Ë�ÌÍÎ����2Z�

^O�4��	�Ï+Î�(*Ð+�ÑÒÓÔ%8�I�%)

� 8���	ÕK�Ö×�Ø��6©Ù&����d¯�

Î�%oÚI�È4²³

� � ���ÛÜ��Ý��4²³

� yf�¬­�(��
�Ki%¶� �ÞÈ4²³

��� ����&I¹��4²³*�OP�ßµà%Î��

2%)

� �

j 8�gh*�kl��,�L�m67no2%)

p qo������ �!"#��	
�nogh*rs�

����� �!"#��	
�nogh�2%)

� �tkl��,�L��mu

8�gh*�kl��,	L�m67no2%)

� �tv���,�L�mu

8�gh*�v���,�L�m67no2%)

� �tv��
,�L��mu

8�gh*�v��
,�L��m67no2%)

� �����

��� ��������

v�á,�L��mwK

v��,�L�mno

v���,��L�
mxy

v���,�L��mxy

���t��u âãäÙ �*�åÂsæç�$È����

HR��4C·����%�+�&�»� �!&Z�G�

W���Æt �!��È�*-��Æ������Æ��

Íu��	I
�(����&�
��UV�Í��ÐK�

RS���Æ���2%8�I �%)

���t
�u j �����$Í�2%�*��,�W�

HR��4C	!�*�!���%��»��������

�%�Z�·���,�����Z��9��7��)

p ����������(4i�·�2%�)8�²³��

C�,�67��2%)

���t¤¥u �
� f2%�I���¤¥2%²³*�

½K�¤¥��·�!���§¨��»���^���½�

��£2%��������&�³`abcH�� ���

9��7��)

���t��Mu j ����i794����M*��=

��+s	 �!��=�©��*���Æ�
M���+s

	 �!��=�¬��+s	 �!��=��³
��+�

�����+� �!
�������=º»�����+

�©��*���Æ�
Mº»������
M�2%)�

���³
��+������+� �!
�s�����

�=º»��+
��=	L	��*�·�RSI
6Lz

�4i��MÎ
,¯�
M�2%)

p y��*����5�\��$%æçZ·����%²³�

Q�\­�������M�ÏM�2%8�IZ�%)

���tUVu ��
�$%UV*� ��+&�©��*

 ���>?@� �!&�©��* �!��>?@I8

9�o��ÙHIJK2%)

����



����������� 	
��
�����������

������������ ���!"��#�$%%&� 

'�������()*+�,-.�/-�012345%

�6748

����9
�:6� 	
��9
��;� <=>�?@

�&AB��C
DE�FGHIJ�:�6K�LMKNK

O8

����PQ�RS� 5�PQ�RS� T
U
VWXY

Z�T
[U
VWX�\�]B ^J�_`$48

����ab� 5�PQ�cdef� 
DE�FGHI�

ab%$48

� ��ghij�k��l�

5�PQ� gh�j�k�l>Nmn$48

� ��gh��j��k��l�

5�PQ� gh��j�k�l>Nmn$48

� ��gh��j�k��l�

5�PQ� gh��j�k�l>Nmn$48

��� �����	�
	��
��
�����

ghij�k��lo`

gh�j�k�lmn

gh��j�k�	lR�

��� pqr^T

-
st���uvZpqr^T
T


[
st���u�w#xy�T
�z
$4
D�{|z


D%O}��
~��$4�#�O� 5�PQ�`�4%

5��w48

��� z
����
~��#�O� ���#%$48

� z
���4l�{|z
��l%O}���$4j�

�
~�01$4&�%$48�� z
�U���4�

� ��`�4%5��w# z
��$4]~�/-�

��$45%��48

� z
��J���NL ����2L��J���z


��l>N���B�j�>k{��j{���
�� 

¡¢£Q��j�>k{��j{������ z
��

l>N�j��
�� ¡¢£Q��j��]¤��l�

�$4j��()*�¥
*�vZ¦§¦¨~�©ª��

«$48

� z
�¬�J���NL ����2L��J���z


��l>N���B�j�>k{��j{���
��

 ¡¢£Q��j�>k{��j{������ z
�

�l>N�j��
�� ¡¢£Q��j��]¤��l

��$4j��()*�¥
*�vZ¦§¦¨~�©ª�

�«$48

��� z
D�z
�����#�2L���� ����

�«��
~�/-.�,ª�012345%��48

��� 5�PQ�­®�¯�#°r�D±���� ��²

�^J�_`$48

�	� 5�PQ�RS� ^J�5L�_`$48

� ��ghij�k��l�

³ 5�PQ� gh�j�k�l>Nmn$48

´ 5�PQ�o`�w# µ¶��j�k��lo` ·j�

k�lmn�z
����
~��#�O��$4PQ� 

5L�¸¹z
����
~��#�O��$4PQ%$48

º 5�PQ� z
��l�gh�j�k�l{»���­

®$48

¼ 5�PQ�mn½ '�z
���2Lz
�BO4��


~�¾OB� ¸¹z
����
~��#�O��$4

PQ�­®$48

� ��gh��j�k�	l�

5�PQ� gh��j�k�l>Nmn$48

� � 	 �

��� �����������
���

µ¶�
j�k��lo`

��� ¿^T
T
[À�¡¢£Q��
�� ��AB�

¡¢£Q��ÁOB ¯Â£QÃÄ�Å�}Æ
ÇÈÉ�Ê

ËYZ�ÌÍÎ§�«Ïa`�ÐÑ£Q�ÍÒ�À ÓÔÏ

¡¢
Ç�Õ���¥
$4����O� 5��P�`�

4%5��w48

��� ¥
���J�Ö×$4�� ØÙÐ(����ÕB

�� VWX�Ú¥
���J��ÛÜ�Ý6� Þ��Õ

K�LMKNKO8

��� �� VWX� ��ßÔ�à�á+¥
��J$4

âãKäå��4%�� >¾ÐÑYZ����æç�KO

�� T
[
st���u�`�4¥
ÌJj���ÒKO

���ÓÔÏ�j���k�l��j�k��l��¥
��

��Ï4&�%$48

��� ¥
���J���J��ÍÄÀ&ÓÔÏ¥
�Ö×

$4%Ï�� ���Ú¥
���J��ÛÜ�Ý6� �

� VWX�Þ��ÕK�LMKNKO8

�	� 
s`W����äå>N�J���NLKO��� 

T
[
st���u�`�4��D%�B��1L45%�

�Ï48

� �

��� 5��P� µ¶�
j�k�l>Nmn$48

��� 5��P� µ¶��j�{»��
�� ¡¢£Q�

1
���YZ�µ¶�	j�{»�À�¡¢£Q�1
.�

�
����­®$48

��� 	st�u�P`�>>�N� ¡¢£Qa`�ÇÃ

Õ�
����B£Q�w4
ÇÈÉÝ6j��Ú¡¢
Ç

��$4�PÜ��AB`�BO4�� �¥
$4��¾

OB� µ¶�
j�k�l>N5��P�­®$45%��

Ï48

��� 5��P�RS� T
[VWX�\�]B
J�n

}8

��� ���������� !�"#
$�	%&��'����(�	
�	�
�����
���

µ¶�
j�k�	lo`

gh�j�k�lR�

��� ¿^T
T
[�ÁOBÚ
Ç�(���$4�PÜ

t�ut��	�
�t���w#t�
��l�&AB£

��
�



��������	
���
�����

� �������

��������������� ��!���"#��

 

� $%%&	����

��������������� 

� '(')	����

��������������� 

��� *+�����,-./0��1�234�567


./0���897:�����-;<=�>?9@AB�

C���-;<=���	
���
�����

� �������

��������������� ��!��

� $%%&	����

DE

� '(')	����

��������������� 

F ��-;<=�G:�H�IJ�K��@AB�����

L8CM��L�C��NOP�QRS670�����T

U����
�V�0����QG���-WQXY���

Z�[L����� ��!���"#�� �

��� :�����-;<=�>?9@AB����C�2

3\
�������������L����]^�RDE_�

`�N�Z�ab�Rcd_e9�

� �

��� f�@A
�gh���i�Qjk$l���

��� f�@A��/0��m�*�����n97
�o

p����i�Qjkqr���

��� f�@A�,-./0��1�234�567
./

0���m�*����sM����n97
�op���N

tu�1�234./0��v�_w�xM�op�	�Nt

u�,-./0��v�y
z�_w��qr���

F [L�A��jj{k|�./0�}�~H������

�_70��C��H����-ZR:./�H�K��@

AB��67��79�234�������n97
�o

p����i�Qjkf�@ARqr��f�GY���

��� f�@A���
�+=G�����

��	�


	履修案内
	学事関連スケジュール
	一般注意事項
	履修について[共通]
	履修要項[04学則]
	開講科目と履修単位数
	課程修了にいたるまでの要件

	履修要項[88学則]
	開講科目と履修単位数
	課程修了にいたるまでの要件

	履修要項[共通]
	他大学大学院との相互科目履修
	学位請求論文
	留学
	奨学金
	単位取得退学および在学期間延長
	社会学研究科紀要

	講義要綱
	修士課程
	社会学専攻
	社会調査特論
	社会学史特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学特論
	社会学講義（秋学期）
	社会学講義（秋学期）
	社会史特論
	社会史特論
	社会史特論
	文化人類学学説特論
	文化人類学学説特論
	文化人類学特論
	民俗学特論
	歴史民俗学特論
	コミュニケーション特論
	コミュニケーション特論
	コミュニケーション特論
	マス・コミュニケーション特論
	マス・コミュニケーション特論
	ジャーナリズム，メディア研究
	マス・コミュニケーション特論
	マス・コミュニケーション特論
	社会心理学特論
	社会心理学特論
	社会心理学特論
	社会学史演習
	社会学演習
	社会学演習
	社会学演習
	社会学演習
	社会学演習
	社会学演習
	社会史演習
	文化人類学学説演習
	文化人類学学説演習
	文化人類学演習
	民俗学演習
	歴史民俗学演習
	コミュニケーション演習
	マス・コミュニケーション演習
	マス・コミュニケーション演習
	社会心理学演習
	社会心理学演習
	社会心理学演習

	心理学専攻
	実験心理学特論Ⅱ（春学期）
	実験心理学特論Ⅲ（春学期特定期間集中）
	比較心理学特論Ⅱ（秋学期特定期間集中）
	計量行動学特論Ⅰ（春学期集中）
	神経科学特論Ⅱ（秋学期）
	神経科学特論Ⅲ（春学期特定期間集中）
	精神医学特論
	臨床心理学特論Ⅱ（春学期特定期間集中）
	臨床心理学特論Ⅲ（秋学期）
	精神動作研究（通年特定期間集中）
	心理学特殊実験A
	心理学特殊実験B
	知覚心理学演習
	発達心理学演習
	行動分析学演習
	認知心理学演習
	生物心理学演習Ⅰ
	生物心理学演習Ⅱ
	行動修正実習ⅠA
	行動修正実習ⅠB

	教育学専攻
	【共通】教育学演習
	【88学則】教育学特論Ⅰ
	【04学則】教育哲学演習
	【88学則】教育学特論Ⅰ
	【04学則】教育哲学演習
	【共通】教育哲学特論
	【共通】教育学史特論
	【共通】教育史演習
	【共通】教育史演習
	【共通】教育史演習
	【共通】教育史特論Ⅰ
	【共通】教育史特論Ⅱ
	【共通】比較教育学演習
	【88学則】比較教育学
	【04学則】比較教育学特論Ⅰ
	【88学則】教育行政学特論
	【04学則】比較教育学特論Ⅱ
	【88学則】教育心理学演習Ⅱ
	【04学則】教育心理学演習
	【88学則】教育心理学演習Ⅱ
	【04学則】教育心理学演習
	【88学則】教育心理学演習Ⅰ
	【04学則】教育心理学演習
	【共通】教育心理学特論Ⅰ
	【共通】教育心理学特論Ⅱ
	【共通】教育心理学特論Ⅲ
	【共通】教育心理学特論Ⅳ
	【共通】教育心理学特論Ⅴ
	【共通】教育心理学実習
	【共通】教育学特講（春学期特定期間集中）
	【共通】教育学特講（春学期特定期間集中）


	博士課程
	社会学専攻
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学理論研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊研究
	社会学特殊講義（秋学期）
	社会学特殊講義（秋学期）
	文化人類学特殊研究
	文化人類学特殊研究
	歴史民俗学特殊研究
	コミュニケーション特殊研究
	コミュニケーション特殊研究
	コミュニケーション特殊研究
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	社会学特殊演習
	文化人類学特殊演習
	文化人類学特殊演習
	歴史民俗学特殊演習
	コミュニケーション特殊演習
	社会心理学特殊研究
	社会心理学特殊研究
	社会心理学特殊研究
	社会心理学特殊演習
	社会心理学特殊演習
	社会心理学特殊演習

	心理学専攻
	実験心理学特殊研究Ⅱ（春学期）
	実験心理学特殊研究Ⅲ（春学期特定期間集中）
	比較心理学特殊研究Ⅱ（秋学期特定期間集中）
	計量行動学特殊研究Ⅰ（春学期集中）
	神経科学特殊研究Ⅱ（秋学期）
	神経科学特殊研究Ⅲ（春学期特定期間集中）
	精神医学特殊研究
	精神動作特殊研究（通年特定期間集中）
	臨床心理学特殊研究Ⅱ（春学期特定期間集中）
	臨床心理学特殊研究Ⅲ（秋学期）
	知覚心理学特殊演習
	発達心理学特殊演習
	行動分析学特殊演習
	認知心理学特殊演習
	生物心理学演習Ⅰ
	生物心理学特殊演習Ⅱ
	行動修正特殊実習ⅠA
	行動修正特殊実習ⅠB

	教育学専攻
	【共通】教育学特殊演習
	【88学則】教育学特殊問題研究Ⅰ
	【04学則】教育哲学特殊演習
	【88学則】教育学特殊問題研究Ⅰ
	【04学則】教育哲学特殊演習
	【88学則】教育学特殊問題研究Ⅲ
	【04学則】教育哲学特殊研究Ⅰ
	【04学則】教育哲学特殊研究Ⅱ
	【共通】教育史特殊演習
	【共通】教育史特殊演習
	【共通】教育史特殊演習
	【共通】教育史特殊研究Ⅰ
	【共通】教育史特殊研究Ⅱ
	【共通】比較教育学特殊演習
	【88学則】比較教育学特殊研究
	【04学則】比較教育学特殊研究Ⅰ
	【88学則】教育行政学特殊研究
	【04学則】比較教育学特殊研究Ⅱ
	【88学則】教育心理学特殊演習Ⅱ
	【04学則】教育心理学特殊演習
	【88学則】教育心理学特殊演習Ⅱ
	【04学則】教育心理学特殊演習
	【88学則】教育心理学特殊演習Ⅰ
	【04学則】教育心理学特殊演習
	【共通】教育心理学特殊研究Ⅱ
	【共通】教育心理学特殊研究Ⅲ
	【共通】教育学特殊講義（春学期特定期間集中）
	【共通】教育学特殊講義（春学期特定期間集中）



	他大学大学院との相互科目履修に関する協定
	関係規程抜粋




